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国見町告示第４号 

 

 

 

 

 

      令和元年第３回国見町議会定例会を次のとおり招集する。 

 

 

         令和元年８月１９日 

 

 

 

 

 

                     国見町長 太田久雄 

 

 

 

 

 

 

記 

 

 

 

         １．期  日   令和元年９月３日 

 

         ２．場  所   国見町議会議場 
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応招不応招議員 

 

 

 ・応招議員（１０名） 

   １番 小 林 聖 治 君   ２番 佐 藤   孝 君   ３番 松 浦 和 子 君 

   ４番 （ 欠 番 ）   ５番 村 上   一 君   ６番 佐 藤 定 男 君 

   ７番 渡 辺 勝 弘 君   ８番 松 浦 常 雄 君   ９番 （ 欠 番 ） 

  １０番 浅 野 富 男 君  １１番 八 島 博 正 君  １２番 （ 欠 員 ） 

  １３番 （ 欠 員 ）  １４番 東 海 林 一 樹 君 

 ・不応招議員 

   な し 

 



 
 
 

第  １  日 
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令和元年第３回国見町議会定例会議事日程（第１号） 

 

                    令和元年９月３日（火曜日）午前１０時開議 

 

 第 １ 会議録署名議員の指名 

 第 ２ 会期決定 

 第 ３ 諸般の報告 

 第 ４ 陳情の付託 

     陳情第 ６号 幼児教育・保育の無償化の実施に伴う陳情 

 第 ５ 報告第 ７号 健全化判断比率の報告について 

 第 ６ 報告第 ８号 資金不足比率の報告について 

 第 ７ 報告第 ９号 専決処分の報告について 

 第 ８ 報告第１０号 専決処分の報告について 

 第 ９ 議案第４７号 国見町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例 

 第１０ 議案第４８号 国見町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例 

 第１１ 議案第４９号 災害弔慰金の支給等に関する条例及び東日本大震災に係る災害 

            援護資金の貸付けの特例に関する条例の一部を改正する条例 

 第１２ 議案第５０号 国見町下水道条例の一部を改正する条例について 

 第１３ 議案第５１号 国見町立幼稚園の保育料に関する条例の一部を改正する条例 

 第１４ 議案第５２号 国見町立幼稚園預かり保育条例の一部を改正する条例 

 第１５ 議案第５３号 国見町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関 

            する基準を定める条例の一部を改正する条例 

 第１６ 議案第５４号 国見町水道条例の一部を改正する条例 

 第１７ 議案第５５号 国見町水道料金増徴条例の一部を改正する条例 

 第１８ 議案第５６号 令和元年度国見町一般会計補正予算（第２号） 

 第１９ 議案第５７号 令和元年度国見町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号） 

 第２０ 議案第５８号 令和元年度国見町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 

 第２１ 議案第５９号 令和元年度国見町介護保険特別会計補正予算（第１号） 

 第２２ 認定第 １号 平成３０年度国見町一般会計歳入歳出決算認定について 

 第２３ 認定第 ２号 平成３０年度国見町大木戸財産区特別会計歳入歳出決算認定に 

            ついて 

 第２４ 認定第 ３号 平成３０年度国見町入山財産区特別会計歳入歳出決算認定につ 

            いて 

 第２５ 認定第 ４号 平成３０年度国見町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定 

            について 

 第２６ 認定第 ５号 平成３０年度国見町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定 

            について 

 第２７ 認定第 ６号 平成３０年度国見町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定に 
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            ついて 

 第２８ 認定第 ７号 平成３０年度国見町介護保険特別会計歳入歳出決算認定につい 

            て 

 第２９ 認定第 ８号 平成３０年度国見町土地開発事業特別会計歳入歳出決算認定に 

            ついて 

 第３０ 認定第 ９号 平成３０年度国見町渇水対策施設特別会計歳入歳出決算認定に 

            ついて 

 第３１ 認定第１０号 平成３０年度国見町水道事業会計決算認定について 

 第３２ 議案第６０号 平成３０年度国見町水道事業未処分利益剰余金の処分について 
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 ・出席議員（１０名） 

   １番 小 林 聖 治 君   ２番 佐 藤   孝 君   ３番 松 浦 和 子 君 

   ４番 （ 欠 番 ）   ５番 村 上   一 君   ６番 佐 藤 定 男 君 

   ７番 渡 辺 勝 弘 君   ８番 松 浦 常 雄 君   ９番 （ 欠 番 ） 

  １０番 浅 野 富 男 君  １１番 八 島 博 正 君  １２番 （ 欠 員 ） 

  １３番 （ 欠 員 ）  １４番 東 海 林 一 樹 君 

 ・欠席議員（なし） 

 ・遅参及び早退議員（なし） 

 ・地方自治法第１２１条の規定により説明のため会議に出席した者の職氏名 

町 長 太 田 久 雄 君 副 町 長 佐 藤 弘 利 君 

教 育 長 岡 崎 忠 昭 君 総 務 課 長 引 地  真 君 

企画情報課長 阿 部 正 一 君 税務住民課長 吉 田 義 勝 君 

環境防災課長 村 上 幸 平 君 保健福祉課長 菊 地 弘 美 君 

産業振興課長 
兼農業委員会 
事 務 局 長 

蓬 田 英 右 君 
ま ち づ く り 
交 流 課 長 武 田 正 裕 君 

建 設 課 長 羽 根 洋 一 君 上下水道課長 宍 戸 浩 寿 君 

会計管理者兼 
会 計 課 長 黒 木 浩 子 君 

教 育 次 長 兼 
学校教育課長 澁 谷 康 弘 君 

幼児教育課長 東海林八重子君 生涯学習課長 安 藤 充 輝 君 

農業委員会会長 朽 木 勝 之 君 代表監査委員 佐 藤 徳 正 君 

 ・本会議に職務のため出席した事務局職員 

事 務 局 長 松 浦 昭 一 君 書 記 佐 藤 智 昭 君 

書 記 実 沢 隆 之 君 書 記 中 條 伸 喜 君 
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◇開会の宣告 

議長（東海林一樹君） おはようございます。 

   本定例会は、地球温暖化対策などのためクールビズに取り組んでおります。暑い場

合は上着を脱いで臨まれても構いませんので、よろしくお願いをいたします。 

   ただいまの出席議員は全員であります。定足数に達しておりますので、これより令

和元年第３回国見町議会定例会を開会いたします。 

（午前１０時００分） 

◇          ◇          ◇ 

◇開議の宣告 

議長（東海林一樹君） 直ちに本日の会議を開きます。 

   本日の議事日程は、あらかじめお手許に配付したとおりであります。 

◇          ◇          ◇ 

◇会議録署名議員の指名 

議長（東海林一樹君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

   会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定により、３番松浦和子君、５番村上 

一君を指名いたします。 

◇          ◇          ◇ 

◇会期の決定 

議長（東海林一樹君） 日程第２、会期決定の件を議題といたします。 

   おはかりいたします。 

   本定例会の会期は、本日から９月１２日までの１０日間といたしたいと思います。

これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 異議なしと認めます。 

   したがって、会期は本日から９月１２日までの１０日間と決定いたしました。 

   なお、本定例会にあたり、町長、農業委員会会長、監査委員、関係職員に対し、説

明のため、あらかじめ出席を求めておりますので、ご了承願います。 

◇          ◇          ◇ 

◇諸般の報告 

議長（東海林一樹君） 日程第３、諸般の報告を行います。 

   はじめに、議会関係について事務局長から報告させます。議会事務局長。 

議会事務局長（松浦昭一君） 議会関係についてご報告いたします。 

   令和元年第２回議会定例会以降、現在までの議会活動は、お手許に配付の議員活動

報告書のとおりであります。 

   また、第２回議会定例会で可決いたしました地方財政の充実・強化を求める意見書

については、７月８日に内閣総理大臣ほか関係機関に送付いたしました。 

   本定例会に、町長より別紙議案提出書のとおり報告４件、議案１４件、認定１０件

が提出され、受理いたしました。 
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   本定例会までに受理した請願・陳情は、陳情１件であります。 

   一般質問の通告は６議員で、お手許に配付の一般質問通告一覧表のとおりでありま

す。 

   例月出納検査の結果について監査委員から報告があり、その写しを配付しておりま

す。 

   以上、ご報告いたします。 

議長（東海林一樹君） 次に、一部事務組合関係について。 

   本席より、私から福島地方水道用水供給企業団議会について報告いたします。 

   令和元年８月２９日、福島地方水道用水供給企業団議会の定例会が開催されました。 

   福島市議会と国見町議会の改選選挙があり、新たに水企業団議員に選出されました

福島市議会から５名の議員と国見町議会から選出された１名の議員の議席の指定があ

り、その後、空席となっておりました議長選挙が実施され、福島市議会議長の梅津政

則議員が議長に当選いたしました。 

   提出された議案は２件であり、議案第５号、平成３０年度福島地方水道用水供給企

業団水道用水供給事業会計決算認定の件と議案第６号、水企業団監査委員選任の件で

あります。 

   議案第５号は原案どおり認定され、議案第６号は、国見町から選出の私、東海林一

樹が監査委員に選任されました。 

   なお、詳細は、お手許に配付いたしました資料をごらんいただきたいと思います。 

   以上で、諸般の報告を終わります。 

◇          ◇          ◇ 

◇陳情の付託 

議長（東海林一樹君） 日程第４、陳情の付託について。 

   本日までに受理した請願・陳情は、陳情１件であり、請願はありませんでした。 

   お手許に配付した陳情文書表のとおり、所管の常任委員会に付託いたしましたので、

ご報告いたします。 

◇          ◇          ◇ 

◇議案の上程（報告第７号～議案第６０号） 

議長（東海林一樹君） この際、日程第５、報告第７号から日程第３２、議案第６０号ま

での報告４件、議案１４件、認定１０件を一括上程いたします。 

   なお、この２８件については、本日提案理由の説明を受け、うち報告第７号から議

案第５９号までの１７件については、５日に議案説明、質疑、採決を行い、認定第

１号から議案第６０号までの平成３０年度各会計決算認定及び水道事業未処分利益剰

余金の処分につきましては、最終日の１２日に議案説明、質疑、採決を行いますので、

ご了承願います。 

   書記に議案提出書を朗読させます。朗読。 

（書記 議案提出書を朗読） 

◇          ◇          ◇ 
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◇町長提案理由の説明 

議長（東海林一樹君） 町長より提案理由の説明を求めます。町長。 

町長（太田久雄君） 本日、ここに令和元年第３回国見町議会定例会を招集いたしました

ところ、議員の皆様方には、ご壮健にてご出席をいただき、まことにありがとうござ

います。 

   さて、本定例会にご提案申し上げました各議案についてご説明をさせていただきた

いと思います。 

   本定例会には、平成３０年度一般会計及び各特別会計の歳入歳出決算認定の議案

１０件をはじめ、健全化判断比率の報告などの報告４件、条例制定などの一般議案

９件、一般会計及び各特別会計の補正予算の議案５件、計２８件の当面する緊急かつ

重要な案件をご提案申し上げさせていただいております。 

   それでは、議案の説明に先立ちまして、令和元年６月第２回議会定例会以降の町政

執行等の主なるものについて申し上げます。 

   はじめに、東日本大震災からの復興・再生についてでございます。 

   まず、仮置き場除去土壌等の輸送について申し上げます。 

   町内各所の仮置き場に保管されております除去土壌等につきましては、環境省にお

きまして中間貯蔵施設への輸送が行われておりまして、これまで町内１１カ所中５カ

所から中間貯蔵施設への輸送が完了し、現在、小坂方部１号からの輸送を行っている

ところでございます。 

   なお、昨年度輸送が完了しました藤田方部１号におきましては、原状回復工事に着

手をいたしたところでございます。 

   今後も、輸送が完了しました仮置き場の原状回復工事などについて順次着手をして

まいります。 

   次に、風評対策トップセールス、特産品ＰＲ事業について申し上げます。 

   今シーズンのＰＲ事業につきましては、モモの初出荷に合わせて７月７日に行いま

した道の駅国見あつかしの郷での無料配布を皮切りに、東京・日本橋ふくしま館、岩

手県平泉町、宮城県仙台市、岐阜県池田町、北海道ニセコ町、北海道庁、札幌市にお

いて、国見ジュニア応援団、モモ生産農家の青年後継者、ミスピーチらとともに、国

見町産のモモのＰＲを行ってまいりました。 

   また、道の駅国見と連携しまして、栃木県茂木町や北海道鹿追町の道の駅におきま

しても、国見町産のモモのトップセールス等を展開いたしたところでございます。 

   今後も、地域間交流の活性化を図りながら、町特産の米やリンゴ、あんぽ柿などの

出荷時期に合わせ、風評対策・特産品ＰＲ事業に積極的に取り組んでまいりたいと考

えでございます。 

   次に、令和元年度産米の全量全袋検査について申し上げます。 

   今年度におきましても、福島県産米の信頼性の回復と食の安全・安心の確保のため、

引き続き取り組みますとともに、今月２４日から検査に向けて準備を進めておるとこ

ろでございます。 
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   ２つ目は、安全安心なまちづくりについてでございます。 

   まず、国見町防災訓練について申し上げます。 

   今年度も９月８日に、小坂地区、藤田・山崎地区、石母田地区、森江野地区、大木

戸地区、大枝地区の各地区において、それぞれ安否確認、消火訓練などの各種訓練を

実施いたします。 

   日本各地で気象災害が頻発する中、防災訓練を通じまして住民の防災に対する意識

の高揚を図ってまいりたいと、このように考えております。 

   ３つ目でございますが、活力あるまちづくりについて申し上げます。 

   まず、まちづくり推進事業でございます。 

   まちづくり推進協議会の補助事業としまして、９月２３日に開催します義経まつり

では、メーンの義経公行列の義経役に若手俳優の奥野壮さんを起用しますとともに、

静御前役には県内外から数多くの応募をいただいておるところでございます。 

   また、道の駅国見あつかしの郷においても、昨年同様、義経、静御前、弁慶のステ

ージイベントの開催を予定し、商店街での藤田宿グルメ街道や文化センターでの観月

台わくドキ広場なども開催をすることといたしてございます。 

   次に、現在整備中であります藤田駅前倉庫について申し上げます。 

   改修工事はほぼ完了しまして、家守舎桃ノ音が１０月オープンに向けて現在準備を

進めているところでございます。 

   次に、地方創生推進事業について申し上げます。 

   本年度のシティプロモーションにつきましては、道の駅国見あつかしの郷をはじめ

とする国見町の町としての知名度アップを目的に、仙台圏をターゲットに取り組みを

進めてまいりました。 

   ７月２５日には、河北新報社本社、仙台中央郵便局、藤崎への表敬訪問とミスピー

チによるモモのＰＲ販売を、７月２７日には、アパホテル仙台駅北におきまして、ふ

くしま国見Ｄａｙを開催いたしました。国見町出身、国見町にゆかりのある方々、公

募での参加など約１３０名が出席しまして、国見産の食材を中心とした食や伝統芸能

を堪能していただき、国見町のＰＲを行ったところでございます。 

   翌２８日には、昨年に引き続きまして、藤崎デパート前の一番町モールにおいてモ

モのトップセールスを行い、約２,２００個の販売を行ったところでございます。 

   新聞を中心としたマスメディアの効果的なＰＲによりまして、国見のモモの良さを

十分にアピールし、国見町の知名度向上、アップが図られたものと考えてございます。 

   次に、国見ホイスコーレ事業について申し上げます。 

   昨年に引き続き、７月１２日から１０日間でございますけれども、デンマークなど

北欧の学生と日本の大学生１８名が貝田地区を中心に、主に建築を主体として学習す

るＪＡＳプログラムが開催されまして、町としましても実施団体と共同で協力を行っ

たところでございます。学生からは、民宿などの思い出深い体験を通して感じたまち

づくりへの提言などをいただいたところでございます。 

   ８月１７日には、国見カスタムラボのミニ企画、サマーフェスティバルを石母田地
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区の古民家で開催し、町内外からの参加者と交流連携を深めたところでございます。 

   また、６月と７月には、観月台文化センターや県北中学校におきまして、総合学習

の一環としてのプロジェクト学習をクラスごとに実施いたしましたところ、多くの中

学生が参加し、学びを深めたところでございます。 

   さらに、８月２３日には、東京都内で首都圏の若者やカスタムラボの参加者との交

流連携を目的に国見ホイスコーレ・オープンキャンパスを開催し、短期プログラム実

施に向けた誘導を図ったところでございます。 

   それぞれの事業には地域おこし協力隊員も参画をしまして、企画運営にかかわった

ところでございます。 

   今後も、若者世代の発想を十分生かしながら、各種地域づくり事業に取り組んでま

いりたいと、このように考えてございます。 

   次に、道の駅国見あつかしの郷の状況について申し上げます。 

   まちづくり会社では、本格的なモモの出荷に合わせまして、７月２０日からサマー

フェスタとしまして、モモの特設販売コーナーを設置したほか、ビアホールや花市を

開催いたしました。 

   町ではこれに合わせまして、仙台圏を対象にした周遊ツアーを実施したほか、道路

情報コーナーに観光案内ブースを設け、中尊寺蓮池などの案内をいたしました。 

   また、８月２２日には、ご承知のように、道の駅の来場者が４００万人に達したと

ころでございます。 

   ４つ目は、思いやりのあるまちづくりについてでございます。 

   まず、子育て支援事業について申し上げます。 

   屋内遊び場くにみももたん広場の利用者は、７月末までで延べ１８万９６７５人、

月平均約２,５００人と町内外の多くの皆様にご利用いただいておるところでござい

ます。 

   今後も、道の駅に設置しました木育広場つながる～むと屋内遊び場くにみももたん

広場との連携による子育て支援を継続してまいりたいと考えてございます。 

   次に、子育て中の親たちを支援する取り組みについて申し上げます。 

   １０月の子育て世代包括支援センターの立ち上げに向けた取り組みとしまして、子

育て中のママたちの思いや意見を伺うママカフェを継続して開催してございます。

７月３１日に行われましたママカフェには私も参加しまして、ママたちの声を直接聞

かせていただいたところでございます。 

   また、この事業に関連する職員の研修も並行して行っておりまして、子育て中の親

たちに寄り添った子育てしやすいまちづくりに努めてまいります。 

   次に、食育推進の取り組みについて申し上げます。 

   ６月の食育月間と町の食育推進計画をあわせた取り組みとしまして、食生活改善推

進員による街頭啓発活動と、くにみ幼稚園の年中・年長組の園児を対象に食育教室を

開催したところでございます。 

   今後も、時宜を得た食育推進に取り組んでまいりたいと考えてございます。 
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   次に、人権擁護の啓発の取り組みについて申し上げます。 

   国見小学校の児童が人権擁護の啓発の一環として育てました人権の花が町に贈呈さ

れ、庁舎正面にきれいに飾ってございます。心からの感謝とあわせまして、国見の子

どもたちには、花を育てることで豊かな心、優しさ、思いやり、慈しみを理解する人

権教育につながっていくものと期待をいたしておるところでございます。 

   次に、健康づくり事業について申し上げます。 

   まず、運動についての取り組みでございますけれども、町が主導して立ち上げまし

た通いの場は、町内１３カ所で自主的に継続されております。今年度は、この通いの

場の活動の中に健康づくりのためのいきいき百歳体操を新たに取り入れ、普及を図る

ことといたしました。 

   ７月２４日には、いきいき百歳体操体験会を開催いたしましたところ、１３の通い

の場のうち２カ所から継続して取り組みたいとの申し込みをいただいております。さ

らなる普及に努め、健康づくりと介護予防の取り組みを進めてまいります。 

   また、健康づくりのもう一つの柱でございます減塩についての取り組みでございま

す。 

   今年度、現状把握のために町の総合検診に尿中塩分測定を追加いたしましたところ、

厚生労働省が示しております１日の摂取量に比べまして、国見町は男性で１.５グラ

ム、女性で２.４グラム上回っているとのデータが示されたところでございます。 

   種々の事業を展開しながら、減塩の取り組みに着手をいたしたところでございます。 

   さらに、教育委員会でも、生活習慣病予防、健康リスクマネジメントなどについて、

公立藤田総合病院の協力を得まして、医学的な見地からの講義と実技を学ぶ健康クリ

ニック教室と食事とストレッチ教室を開始したところでございます。 

   最後に、国見町の継続的な維持発展について申し上げます。 

   まず、国土調査事業についてでございます。 

   国土調査につきましては、昭和６１年８月の事業開始以来、３２年にわたり事業を

進めてまいりましたが、昨年度に全ての認証を完了したことを受けまして、６月には

県の表彰、７月には全国の表彰を受賞いたしたところでございます。 

   次に、歴史を活かしたまちづくりについて申し上げます。 

   あつかし歴史館では、８月１０日に七夕まつりを大木戸歴史むらづくりの会と共催

で開催いたしました。各種の催しとともに、さまざまなワークショップを実施いたし

たところでございます。 

   次に、くにみ農業ビジネス訓練所について申し上げます。 

   今年度の研修事業は、研修計画に基づく長期・短期の研修、体験研修とも順調に開

催をいたしておるところでございます。 

   また、園芸作物の振興に向けた野菜の多品目栽培につきましても、栽培計画に基づ

き、ハウスや露地圃場において進めておりまして、現在はミニトマト、ナス、パプリ

カ、タマネギなどを収穫しているところでございます。 

   次に、交流連携推進事業について申し上げます。 
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   福島大学との集落活性化事業では、昨年に引き続き内谷地区において、地域の伝統

工芸でございますしめ縄づくりのために植えた稲の刈り取りを大学生と地域の皆さん

が一緒に行ったほか、大学生は小坂地区の盆踊りにも参加をしまして、地域の皆さん

との交流を図ったところでございます。 

   次に、福島大学農学群食農学類との連携協定について申し上げます。 

   町の基幹産業であります農業の振興、活性化に向けては、今年４月に開設されまし

た福島大学農学群食農学類との連携協力関係の構築は欠かせないものと考えまして、

８月２１日に協定を締結いたしたところでございます。 

   今後は、この協定に基づきまして、くにみ農業ビジネス訓練所の事業展開なども含

め、積極的に連携を図ってまいりたいと考えてございます。 

   次に、個人県民税優良市町村に対する県知事感謝状について申し上げます。 

   ８月６日に、国見町に対しまして、本年度の知事感謝状が贈呈されたところでござ

います。国見町は震災の年を除きまして１３期連続での受賞でございまして、引き続

き収納率の向上を図ってまいりたいと考えてございます。 

   次に、マイナンバー制度について申し上げます。 

   個人番号カードの交付状況につきましては、８月１４日現在の地方公共団体情報シ

ステム機構から町に送付されたカード数は１,１９３枚、町から本人へ交付されたカ

ード数は１,１１５枚で、交付率１２.３２％となったところでございます。 

   次に、学校教育について申し上げます。 

   ３月から工事を進めてまいりました国見小・県北中特別教室空調設備設置工事でご

ざいますが、６月３０日に竣工しまして、夏季の授業に活用いたしてございます。 

   次に、中学校の部活動について申し上げます。 

   バスケットボール、ソフトテニス、卓球、柔道などが中体連県大会へ出場するとと

もに、男子バスケットボール部におきましては県大会で優勝しまして、東北大会へ駒

を進めるなど、活躍を見せたところでございます。 

   次に、国見ジュニア応援団について申し上げます。 

   ７月には平泉町を訪問しまして、８月には岐阜県池田町のジュニアリーダーズクラ

ブが来町しまして、それぞれ交流を深めたところでございます。 

   今後は、義経まつりには平泉町の子どもたちが義経公行列に参加します。また、池

田町のみの池田ふるさと祭には国見ジュニア応援団が参加することとしておりまして、

縦横の交流と情報発信を図ることといたしてございます。 

   次に、地域学校協働本部事業について申し上げます。 

   夏休みの期間中は、小学校低学年対象の特別活動、高学年対象の野外活動、中学

３年生を対象といたしました受験対策講座など、幅広い事業を展開いたしたところで

ございます。 

   次に、スポーツ事業について申し上げます。 

   開催まで１年を切りました東京２０２０オリンピック・パラリンピックに向けた機

運醸成とスポーツ振興を図るため、ニュースポーツを体験するスポーツサークル事業
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を展開しますとともに、８月３１日にはオリンピック国見町応援団会議を開催し、今

年度予定しておる関連事業の説明を行ったところでございます。 

   また、９月１５日にはロンドンオリンピックの卓球競技で日本初のメダルを獲得し

ました平野早矢香さんの講演会と卓球教室を予定いたしてございます。 

   次に、文化事業について申し上げます。 

   ７月６日に国見町応援大使の沢木順さんのコンサートを共催したほか、キッズシア

ター、ベーゼンドルファーの試弾会、ＮＨＫ公開収録「上方演芸会」などを開催いた

したところでございます。 

   さらに、９月１日には、観月台文化センターの開館２５周年を記念し、観月台クラ

シック・フェスティバルとしまして、音楽と農業の２つの文化を融合しました新しい

音楽祭をスタートいたしたところでございます。 

   あわせまして、商工会の夕暮れマルシェと来場者を結ぶ取り組みも今後進めてまい

りたいと考えてございます。 

   最後に、町長と対話の日などについて申し上げます。 

   例年開催をいたしております町民相談室主催の町民の皆様との懇談会につきまして

は、青年農業者、青年商工業者、子育て世代などの各層ごとに開催いたしますととも

に、８月２４日にはくにみの日プレ事業としまして町長と対話の日を開催し、町民の

方々との意見交換を行ったところでございます。 

   それでは、本定例会にご提案申し上げました各議案等について、その概要を申し上

げます。 

   報告第７号「健全化判断比率の報告について」から報告第１０号「専決処分の報告

について」までの４件につきましては、地方公共団体の財政の健全化に関する法律及

び地方自治法の規定に基づき、議会へ報告をするものでございます。 

   議案第４７号「国見町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例」につき

ましては、地方公務員法及び地方自治法の一部改正に伴いまして、新たに条例を制定

するものでございます。 

   議案第４８号「国見町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例」か

ら議案第５５号「国見町水道料金増徴条例の一部を改正する条例」までの８件につき

ましては、法令等の一部改正に伴い、町条例の所要の改正を行うものでございます。 

   議案第５６号「令和元年度国見町一般会計補正予算（第２号）」につきましては、

既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億９７４８万９０００円を追加し、

予算の総額を歳入歳出それぞれ５９億８３５２万８０００円とするものでございます。 

   歳出補正の主なものにつきましては、仮置き場の除去土壌等の搬出業務、人件費、

ふくしま森林再生事業、施設修繕など緊急を要する事業が発生したことなどによるも

のでございます。 

   議案第５７号「令和元年度国見町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）」か

ら議案第５９号「令和元年度国見町介護保険特別会計補正予算（第１号）」までの各

会計につきましては、それぞれ所要の予算を計上するものでございまして、運営協議
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会等を設置しているものにつきましては、それぞれご説明、ご同意をいただいており

ますことをご報告申し上げます。 

   次に、各会計の決算認定についてでございます。 

   まず、認定第１号「平成３０年度国見町一般会計歳入歳出決算認定について」申し

上げます。 

   歳入決算額につきましては５６億５８７０万７０００円、それから歳出決算額につ

きましては５１億５６６４万２０００円となりまして、形式収支から繰越財源を除き

ました実質収支額につきましては４億７１５０万２０００円の黒字となったところで

ございます。 

   平成３０年度決算につきましては、除染事業費や農業ビジネス訓練所整備費等の減

少に伴いまして、平成２９年度の決算規模に比して２３％程度減少いたしてございま

す。しかし、国・県の補助金や震災復興特別交付金を効果的に活用することで、一般

財源の支出圧縮に努め、引き続き黒字決算となったところでございます。 

   次に、認定第２号「平成３０年度国見町大木戸財産区特別会計歳入歳出決算認定に

ついて」から認定第９号「平成３０年度国見町渇水対策施設特別会計歳入歳出決算認

定について」までの８件につきましても、いずれも黒字決算でございまして、それぞ

れ管理会や運営協議会などでのご同意をいただいているところでございます。 

   次に、認定第１０号「平成３０年度国見町水道事業会計決算認定について」及び議

案第６０号「平成３０年度国見町水道事業未処分利益剰余金の処分について」を申し

上げます。 

   水道事業の運営につきましては、生活用水の安定供給を図りながら、経費節減や合

理化など一層の経営健全化に努めた結果、当年度の未処分利益剰余金につきましては

１１０４万７０００円となったところでございます。このうち、減債基金積立金に

１０００万円を積み立て、翌年度への繰越利益剰余金を１０４万７０００円とするも

のでございます。 

   なお、この内容につきましては、水道事業経営審議会のご同意をいただいておると

ころでございます。 

   以上、本定例会に提出いたしました各議案につきまして、一括して提案理由の趣旨

を申し上げましたけれども、各議案の内容、計数などにつきましては、審議に先立ち

まして、関係課長からそれぞれ説明いたさせますので、慎重審議の上、速やかなるご

議決を賜りますようお願い申し上げ、提案理由の説明とさせていただきます。 

   なお、任期満了に伴う教育委員会委員及び人権擁護委員に関する人事案件につきま

して追加提案を予定しておりますので、ご報告を申し上げます。 

   以上、よろしくお願いを申し上げます。 

◇          ◇          ◇ 

◇協議会関係の報告 

議長（東海林一樹君） 続いて、協議会関係について担当課長の説明を求めます。 

   伊達市桑折町国見町火葬場協議会について、環境防災課長。 
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環境防災課長（村上幸平君） それでは、私から、伊達市桑折町国見町火葬場協議会につ

いてご報告いたします。 

   去る８月２２日、桑折町役場におきまして令和元年第２回伊達市桑折町国見町火葬

場協議会が開催されたところでございます。 

   提出されました案件は１件でございます。 

   認定第１号、平成３０年度伊達市桑折町国見町火葬場協議会会計歳入歳出決算認定

についてでございます。 

   歳入決算額につきましては２１６３万７５７５円、歳出決算額につきましては

１５５１万８０３７円でございまして、歳入歳出差し引き残金６１１万９５３８円に

つきましては翌年度へ繰り越しとなったものでございます。 

   歳入の主なものとしまして、分担金及び負担金の１５９１万３０００円でございま

して、うち国見町分としましては４７５万８０００円でございまして、負担率につき

ましては２９.９％でございました。 

   歳出の主なものにつきましては、火葬場施設費におけます需用費の５０４万

４４９６円と委託料の９８６万６８２円でございました。 

   なお、国見町の火葬場利用状況につきましては、平成２９年度と比較しまして

３０件減の１２０件でございました。 

   以上、決算書につきましては、原案のとおり認定されたところでございます。 

   なお、詳細につきましては、配付されております写しをごらんいただきたいと存じ

ます。 

   以上、伊達市桑折町国見町火葬場協議会の報告といたします。 

議長（東海林一樹君） 以上で、町長提案理由の説明、協議会関係の報告は終わりました。 

◇          ◇          ◇ 

◇代表監査委員の報告 

議長（東海林一樹君） 次に、平成３０年度各会計決算審査及び健全化判断比率、資金不

足比率の審査の結果について、佐藤徳正代表監査委員より報告を求めます。代表監査

委員。 

代表監査委員（佐藤徳正君） 決算審査について報告いたします。 

   平成３０年度の各会計決算審査及び地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基

づく健全化判断比率、資金不足比率について審査を行いましたので、その結果につい

てご報告を申し上げます。 

   審査に付されました平成３０年度一般会計並びに特別会計の決算、健全化判断比率

並びに資金不足比率につきまして、８月９日から８月２３日までの期間の中で審査を

いたしました。 

   まず、決算審査手続につきましては、各会計決算書、歳入歳出決算事項報告書、実

質収支に関する調書など、それぞれ関係法令に準拠して作成されているか、さらに財

政運営が適正であったかどうかを主眼として審査を行いました。 

   その結果、総括的には一般会計をはじめ、各会計とも黒字を維持しており、計画的
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な財政執行により、収支の均衡と健全な財政運営が行われているものと認められまし

た。 

   次に、健全化判断比率、資金不足比率の審査につきましては、提出された健全化判

断比率の算定とその基礎となる事項を記載した書類が適正に作成されているかどうか

を主眼として実施いたしました。 

   その結果、いずれも適正に行われているものと認められました。 

   健全化判断比率では、実質赤字比率、連結実質赤字比率はともに、実質収支は赤字

でないので、この比率は発生いたしません。 

   実質公債費比率は６.７％であり、早期健全化基準である２５％を下回っているの

で、良好と言えます。 

   将来負担比率は６０.６％で、基準の３５０％を下回っているので、良好な状態で

あります。 

   公営企業の経営状況を示す資金不足比率については、水道事業会計、公共下水道事

業特別会計、土地開発事業特別会計のいずれも資金不足がないため、この比率は発生

いたしません。 

   詳細につきましては、議員の皆様のお手許に配付しております意見書をごらんいた

だきたいと存じます。 

   簡単ではありますが、決算審査及び健全化判断比率並びに資金不足比率についての

審査報告といたします。 

◇          ◇          ◇ 

◇散会の宣告 

議長（東海林一樹君） 以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

   １１時より委員会室において、報告、条例、補正予算の議案調査会を行います。 

   その後、総務文教常任委員会を委員会室で、産業建設常任委員会を中会議室北側で

開催いたします。 

   あす４日は午前１０時より本会議を開きます。 

   これで本日の会議を閉じます。 

   ご苦労さまでした。 

（午前１０時４５分） 



 
 
 

第  ２  日 
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 ・出席議員（１０名） 

   １番 小 林 聖 治 君   ２番 佐 藤   孝 君   ３番 松 浦 和 子 君 
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  １３番 （ 欠 員 ）  １４番 東 海 林 一 樹 君 

 ・欠席議員（なし） 

 ・遅参及び早退議員（なし） 

 ・地方自治法第１２１条の規定により説明のため会議に出席した者の職氏名 
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書 記 実 沢 隆 之 君 書 記 中 條 伸 喜 君 
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◇開議の宣告 

議長（東海林一樹君） おはようございます。暑い方は上着を脱いで臨まれても結構です。 

   ただいまの出席議員は全員であります。定足数に達しておりますので、直ちに本日

の会議を開きます。 

（午前１０時００分） 

◇          ◇          ◇ 

議長（東海林一樹君） 本日の議事日程は、あらかじめお手許に配付したとおりでありま

す。 

◇          ◇          ◇ 

◇諸般の報告 

議長（東海林一樹君） 日程に入るに先立ち諸般の報告を行います。 

   代表監査委員より本日の会議を欠席する旨届け出がありましたのでご報告いたしま

す。 

◇          ◇          ◇ 

◇一般質問 

議長（東海林一樹君） 日程第１、一般質問を行います。 

   通告順に発言を許します。質問及び答弁は簡潔かつ要領良く発言願います。 

   なお、この際申し上げます。 

   各議員の発言は、答弁も含めて６０分までは認めることといたします。 

   それでは、最初に、７番渡辺勝弘君。 

（７番渡辺勝弘君 登壇） 

７番（渡辺勝弘君） 令和元年第３回国見町議会定例会にあたり、さきに通告しておりま

した質問をさせていただきます。 

   内容は、当町における将来の財政状況と今後の方向性についてであります。 

   平成２３年度より一般会計における町債の残高は、５１億３９２９万円から平成

２９年度においては６５億６３９万円と約１２億円ほど増加になっております。下水

道特別会計の町債は、１８億３６６２万円より１５億９７８５万円に計画的に減少し

ていると考えられますが、東日本大震災から８年が経過しているにもかかわらず、一

般会計の町債残高が計画的に進んでいないと思われますが、その要因はどこにあるの

かお伺いいたします。 

議長（東海林一樹君） 総務課長。 

総務課長（引地 真君） ７番渡辺勝弘議員のご質問にお答えいたします。 

   東日本大震災と原発事故からの復旧・復興事業として、平成２５年度から平成

２６年度に役場庁舎建設事業８億５１９０万円、平成２６年度から平成２８年度に道

の駅整備事業１５億８２６０万円の町債を発行したことによりまして、町債残高が平

成２３年度末の５１億３９２９万円から平成２８年度末には６６億８７０７万円に増

加しております。これは未曾有の災害からの復旧・復興を加速するためには必要不可

欠のことであったとご理解いただきたいと思います。 
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   しかし、その後におきましては、町債発行の抑制、また、町債の繰り上げ償還を行

ったことによりまして、町債残高は、平成２９年度末で６５億６３９万円、平成

３０年度末で６２億４１９７万円と徐々に減少をしているところでございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 渡辺勝弘君。 

７番（渡辺勝弘君） 町債が増加することは、すなわち財政を圧迫していることにほかな

らないと考えますが、その点についてはどうでしょうか。お伺いします。 

議長（東海林一樹君） 総務課長。 

総務課長（引地 真君） お答えいたします。 

   議員お質しのとおり、町債残高が増加することは財政に関する各指数が悪化するこ

とになりまして、健全化にはある意味逆行するというものでございます。しかしなが

ら、当町では、町債発行時に普通交付税で後年度に財政措置される有利な起債をでき

る限り選択するなど、財政の健全化に最大限努めているところでございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） ７番渡辺勝弘君。 

７番（渡辺勝弘君） では、計画どおりに進んでいるとなれば、その経過はどのようにな

っているのか、再度お伺いいたします。 

議長（東海林一樹君） 総務課長。 

総務課長（引地 真君） お答えいたします。 

   発行しました町債の元金償還につきましては、計画どおりに行っております。町債

を発行する際には、当然、償還計画を策定しなければなりませんので、それに基づい

て計画どおりに償還しているところでございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 渡辺勝弘君。 

７番（渡辺勝弘君） 計画どおりに進んでいるとなれば、やはり私ども含めて、町民も含

めて、皆さんが心配していることと思いますので、こういうことに関しては随時、町

民に対してお知らせをしていただければ幸いかなと思っております。 

議長（東海林一樹君） 町長。 

町長（太田久雄君） 私からも若干、今の起債の関係とか償還の関係、若干補足して私か

らもご答弁をさせていただきたいと思います。 

   まず、渡辺議員ご指摘のように、町債残高が若干増えつつあるという状況ですね。

これはご指摘のとおりでございます。これについては大半は課長答弁のように役場庁

舎、それから道の駅の整備等々ということがあって、現在の残高となっておるところ

でございます。 

   ご案内のように役場庁舎は全壊しまして、それについては、復旧・復興事業で役場

庁舎の整備を行いました。さらに、道の駅につきましても、復興のシンボルとしての

整備であったということでございます。 

   したがいまして、いろいろと国・県と調整をしまして、先ほど課長も答弁しました
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ように、使い勝手のいい、いわゆる起債の対応ということで、制度的にこれまでにな

い非常にリカバリーの高い起債、そういったものを実際設置をしたという状況になっ

てございます。 

   既に平成２９年９月、佐藤定男議員も同様の質問をされまして、その際にも私がご

答弁申し上げておりますように、確かに全体的に起債は増えていますけれども、年度

的に見ますと、いわゆる償還財源での一般財源の持ち出しはむしろ少なくなっていま

す。むしろ健全化が図られております。起債は多いけれども、平準化を図りながら、

現在償還に充てておるという状況に実はなっております。これは十分精査しましてこ

れまでやっておりますので、後年度負担については平準化が図られておるという状況

にあることを改めて私から申し上げてご理解いただきたいと、このように思っており

ます。 

   今後についても当然黒字が出れば繰り上げ償還２分の１、必ずこれまでやっており

ます。その財源も繰り上げ償還も当然やっておりますし、計画的な償還にも努めてお

ります。さらに、今後いろいろと新たな要素が出てくるかもしれませんけれども、た

だ今の流れの中では、計画どおり償還できる見通しというものがついておるなと、こ

のように思っております。しっかり償還をすると。そして、将来的に国見町を町とし

て維持するには、やはりその借金が膨大になり、それで苦しんではだめなわけでござ

いますから、そうならないようにしっかりと組んでございますので、今後も、町の健

全運営にしっかりと努めてまいりたいと、このように考えておるところでございます。 

   私からの補足答弁させていただきました。 

議長（東海林一樹君） 渡辺勝弘君。 

７番（渡辺勝弘君） ただいま町長からの答弁をいただきました。計画的に進むと思って

おります。その上で次の質問に移ります。 

   さまざまな事業、今までに道の駅あるいは庁舎をつくるために、いろいろな町債を

利用して進めていくことはやむを得ないと考えております。今後はそのような町債を

どのように減らしていくか。再度お聞きいたします。 

議長（東海林一樹君） 総務課長。 

総務課長（引地 真君） お答えいたします。 

   地方財政法第７条第１項の規定に基づいて繰り上げ償還を引き続き行い、町債の残

高を減じてまいりたいと考えているところでございます。しかし、町民の福祉向上の

ためにどうしても必要な事業が発生し、有効な補助金や交付金を活用してもなお財源

を賄い切れない、そういった場合には、必要最低額で、かつ有利な財政措置のある町

債の発行もあり得るものと考えているところでございます。 

   いずれにいたしましても、町政の主役である町民福祉の向上、これを主体に柔軟な

判断をしてまいりたいと考えているところでございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 渡辺勝弘君。 

７番（渡辺勝弘君） 町債は公共事業を進めるために多額の資金源が必要となるため、税
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金を納める世代とつくったものを使う世代が違うという構成ができてきます。だから

こそ借金返済に毎年納められる税金を使うようにすることが大切であります。その点

についてお伺いいたします。 

議長（東海林一樹君） 総務課長。 

総務課長（引地 真君） お答えいたします。 

   町民の皆様に納めていただく町税につきましては一般財源になりますので、歳出に

おける町債の元金返済の財源にも一部充てております。また、公共事業に限らず、行

政の本分は現在と将来にわたる町民福祉の向上であります。現在、町債として存在す

るもの全てが、その本分に沿って議会の承認をいただきながら取り組んでいるもので

もございます。将来に向けた投資的な意味も大きいものと考えるところでございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 渡辺勝弘君。 

７番（渡辺勝弘君） では、次の質問に移ります。 

   年間を通じてさまざまなイベントを行うために国・県から復興予算が使われており

ますが、いつまでも続くとは考えられません。補助がついている間は良いですが、今

からでもその予算がなくなることを予想して事業を考えるべきと思いますが、その点

についてお伺いします。 

議長（東海林一樹君） 総務課長。 

総務課長（引地 真君） お答えいたします。 

   現在実施しております元気活力事業につきましては、議員お質しのとおり、主に復

興予算を活用しておりますが、復興予算が確保されている復興創生期間が令和２年度

で終了いたします。令和３年度以降における具体的な復興予算につきましては、現時

点においていまだ示されておりません。 

   よって、今後、国の動向を十分に注視ながら、事業の見直し、継続、統廃合等につ

いて十分に精査をしてまいりたいと考えているところでございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 渡辺勝弘君。 

７番（渡辺勝弘君） 今、総務課長が言われたように、今後のことは注視しながら見てい

くということですけれども、予算が切れてしまえば全てやめてしまう。確かにお金が

なければやりたくてもできないという結論を出すのは、まだ早いかなと思っておりま

す。町を維持発展させ、未来につなげるための地盤づくりであるとして取り組んでい

ます。そのためにも、今までも取り組んできた事業を再度検証して、本当に必要なも

のを規模を小さくしてでも予算内で事業を行うことが必要だと考えますが、その点に

ついてはどうでしょうか。 

議長（東海林一樹君） 総務課長。 

総務課長（引地 真君） お答えいたします。 

   町ではこれまで国見町の未来に向けた維持発展、さらなる町民福祉の向上を具現化

すべく、さまざまな事業を展開してまいりました。そのためには、実行するための財
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源が必要でございました。今後、人口減少等により、町の財政規模は縮小していくも

のと想定されます。町の財政規模が縮小すれば、おのずと財源も減少するということ

になります。 

   各種事業の存続等については、現在行っております国見町これからの自治体サービ

スと組織等検討委員会での議論と併せ、今後の財源見通し、関係団体との調整などを

踏まえながら、町民福祉の向上と国見町の維持発展の基盤づくりを主眼に、慎重かつ

丁寧に対応してまいりたいと考えているところでございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 渡辺勝弘君。 

７番（渡辺勝弘君） やめてしまうのは簡単だと思います。いかに持続していくことが困

難だと思っております。そのためにも判断をよろしくお願い申し上げます。 

   次に、今後、復興予算がなくなり、人口減少が進むにつれて、自主財源の今後の確

保がますます難しくなると思います。当町における新たな自主財源についてどのよう

に考えているのか、その点についてお伺いいたします。 

議長（東海林一樹君） 総務課長。 

総務課長（引地 真君） お答えいたします。 

   自主財源で最も高い比率を占めておりますのは、個人町民税などの町税でございま

す。しかしながら、この町税につきましても、人口が減少しますと収納額も減少する

こととなります。これは先ほど答弁したとおりでございます。町の財政運営について

は、特にその町税に関しては大きな影響を及ぼすことは想像に難くないことでござい

ます。また、町税の税率アップ、あるいは新たな町税の創設も現実的ではないと思っ

ております。 

   よって、減少する町税にかわる自主財源としましては、ふるさと納税による寄附金

が考えられると思っております。総務省の基準に基づきながら、交流人口、関係人口

を有効に活用しつつ、国見町の魅力である農産物等を全国に発信し、自主財源として

のふるさと納税の確保に努めてまいりたいと考えているところでございます。 

   また、依存財源にはなりますが、国・県の有利な補助金を活用するなど、これまで

にない、それ以上の財源確保にも引き続き努めてまいりたいと考えているところでご

ざいます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 渡辺勝弘君。 

７番（渡辺勝弘君） 桑折町のように、企業誘致というか、企業が大分入っているのとは

違いまして、自主財源に余裕があるわけでもありません。かといって今、総務課長が

言われたように各種の税金を上げるということになれば、当然、町外に人口が流出し

かねない結果になると思います。 

   限られた財源を有効に活用する。そのためにも中期的な収支の見直しに基づく財政

配分型の予算編成の改善、維持することが大切だと思いますが、その点についてはど

のようにお考えかお伺いいたします。 
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議長（東海林一樹君） 総務課長。 

総務課長（引地 真君） お答えいたします。 

   限られた財源をいかに有効に活用し、町を維持発展させるかにつきましては、永遠

の課題であると思っております。より良い予算の配分あるいは編成につきましては、

十分に精査、検討してまいりたいと考えているところでございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 渡辺勝弘君。 

７番（渡辺勝弘君） どこの市町村も３割自治からの脱却を目指しております。当然、国

見町もそれに入っております。復興事業をあわせ、元気活力事業を展開している町全

体の活力をどのように使うかによって税収につながると町長は前に言っておりました。

具体的にその成果があらわれてきたのか、その点についてお尋ねしたいと思います。 

議長（東海林一樹君） 総務課長。 

総務課長（引地 真君） お答えいたします。 

   東日本大震災、そして原発事故による放射能汚染などにより光を失いかけていた国

見町を元気にしたいとの思いで、これまで復興・絆・元気活力事業に取り組んでまい

りました。 

   併せて、除染をはじめとする生活基盤の復旧・復興、町の基幹産業である農業を中

心とした産業の再生・振興にも注力をした結果、国見町の自主財源である町税は、平

成２３年度に比して９,０００万円ほどの増となっております。このうち町民一人一

人の所得額と密接に関連する町民税は、７,０００万円の増となっております。 

   義経まつりのグレードアップ、平成２９年５月の長年の悲願でありました道の駅国

見あつかしの郷のグランドオープンなど、国見町への入れ込み客数は年々増加の傾向

にございます。震災と原発事故後の私たちの一歩は、歩幅は小さいものの、確実に現

在に結実をし、成果があらわれているものと認識をしているところでございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 渡辺勝弘君。 

７番（渡辺勝弘君） 総務課長の話からいうと、成果が一遍にあらわれるということはま

だまだ時間がかかると思われますが、さらなる努力も必要だと考えております。 

   では、最後の質問に移ります。 

   財源が厳しい町政を行うには、何かを中止、削減せざるを得ないと思います。今後

はどのような政策にウエートを置いた町政執行を考えているのか、その点についてお

尋ねいたします。 

議長（東海林一樹君） 町長。 

町長（太田久雄君） それでは、私のほうからお答えを申し上げさせていただきたいと思

います。 

   今後の町政執行に対するお質しということでございます。 

   ご案内のように東日本大震災、原発事故が発生しまして約８年半近く経過をいたし

ます。私が町長に就任しましたのが平成２４年１１月ですか、就任をいたしまして、
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その後、「復興・絆・交流連携国見の未来をみんなでつくる」ということを念頭にし

ながら、除染の実施、県北浄化センターの汚泥の問題、それから役場庁舎の再建、さ

らには道の駅の整備等々、さまざまな事業を実施しました。私はどちらかというと、

原発事故、そういった関連の復興を進めると同時に、少しでも町民の皆様方に元気、

いわゆる心の元気をお互いに共有しながら前に進んでいきたい、そういう思いが強く

ございましたので、復興と同時に元気活力事業等々を進めてまいりました。 

   議員の皆様方も今、国見町に住んでいらっしゃいますので、そのほかの町との比較

もされながらご覧になっているかなと思いますけれども、全体として、いわゆる光・

元気とか夢・希望が少しずつ、あらわれてきたとこんな思いも私自身も強くしており

ますし、皆さんも強くそれは感じていらっしゃるのかなと、思っております。これも

本当に町民はじめ、国・県、皆様方のさまざまなご支援をいただいて、今の国見町が

あるとこんな思いをつくづく感じております。改めて関係の皆様方に心から感謝を申

し上げさせていただきたいなと、このように思うところでございます。 

   ただやはり、私は大震災の復旧・復興、まだまだの部分もあるかなと思っておりま

す。今後道は長い部分がある、そういった状況も当然ございます。除染がまだ全て、

除染の仮置き場の問題も終了していません。それから、風評被害の問題もまだ課題が

ございます。健康管理の問題もございます。あるいは、全量全袋検査、などさまざま

な課題があるとこのように実は思っております。徐々にではありますけれども、震災

の前に戻る、まさに前の国見町に戻る、そういったことを十分意識をしながら、やは

り原点回帰に向けたソフトランディングできるような政策転換ですね。今、議員お質

しの政策にウエートを置きながら、政策転換を図りながら前に進めていくということ、

ここが私は非常に重要な課題になるのかなと思っております。 

   当然いろいろと震災復旧・復興の取り組み、それは当然ベースとしてございます。

と同時に、いろいろとその他の事業も展開しなければならないということもございま

す。少子高齢化社会の中で、当然に健康づくりとか子育て支援問題、農業の振興、商

工業の振興もございます。あるいは歴史まちづくり計画もございます。そういった対

応、これをしっかり担保していく、と同時に、やはり交流連携を国見町進めていかな

ければ、これはなかなか太刀打ちできなくなると思います。今、人口９,０００人ち

ょっとでございますので、国見町のみでは大変な状況にこれからなっていきます。さ

まざまな部署との交流連携をしっかり進めていくという、そういったことも併せて対

応していくことが必要なのかなと、このように思っております。 

   そういったことで、復興から今申し上げましたようなこと、いろいろな町内外向け

の事情がございます。そういったものにしっかりシフトをしながら、まさに原点回帰

の国見町をどうつくるかということも今から十分意識をしてやっていくというあたり

が、今後の町政運営への重要な課題、ポイントになるのかなと私自身思っております

ので、その辺に光を当てるべく、今後鋭意に対応していきたい、このように思ってお

ります。 

   そして、よく私も言っておりますけれども、「ずっと好きです国見町」「住んでよ
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かった国見町」、こういった国見町になって、そして目標は、私は国見町を町として

維持したい。これが目標です。できるだけ頑張って町として維持したい。そういうこ

とを未来に向けてしっかりと今後ともやっていきたいなと、このように考えていると

ころでございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 渡辺勝弘君。 

７番（渡辺勝弘君） 町長から力強いお言葉を含めて、今までやってきたこと、町民の皆

さんはその辺は十二分に理解して進んでいると思います。その上で歴史を誇る町、高

齢者に優しい町、子育てしやすい町と、誇れる町のところがたくさんあります。町長

も言われたように、住んでよかった国見町ということは間違いないと思います。 

   しかし、いずれ思い切った政策が必要なときが絶対来ると考えております。そのた

めにも、将来に向けてのまちづくりについて、再度お尋ねしたいと思います。 

議長（東海林一樹君） 町長。 

町長（太田久雄君） 再質問にお答えを申し上げたいと思います。 

   基本的には先ほど申し上げたことに収れんされるわけでございますけれども、私は

整理しますと、大きく２つあるんだろうと思っています。 

   １つは、しっかりとこの町を固めていく。町の町民の皆様方としっかりと町を固め

ていく。というのは、少子高齢化社会ございます。健康づくりもあります。子育て支

援もあります。そして、国見町のくにみ農業ビジネス訓練所もできました。そういっ

た農業振興をしっかりやっていく。そして当然、商店街の振興もしっかりやっていく。

さらには歴史まちづくり計画、いろいろ今やっております。そういった各種事業をや

っておりますので、町民と十分、連携しながら、町の中をしっかり固める。いわゆる

基盤を作る。先ほど申し上げましたように、先に向けた流れができるような形での基

盤をしっかり作る。つまり、国見町の中をしっかり固めていくということが一つある

と思っております。 

   それから、もう一つは、やっぱり外に向けたチャレンジです。国見町は本当に小さ

い町ですよね。ですから、町のみでは本当に大変な状況になります。今、国のほうで

も試行錯誤されていますので、それに乗らないようにしっかりやらなくてはならない

けれども、とにかく外にチャレンジをするべきだと思っています。私が言っているの

は交流連携ですよね。いろいろなところと交流連携をして行く。国・県、欠かせませ

ん。首都圏、欠かせません。仙台圏、欠かせなくなってきました。そういったところ

としっかりとコラボ連携しながら前に進めていくということ、そのことが私は非常に

大切なのかなと、このように思っております。 

   冨永町長、佐藤町長、私３代１５年の悲願の道の駅ができました。これも本当に議

員の皆さんのご支援のたまものでございます。４００万人の来場者が入りました。県

の観光施設で第４番目でございます。日経新聞に日経クロストレンドという欄がある

んですけれども、インターネット開くと見ることができますがそこで全国自治体

１,７００近くありますが、その中で観光客の増加率が全国ナンバーワンという評価
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がなされております。そういった状況に道の駅はなりつつあります。ぜひ前に進めて

まいりたい、このように考えております。 

   このようにしっかり中を固め、いかに外にチャレンジするかと、両面でやることに

よって国見町の未来に向けた維持発展をしっかりやっていくというあたりが、私は重

要なポイントになるかなと、このように思っておりますので、そのようなことを意識

をしながら今後、町政運営を行ってまいりたいと考えております。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 渡辺勝弘君。 

７番（渡辺勝弘君） 町長から力強い言葉、あるいは道の駅の全国ナンバーワンというこ

とで、やはり地元に住んでいながらも、この施設がすばらしいものだということがま

だわかっていない方もいらっしゃると思います。この施設を十分に生かしながら、こ

の町が維持発展していけるようにならなければなりません。 

   急ぎではないけれども、近隣市町村や関係団体などとの交流連携をしながら、常に

目配りをしながら推し進めることが先決です。町長も言っておりましたが、私もそう

だと思っております。私たち議員も含め一致団結をして、国見町を町として今後も将

来に続けていくことを願いまして、町執行についてよろしくお願いを申し上げて、私

からの質問を終わらせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 次に、６番佐藤定男君。 

（６番佐藤定男君 登壇） 

６番（佐藤定男君） さきに通告いたしました内容について一般質問をいたします。 

   まず、全国学力テストの結果についてお伺いいたします。 

   ことし４月に今年度の全国学力テストが実施されております。この学力テストの対

象学年とテストの科目をお伺いいたします。 

議長（東海林一樹君） 教育次長。 

教育次長（澁谷康弘君） ６番佐藤定男議員のご質問にお答えをいたします。 

   今年度の全国学力・学習状況調査につきましては、義務教育の機会均等とその水準

の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学習状況を把握分析をし、その改

善を図ることを目的に、文部科学省により４月１８日に全国一斉に行われたところで

ございます。 

   実施学年につきましては、小学校は６年生、中学校は３年生でございまして、実施

科目は、小学校におきましては国語、算数の２教科、中学校におきましては国語、数

学、英語の３教科で行われたものでございます。 

   また、今年度は、中学校においては初めて英語が調査の中に取り入れられていると

いう特徴がございます。またさらに、前年度は分かれておりました各教科の知識力を

問う問題、さらには知識活用力を問う問題が今年度は一体的に問われる問題とされて

いるところでございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 佐藤定男君。 
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６番（佐藤定男君） それでは、その全国学力テストの結果で国見小学校及び県北中学校

のテストの結果をお伺いしたいと思います。各科目ごとの正答率と県の平均及び全国

平均の数字もあわせてお願いいたします。 

議長（東海林一樹君） 教育次長。 

教育次長（澁谷康弘君） お答えいたします。 

   今回の学力状況調査の結果の公表につきましては、国見町の場合、小中学校各１校

という実態がございますので、素点そのものの公表については差し控えるところでご

ざいます。全国や県平均との比較や領域・観点別の学力の傾向については、公表する

ことといたしておるところでございます。 

   まず、全国との比較でございますが、小学校の国語、算数、中学校の国語、数学、

英語それぞれとも全国平均と同等との結果となっております。 

   次に、県平均との比較でございますが、小学校国語、中学校国語、英語が県平均と

同等であるものの、小学校の算数、それから中学校の数学につきましては、県平均よ

り高いとの結果となっているものでございます。 

   なお、同等と申しますのは、いわゆる平均との比較のポイントでいいますと、プラ

スマイナス３ポイント未満ということでございます。また、高いと申しますのは、平

均より３以上７ポイント未満というもので高いという数値になるものでございます。 

   これらの結果につきましては平均正答率の比較をしたものでございまして、具体的

な数値の公表につきましては差し控えたいとするものでございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 佐藤定男君。 

６番（佐藤定男君） 今、県と全国との比較でお聞きしました。大変申し訳ないのですが、

全国とは小学校、中学校各科目とも同等であったと。県との比較において、もう一度

申し訳ないのですがご答弁お願いしたいのですが。 

議長（東海林一樹君） 教育次長。 

教育次長（澁谷康弘君） それでは、もう一度申し上げさせていただきます。 

   県平均との比較でございますが、小学校の国語と中学校の国語、英語、この３教科

につきましては県平均と同等でございます。それから小学校の算数、それから中学校

の数学、いわゆる算数、数学については県平均より高いとの結果となっております。 

   なお、その範囲については先ほど申し上げたとおりでございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 佐藤定男君。 

６番（佐藤定男君） 国見小学校及び県北中学校のテスト、学力レベルといいますか、全

国レベルと同等の結果であった。そして県と比較した場合には、数学、算数ですか、

あと英語、この部分については全国より県は劣るという、やや下回るという結果で、

それについても国見小学校、県北中学校においては県の平均を上回っているというこ

とでございました。これの結果につきましては、教職関係者の方及び小学校児童、中

学校生徒の頑張りによるものと考えております。 
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   以上、ある程度高いレベルでの結果ということではありますけれども、この中でも

何か課題はあるかと思うわけですが、今後の課題はどのようなものがあるでしょうか。 

議長（東海林一樹君） 教育長。 

教育長（岡崎忠昭君） お答えをさせていただきます。 

   先ほど次長が答弁させていただいたとおり、全国あるいは県との比較におきまして

は、平均正答率は同等か少し上という結果であります。児童生徒の得点状況の分布の

状況も全国とほぼ同じような傾向を示しております。 

   したがいまして、国・県の課題と同じような課題にはなってしまうんですけれども、

説明を求めるような記述式の問題などは正答率が低いということが課題です。きちん

と説明できること、活用力の育成をまだまだ図っていかなければならないと考えてい

ます。 

   さらに、得点の分布状況ということなんですけれども、広範囲にわたっております。

ということは、低いところから高いところまで本当に広範囲に子どもたちの分布があ

るということなので、一斉授業だけではなかなか解決し得ない課題があります。個別

の指導や放課後の学習支援とか長期休業中の学習支援など、そういうきめ細かな指導

が必要だと感じているところです。 

   それから実は学力だけではなくて学力状況調査ということでクロス分析というもの

を行っております。これは生活習慣と学力との関係などの相関を見る分析なんですけ

れども、例えば、朝食をほぼ摂取している児童生徒と朝食を余り摂取していない児童

生徒の正答率の差というのは、少ない教科でも１０ポイントあります。多い教科では

２０ポイントほどあります。また、家の人と学校の出来事をよく話しているという生

徒と余り話していないという生徒では、やっぱり教科によっては１０ポイント以上の

差がある。さらに、よく言われていることなんですけれども、読書の習慣と学力の関

係でも、ほとんど読書の習慣がないという生徒と３０分以上の読書習慣を持っている

という児童生徒では、国語では実に２０ポイント以上の差があります。積極的に学校

図書館とか公立図書館とかを利用している児童生徒とそうでない生徒というのも教科

によりますが、２０ポイントから３０ポイントの開きがあります。 

   以上、クロス分析の一例を申し述べましたけれども、授業の充実というのはもちろ

んですけれども、放課後あるいは長期休業中の学習支援の充実を図ることとあわせて、

やっぱり学習習慣とか生徒の意欲の向上、読書習慣の推進などを図っていく必要があ

るなというふうに感じているところです。 

   以上、さまざまな課題がありますけれども、国見の教育ビジョンに沿って、学校、

家庭、地域が一体となって児童生徒の学力向上を図ってまいりたいと考えております。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 佐藤定男君。 

６番（佐藤定男君） テストの結果については、クロス分析も同時にやっていて、生活習

慣などが大きく影響するというお話でございました。 

   そこで、これは前からも言われていることかと思うんですけれども、規則正しい生
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活、あとは読書の大切さということ、そのようなことを保護者へも当然周知させるこ

とが必要かと思うんですけれども、その辺についてはどのような指導をなされている

んでしょうか。 

議長（東海林一樹君） 教育長。 

教育長（岡崎忠昭君） お答えをさせていただきます。 

   まず、読書のことのほうから先にお話をさせていただきたいと思います。文部科学

省の調査でも昨年度いろいろ大がかりな調査をしまして、子ども読書の推進計画とい

うのを作っております。その中でも述べられているのが、小さいときからの読書習慣

が大切で、小さいときに身についた読書習慣というのが成長してもずっと続いていく

んだ、大切なんだということで、今年度の計画では読書習慣を身につけさせることが

大きな柱のひとつです。 

   本町におきましても、数年前から、例えば国見小学校で図書館の改造計画を図った

り、それから学校司書も入れていただいたり、公民館事業として子ども司書活動や親

子で選ぶ選書会など、読書については家庭でもさまざまなかかわりを持つような形で

進めてきているところです。 

   生活習慣の改善ということにつきましては、学校ではＰＴＡ集会とか学年だより等

で広報に努めているところですが、さまざまな家庭があり、例えば保健福祉課との連

携により個々に進めていくなどの事例もございます。学校全体で進めていくこと、役

場として横の連携を図りながら適切な生活習慣の確認につとめてまいります。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 佐藤定男君。 

６番（佐藤定男君） 私はこの学力につきましては平成２９年３月にも一般質問でお聞き

しております。そのときの学力レベルは、やはり全国と同等か、それ以上というその

ときの状況でもありました。それを維持しているということは大変喜ばしいことであ

りますが、また、弱点につきましても、今後ともご努力の先生方、そしてまた子ども

たちにも頑張りを見せていただきたいと思います。 

   次の質問にまいります。 

   上野台の体育施設の利用規則についてであります。 

   ことしの４月下旬に議会報告懇談会の席におきまして、ある方からお話がありまし

た。その人は体育施設の利用について、前に申し込んでいた期日が雨の予報のために

期日の変更を申し出たということです。しかしながら、ちょっと条例の制約があって

できないと言われたとおっしゃいました。その方は、施設はあいているのになぜ利用

できない、有効にできればいいのではないかという思いを持ったというか、まさにそ

のとおりだと私も思うんですが、この場合、条例の内容ですね、できなかったという

その内容についてお聞きします。 

議長（東海林一樹君） 生涯学習課長。 

生涯学習課長（安藤充輝君） お答えいたします。 

   現在、上野台運動公園内の施設利用につきましては、国見町上野台運動公園条例と
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同管理規則に基づき運用しているところでございます。 

   お質しの施設の申し込みや変更申請につきましては、条例で規定しているところで

ございますが、申し込み用紙の内容や手続の方法など具体的な内容については、管理

規則において規定をしているところでございます。 

   規則におきましては、個人利用以外のいわゆる団体利用に係る申し込みは、使用す

る日の５日前までに申請書をご提出いただくこととしているところでありますので、

５日前までの変更、取り消しは可能であるほか、個人利用の場合につきましては当日

の申し込みでも利用が可能となっているところであります。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 佐藤定男君。 

６番（佐藤定男君） 団体の申し込みは５日前までにその旨を申し込まなければいけない

ということなんですが、個人の場合は当日も可能だと。当然５日前に設定した理由等

あると思うんですけれども、私は５日前、そこの辺に、例えば５日前がだめで６日前

がいいとか、その辺もあると思うんですけれども、５日前の理由は何かあればお聞か

せください。 

議長（東海林一樹君） 生涯学習課長。 

生涯学習課長（安藤充輝君） お答えいたします。 

   各種団体の利用につきましては、申し込みが重なるなど、施設の利用の状況におき

ましては総合調整を行う場合がございます。そのために日にちの余裕を持たせていた

だいているというところでございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 佐藤定男君。 

６番（佐藤定男君） この件につきましては、そういうことで利用できなかったというこ

とは理解いたしました。 

   そこで、こういう状況があったということで、担当課におきましては施設利用のル

ールの見直しにあたっておりまして、関係団体から意見を求めるためアンケートを実

施したと聞いております。 

   まず、そのアンケートの依頼先についてお願いいたします。 

議長（東海林一樹君） 生涯学習課長。 

生涯学習課長（安藤充輝君） お答えいたします。 

   アンケートの依頼先でございますが、現在、町の体育施設の団体利用は、主として

町の体育協会加盟の各種団体によるものでございますので、そこで町の体協の皆様の

ご協力をいただきまして、本年４月に町体育施設の利用に関するアンケートを加盟

２６団体の皆様に実施をさせていただいたところでございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 佐藤定男君。 

６番（佐藤定男君） 体育協会加盟２６団体ということであります。そのアンケートの結

果なんですけれども、詳しくはここで聞く時間もないんですけれども、主な項目と、
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あとは例えば、アンケートはどういう形でやったのかなんですが、現状のままでいい

とか、あとは改善点があるとすればとかあるかと思うんですが、その辺についてお聞

きしたいと思います。 

議長（東海林一樹君） 生涯学習課長。 

生涯学習課長（安藤充輝君） お答えいたします。 

   今回実施しましたアンケートの趣旨でございますが、体育施設の利便性の向上を図

るために、実際に使用されている皆様方からご意見をいただくことを目的としたもの

でございます。 

   お質しのアンケートの結果でございますけれども、申請の手続につきまして、例え

ば現在、紙台帳で管理しております施設の予約でございますが、例えばインターネッ

トを活用したオンライン申請の導入やネット上で予約の状況を見られるシステムの導

入のご提案、また、先ほどご質問いただいた施設利用の柔軟な変更についてなどの意

見も寄せられたところでございます。このほか、施設の修繕、備品の充実など利便性

の向上を求める意見も寄せられたところでございます。 

   そこで、対応といたしましては、備品倉庫の整理整頓や管理の徹底など直ちに対応

できるものは早急に対処したところでございます。また、施設の修繕や備品の充実に

ついてでございますが、本年度の発注を前倒ししたほか、現計予算を超える部分につ

きましては、今定例会において補正予算を計上させていただいているところでござい

ます。 

   なお、天候等による施設の柔軟な変更につきましては、管理規則を見直す必要があ

りますことから、部活動やスポーツ少年団などにおいて試行的に運用をいたしながら、

現在その効果を検証いたしまして、検討課題の整理を行っている最中でございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 佐藤定男君。 

６番（佐藤定男君） アンケートに基づきまして、今度、検討課題もあるということであ

ります。そこで、最初の質問にちょっと戻ってしまいますけれども、団体利用の５日

前の締め切りといいますか、その辺については考えに変更はないということでしょう

か。 

議長（東海林一樹君） 生涯学習課長。 

生涯学習課長（安藤充輝君） お答えいたします。 

   団体利用の５日間のところを完全に要望として出されているところでございますが、

団体利用ではなくて個人利用の方の利用も認めているところでございます。ただ、

５日前のところを全く見直す必要がないということではなくて、それを見直すために

今必要な効果等を検証中ということでございます。個人利用の方は当日の申し込みを

行いますので、個人利用の方と団体利用の方の兼ね合いを検討してまいりたいと考え

ているところでございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 佐藤定男君。 



 

‐33‐ 

 

６番（佐藤定男君） わかりました。体育施設が町民の方に有効に活用されるように運営

のほうを図っていただければと思います。 

   以上で質問を終わります。 

◇          ◇          ◇ 

◇休議の宣告 

議長（東海林一樹君） １１時１０分まで休議いたします。 

（午前１０時５９分） 

◇          ◇          ◇ 

◇再開の宣告 

議長（東海林一樹君） 再開いたします。 

（午前１１時１０分） 

◇          ◇          ◇ 

議長（東海林一樹君） 一般質問を続けます。 

   ３番松浦和子君。 

（３番松浦和子君 登壇） 

３番（松浦和子君） 令和元年第３回定例会において、さきに通告いたしました内容につ

いて質問いたします。 

   本年１０月開設予定の子育て世代包括支援センターについてお伺いします。 

   まずはじめに、平成２９年３月３１日付で国・県その他関係機関から各自治体に通

知があり、母子保健法の改正により、市町村は子育て世代包括支援センターを設置す

るよう努めなければならないとされました。国見町以外の県北地域の４市２町１村は、

平成３０年１２月１日には既に設置されております。少子化対策が問われている中で、

国見町は子育て世代包括支援センターの設置がなぜ１０カ月もおくれたのかお伺いい

たします。 

議長（東海林一樹君） 保健福祉課長。 

保健福祉課長（菊地弘美君） ３番松浦和子議員のご質問にお答えをいたします。 

   まず、子育て世代包括支援センターの設置が市町村に求められてきた経緯ですが、

全国的なことではございますが、核家族化あるいは地域のつながりが希薄化する中で、

妊産婦や母親の孤立感、負担感が増加をしていることなどが全国的な課題となってご

ざいました。一方で、妊産婦や子育て家庭の支援は、さまざまな機関、部署、制度に

より縦割りになりがちで連携が不十分との指摘もされておりました。このため、全国

的には、先行する自治体が自らの力で子育ての支援あるいは母子保健の取り組みとい

うことで活動をしていたというところがございました。 

   平成２８年に母子保健法が改正されたことによって市町村に子育て世代包括支援セ

ンターの設置が求められ、さらに平成２８年６月閣議決定をされました、一億総活躍

プランにおいて、平成３２年度までの全国展開が掲げられたということになってござ

います。 

   福島県におきましては、国より前倒しで平成３１年度までに展開するという方針を



 

‐34‐ 

 

掲げましたところ、センターを設置した市町村数については、平成３０年１２月現在

で３６団体、平成３１年２月で３８団体、令和元年６月で４５団体となったところで

ございます。 

   国見町におきましても、当初は平成３０年度内の立ち上げを想定してございました

が、先行自治体の状況や平成３０年１０月の青森県鰺ヶ沢町の視察などを踏まえ、形

ではなくて中身をきちんと検討したほうが良いとの結論に至りまして、本年１０月の

立ち上げを目指しているところでございます。 

   準備期間を確保したことによりまして、この間、家庭と子育ての総合支援専門委員

会を立ち上げて意見をいただき、啓発のためのママカフェを３回ほど開催し、さらに

は職員の研修会を１回、さらに子育て世代包括支援センターのＰＲのための愛称募集

の総選挙等の企画に取り組むことができてございます。ママカフェあるいは職員の研

修会については、今後も継続したいと考えているところでございます。 

   国見町での立ち上げは近隣市町村と比較して遅いかもしれませんが、小さな自治体

ほど今までやっている事業との差別化がうまく図れずに苦労するということがござい

ました。私どもの町では、事前にママたちを巻き込んだ取り組みでＰＲをしており、

より良い事業のために職員の準備もしておりますことから、結果として今に至ったと

いうことでございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 松浦和子君。 

３番（松浦和子君） 準備期間を設けて充実したセンターを立ち上げるということのよう

ですが、広報でも名称、愛称募集ですか、いろいろさまざまな取り組みを行われてい

るようですけれども、ぜひ準備期間を生かしたセンターにしていただければと思いま

す。 

   ところで、子育て世代包括支援センターの設置は具体的にはどこになるのかお伺い

いたします。 

議長（東海林一樹君） 保健福祉課長。 

保健福祉課長（菊地弘美君） お答えをいたします。 

   子育て世代包括支援センターの職員の配置につきましては、厚生労働省のガイドラ

インで保健師などを１名以上配置することとされてございます。このセンターの機能

としましては、１つ目には母子保健に関する専門的支援機能を有していること、２つ

目には子育て支援に関する支援機能を有していることが前提とされておりますが、

２つのうちどちらに軸足を置くかによって形態が変わってくるというところがござい

ます。 

   国見町におきましては、母子保健事業において、専門職である保健師が一人一人に

直接母子手帳を交付するなど、確実に面談をできることが可能なため、母子保健型を

立ち上げることとしてございます。このため、母子保健を担当する保健師を中心とし

て機能を集約することといたしておりますことから、保健福祉課に設置をすると考え

ているところでございます。 
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   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 松浦和子君。 

３番（松浦和子君） 保健福祉課に設置ということですが、相談に訪れる方も保健福祉課

の窓口に伺うのでしょうか。お伺いいたします。 

議長（東海林一樹君） 保健福祉課長。 

保健福祉課長（菊地弘美君） お答えをいたします。 

   相談の形態については、さまざま考えられると思ってございます。先進の自治体に

おきましては、場所に訪ねてくるということもございますが、ママカフェのような相

談も含めた機会を設けることで相談しやすくなるということであったりとか、ＳＮＳ

を活用した相談であったりとか、さまざまな部分が用意をされてございます。 

   国見町におきましても、それらの部分も含めながら、ただいま検討しているところ

でございますが、一番はママたちが相談をしやすいというところに配意をして進めて

いきたいと考えているところでございます。基本的には保健福祉課の中に子育て支援

包括支援センター機能を設置するということで、また、庁舎内の施設を一部改装いた

しまして、そこで相談を受け付けるというようなことを考えているところでございま

す。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 松浦和子君。 

３番（松浦和子君） 相談というのは、なかなか勇気のいることなんですね。やはりその

辺、相談する方の立場に立って、横の連携をとりながら、また、今まで立ち上げて活

動してきたママカフェとかそういった専門委員会ですか、そういったところのいろん

な言葉に配慮しながら、皆さんの声を大切に伺いながら、その辺本当に注意しながら

相談に乗っていっていただければと思います。 

   次の質問に移らせていただきます。 

   子育て世代包括支援センターの大きな役割に妊娠初期の女性への支援があります。

そこには医療機関や福祉に関する機関との連絡調整とあります。しかし、公立藤田総

合病院には、毎週月曜日の午前と午後に婦人科の外来診療が行われるだけで産科の診

療はありません。ほかの医療機関との連絡調整は大丈夫なのでしょうか。お伺いいた

します。 

議長（東海林一樹君） 保健福祉課長。 

保健福祉課長（菊地弘美君） お答えをいたします。 

   事例を２つほど紹介させていただいて、答弁にさせていただければと思ってござい

ます。 

   国見町におきましては、妊婦の健康保持及び増進を図るために妊婦に対する医学的

検査を実施してございます。この事業の公費負担は通常１５回となってございますが、

町単独で１回上乗せをし１６回としてございます。この事業の実施にあたりましては、

伊達郡や福島市医師会との協議を経て実施しているところがございます。 

   また、平成２１年から生後４カ月までの乳児のいる全ての家庭を保健師が訪問して、
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子育て支援の情報提供あるいは養育環境を把握する乳幼児全戸訪問事業を実施してお

ります。この事業は、平成１９年度から国の次世代育成支援対策交付金により措置さ

れるようになったものですが、保健師が赤ちゃんの全戸訪問を行うことから、全国的

に里帰り出産などに対応するための情報提供のシステムが動き出すことになりました。

当初はハイリスクの妊産婦の訪問などが目的でしたが、現在は里帰り出産などの場合、

里帰り先の自治体に保健師の訪問依頼が行われ実施をされてございます。 

   この２つの事業が継続をして実施されていることで、妊婦健康検査の結果、あるい

はハイリスク妊産婦の情報など、医療機関から情報提供されてございまして、日常的

にさまざまな医療機関との連絡調整の体制が整えられているというところになってご

ざいます。このため、特段、支障は生じていないものと考えてございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 松浦和子君。 

３番（松浦和子君） 妊婦健診を無料で１５回、１６回ですか、行っているということで

すけれども、先ほども申し上げましたが、公立藤田総合病院には残念ながら産科の診

療科目はありません。せっかくのこういった無料の健診があるのに、診療科目がない

というのはとても残念だなと感じております。 

   次の質問に移ります。 

   子育て世代包括支援センターの設置には、利用者支援専門員や地域子育て支援拠点

の専任職員や保健師等の配置が求められ、妊娠、出産、子育て等への支援プランの策

定や関係機関との連携など、作業はかなりの量になるかと予想されますが、設置まで

１カ月ありません。人材の確保はしっかりできているのかお伺いいたします。 

議長（東海林一樹君） 町長。 

町長（太田久雄君） それでは、この件につきまして、私のほうからご答弁をさせていた

だきたいと思います。 

   子育て世代包括支援センターの設立につきましては、先ほど来、課長が答弁いたし

ておりますように、少子高齢化社会の中で子育て支援の充実強化を図るという観点、

特に出産前から出産後と。どちらかというと今までは出産後ですね、そういったスタ

ンスを中心にやってきたということで、今回は母子保健法の改正等々によって、そう

いった事前のフォローをどうするんだというようなことで改正がなされたということ

でございます。 

   若干おくれてしまったということがございますけれども、これについては先ほど、

これも課長が答弁したように、やるのであればどういった形が望ましいか、試行錯誤

しながらやるべきではないかということでいろいろ調整を行ってまいりまして、ママ

カフェ３回、これは私も出席したりして、いろいろとお母さんたちのご意見伺ってま

いりまして、非常にこういったママカフェいいですよと、いろいろ悩み聞いていただ

ける、すばらしいですよとか、あとは保育の関係で、若干フリーの預かりのキャパを

増やしてほしいとかいろいろとご意見等々いただいておりますので、そういったこと

とか、あとは専門委員会ですね、こういったことでいろいろとご意見を、仙台大学の
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柴田先生が座長でありますけれども、十数名のメンバーでいろいろとご意見を交わし

たり、どういう形がいいのかということとか、あるいは職員の研修をやったり等々や

ってまいりまして、柴田先生のほうからは、こういったことやっている自治体は少な

いですよと、ここまで真剣に考えながらセンターを立ち上げようと思っているところ

は少ないですよと。ただエイヤーで立ち上げたところが多いですよという話は実は伺

っておりますので、そういった意味でいろいろと試行錯誤しながら、今回１０月に立

ち上げるということになりました。先行事例なんかも実は見させてもらっています。

ところが、なかなかという部分がほとんどでありますので、それをいかに充実するか

ということでここまで鋭意検討して現在になっておるという状況かなと、このように

思っております。 

   それで、私はポイントは３つあると思っています。 

   １つは、やはり国見町はどちらかというと出産後の子育て支援のほうは割と充実し

ていますよね。待機児童ゼロです。ももたん広場がある、それからつながる～むある。

いろいろあります。あとは、いわゆるイベントも実施しています。等々でお母さんた

ちからは、結構やってもらっていますというご意見とても多いんですね。ところが、

その前の段階、先ほど申しましたように、出産するまでいろいろと悩みがある。そし

て、生まれた瞬間の赤ちゃんのフォローですね、その辺が非常に重要だという話など

も伺っていますので、そういった意味で子育て支援と母子保健型あるんですけれども、

母子保健型にしようではないかというところ、それが１つのポイントだったと思って

います。 

   それからもう一つは、やはりこの子育て支援、母子保健、トータル的にいろいろな

悩みあると思うんですね。親御さんのこと、子どもさんたちのこと、先ほど質問あっ

た病院のこと、それから経済的なこととか、もろもろの課題がいっぱい詰まっている

んですよ。ですから、詰まっているからこそ、いわゆる担当者１人では私はだめだと

思うんですよ。そうではなくてチームとして設置すべきではないかということで、い

ろいろ検討してまいりました。結果論として保健福祉課に４名の保健師がいるので、

その方をチームとして編成して、いろいろと試行錯誤して子どもさんたち、親御さん

たちのフォローをしていこうではないかということでチームを作ることで整理をさせ

てもらって対応することで１０月１日スタートする事になりました。それが２点目で

す。 

   それから、３点目につきましては、今後も母子保健含めて子育て支援充実しなくて

はならないだろうということです。また一方で、保健師さんの役割というのは、介護

の問題、健康づくり対応とかいろいろなことが、保健師さんというのは非常にノウハ

ウをお持ちです。保健師さんの役割というのは、これから少子高齢化社会の中ではど

んどん重要度を増していきます。ですから、来年度に向けて、ぜひ保健師さんのプラ

スアルファの採用も含めて現在検討中であります。その方も当然チームに入ってもら

って充実強化を図っていくことも含めて今検討中であります。 

   ということで、大きく３点、それをベースにして１０月に立ち上げるということで
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今現在検討しているということでございます。 

   議員おっしゃるように、子育て支援、非常に微妙な部分ございます。ですから、そ

ういったものをしっかりフォローする。そういう意味で、さまざまな検討をして、今

みたいな３つのポイント的な部分をベースにして将来的につなげていきたい。こんな

ことでぜひ対応していきたいと、このように考えておるところでございます。 

   以上、私からの答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 松浦和子君。 

３番（松浦和子君） 時間をかけて充実したセンターを立ち上げるというお話、大変あり

がたいことでもあります。若い方たちは何に魅力を感じて、何がきっかけとなってこ

の町に住んでみようとそう思うのか、私たちには想定外のところがあると思っており

ます。子育て世代包括支援センターの職員の資質の向上に努めていただき、安心して

頼れる子育て世代包括支援センターを目指していただきたいと思います。そして、こ

の国見町にたくさん若い方たちが増えて、赤ちゃんの声がし、子どもたちの声がいっ

ぱいすることを期待して、私の質問を終わらせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 次に、１番小林聖治君。 

（１番小林聖治君 登壇） 

１番（小林聖治君） このたび、ここ歴史と伝統ある国見町議会の議員として一般質問に

登壇し、町政に参加できることを重く受け止め、町民の方々の代表として、令和元年

第３回定例会にあたり、さきに通告しておりました内容について質問いたします。 

   はじめに、町内における光回線の未敷設地区の解消についてであります。私は全て

の町民の方々がひとしくＩＴの利便性を享受することができるまちづくりを実現する

ためには、情報通信インフラの整備が不可欠であると考えております。 

   そこで、現在、町内の光回線エリア外地区はどのくらいあるのか、お尋ねいたしま

す。 

議長（東海林一樹君） 企画情報課長。 

企画情報課長（阿部正一君） １番小林聖治議員のご質問にお答えをいたします。 

   ＮＴＴ東日本に確認をさせていただきました。国見町内では、およそ９７％以上で

光回線がカバーをされているということでございます。しかしながら、議員お住まい

の西大枝地区の一部及び川内全地区におきましては、光回線のエリア外地区になって

いるということでございます。大字西大枝地区を字単位で詳しく申し上げますと、字

尼ヶ沢、霞沢、京田、窪、堤前、明泉、上台及び竹ノ内地区が光回線エリア外となっ

ているところでございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 小林聖治君。 

１番（小林聖治君） それでは、その光回線エリア外の地区への対応策についてはどうお

考えになっているのか、お尋ねいたします。 

議長（東海林一樹君） 企画情報課長。 

企画情報課長（阿部正一君） お答えいたします。 
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   光回線につきましては、一部違う業者もございますが、主にＮＴＴ東日本が主体と

なって整備を進めているところでございます。以前にも川内地区のほうからご要望が

ございまして、ＮＴＴ東日本に問い合わせを行った経過もございます。 

   ＮＴＴ東日本につきましては、議員ご承知のとおり民間業者でございます。ですの

で、利用者数が見込めなければ、当然設備投資ができないとのことでありまして、整

備を進めるためには利用者から、特に地区住民の皆様から利用希望確認書という形で

多くの方々から希望を募る必要がございます。しかしながら、要望したからといって

サービス提供が確約されるものではないということでございました。 

   その後、直接要望されたものと考えてございますが、現時点でサービス提供を行う

との話には至っていないのが現状でございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 小林聖治君。 

１番（小林聖治君） 私は、町民ひとしく情報通信インフラにおける不均衡を是正するた

めに、光回線を敷設することが困難な場合、例えば携帯電話の電波は飛んでいるわけ

ですから、無線ルータの貸与もしくは購入に際しての助成措置などを図るべきと考え

ますが、いかがでしょうか。 

議長（東海林一樹君） 企画情報課長。 

企画情報課長（阿部正一君） お答えいたします。 

   電話の普及の際も順次エリアが拡大されてきた経過がございます。一遍に全部整備

するというのは、物理的に不可能でございまして、現時点での不均衡であることを前

提に機器の貸与や助成をすることはなじまないものと考えております。 

   また、議員お質しのとおり、携帯電波、携帯電話を利用した方法をもって利用して

いらっしゃる方もございますので、逆にこの方との不均衡も出てくるのかなと考えて

おります。 

   ＮＴＴ東日本におきましても、順次エリアを拡大中とのことでありますが、先ほど

申し上げましたように、西大枝の一部及び川内地区につきましては、ご存じのとおり、

市外局番５７７ということで、梁川から来ているラインになっております。というこ

とで、整備がおくれているものとも考えられるということでございます。 

   なお、町境ですね、桜華楼から町の看板を過ぎて左側の家までは来ているというこ

とでございますので、今後整備されていくのではないかと考えております。 

   先ほども議員おっしゃられたとおり、モバイルネットワークが普及をしているとい

う状況もございまして、ＮＴＴドコモでは今後４Ｇから５Ｇにさらに進化をするとい

うような状況にもなってきております。他社でも携帯を利用したホーム向けの通信手

段を整備している状況にございますので、必ずしも光回線を経由しなければならない

という時代ではなくなっていることも事実でございます。 

   いずれにいたしましても、個人の資産にかかわる部分でありますので、町で貸与や

助成を行うことは現時点では難しいと考えているところでございます。なお、ＮＴＴ

東日本とお話しさせていただきながら今後の見通しを確認させていただきたいと考え
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ているところでございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 小林聖治君。 

１番（小林聖治君） 私は、平成２６年１０月に西大枝地区の中部町内会が中心となって

光回線敷設の要望署名集めをして、西大枝地区の中部、川内町内会合わせて３０名弱

の方々が署名したと聞いております。そういった要望がある限り、これの実現に向け

て粘り強く取り組まれるようお願いを申し上げます。 

   それでは、次の質問に移ります。 

   私は、ことしの２月から３月にかけて４回ほど、西大枝地区の北部町内会が中心と

なって実施したイノシシの防止柵設置作業に参加いたしました。近隣の光明寺地区の

方も参加していただき、毎回二十数名での設置作業でございました。 

   参加してみて感じたことがありますが、まず、町内における有害鳥獣被害の現状に

ついてお伺いいたします。 

議長（東海林一樹君） 産業振興課長。 

産業振興課長（蓬田英右君） お答えいたします。 

   有害鳥獣被害の現状についてのご質問でありますが、今年度の有害鳥獣による農作

物被害につきましては、８月２２日現在の被害件数が９６件、被害面積が０.１６ヘ

クタール、被害金額が５９万８０００円となっております。これらの被害面積、被害

金額につきましては、農家の皆さんから寄せられました被害報告に基づき集計をした

ものであります。 

   また、鳥獣別による被害割合を被害金額で比較をいたしますと、多いほうからニホ

ンザル、カラス、イノシシの順となっております。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 小林聖治君。 

１番（小林聖治君） それでは、ここ数年の間での有害鳥獣被害の推移をお伺いいたしま

す。 

議長（東海林一樹君） 産業振興課長。 

産業振興課長（蓬田英右君） お答えいたします。 

   有害鳥獣による農作物被害の推移についてのご質問でありますが、過去３年の被害

状況について申し上げます。 

   平成２８年度は、被害件数が１７０件、被害面積が０.４６ヘクタール、被害金額

が１５１万９０００円となっております。平成２９年度は、被害件数が１４３件、被

害面積が０.１２ヘクタール、被害金額が５０万３０００円となっております。平成

３０年度は、被害件数が２０４件、被害面積が０.２２ヘクタール、被害金額が

８９万４０００円となっております。 

   これらの被害面積、被害金額につきましては、先ほど同様、農家の皆さんから寄せ

られました被害報告に基づき集計したものであります。 

   以上、答弁といたします。 
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議長（東海林一樹君） 小林聖治君。 

１番（小林聖治君） さまざまな被害対策というものがあると思いますが、その中で有効、

効果的な対策というものはありますか。被害動物別にお伺いいたします。 

議長（東海林一樹君） 産業振興課長。 

産業振興課長（蓬田英右君） お答えいたします。 

   有害鳥獣別の有効、効果的な被害対策についてのご質問でありますが、町ではニホ

ンザル、ツキノワグマ、イノシシ、ハクビシン、カラス、スズメ、ムクドリを対象鳥

獣といたしました鳥獣被害防止計画を作成しております。 

   その中で、対象鳥獣に共通する被害防止対策といたしましては、鳥獣被害対策実施

隊によります一斉追い払いや集落点検パトロール、放任果樹等餌になるものの除去や

適正管理、花火等を活用した追い払い、そのほか住民皆さんの自衛意識の高揚などの

取り組みを挙げております。 

   加えまして、鳥類を除くけもの類の被害防止対策といたしましては、電気柵や大規

模侵入防止策の設置、人間の生活圏とけもの類の生息域の境を明確にするための緩衝

帯の設置によります生息環境の整備、あとはいわゆる箱わなによる捕獲を挙げており

ます。 

   いずれにいたしましても、個別の対策ではなく、集落単位での対策が効果的である

と考えております。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 小林聖治君。 

１番（小林聖治君） 今の答弁の中で、集落単位というお答えでありますが、私がことし

イノシシの防止柵設置作業で感じたことです。 

   参加者の高齢化が進んでおり、私など比較的若い者は鉄棒の支柱をハンマーで打っ

て立てて、それにワイヤーメッシュを年配の方々が針金で取りつけるという作業でご

ざいました。中には地盤がかたくて、なかなか地面に刺さらなくて、地面との間にワ

イヤーメッシュのすき間が出てしまって、ちょっとこれじゃ効果が薄いなという話を

しながら取りつけたところが何カ所かありました。参加後半には、明らかにイノシシ

が体当たりして曲がった柵も数カ所あって、イノシシの力に驚いたところであります。 

   そこで感じたのは、これから将来にわたって一層高齢化が進む中で、地元の方々だ

けでは精度の高い防止柵の設置は難しい、厳しい状況になると思われます。より効果

的な電気柵の設置など高度な対策が必要な場合は、町が設置作業も含めて支援すべき

であると思いますが、いかがでしょうか。 

議長（東海林一樹君） 町長。 

町長（太田久雄君） それでは、私のほうからご答弁を申し上げさせていただきたいと思

います。 

   今、事例のあった電気柵、それについてはもう既に町独自で実は支援をさせていた

だいております。エリアについては、農業用地あるいは家庭菜園、そういった場合に

補助をするということで、今年度におきまして、もう既に１０件、４５万３０００円
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の支援をさせていただいておるということでございまして、今後もそういった支援は

継続的に実施をしてまいりたいと考えております。 

   そのほか、総合的な有害鳥獣対策どうするんだという議論は、これはなかなか個別

に町のみということにはいかない。これは国とか県、近隣市町村、広域ですから、

１カ所でやってもほとんどだめな場合が多いんです。ですから、なるべく広域で検討

することがベースですから、そういったところと十分コラボ連携することがまず必要

だろうなと思います。 

   それからもう一つは、この前福島大学の食農学類と協定を結びましたので、そこで

専門的なノウハウをお持ちだという話も聞いていますので、そういったところでのさ

まざまなご提案をどういう形でいただけるかなということもございます。あとＫＤＤ

Ｉと町は協定結んでいまして、その中でイノシシが入ったときのリアルタイムで町の

ほうに連絡いただけるシステムも入れていますので、高度なさまざまな対応、今、試

行錯誤しています。そういったところも含めて、いろいろと対応する必要性があるの

ではないかと。これは外向きの話になりますけれども、それはしっかりとやっていく

ということだろうと、思っております。 

   同時に、やっぱり中向きでどうするんだという議論も当然ございます。町内でどう

するんだということで、本当に小林議員には侵入防止柵の設置、ありがとうございま

した。二十数キロ、張ったということでございまして、心から感謝を申し上げさせて

いただきたいと思います。 

   また、町には地域農業再生協議会もあり、鳥獣被害対策連絡協議会などもございま

すので、やっぱり中向きでどうするんだという議論ですね。どういう施策展開がある

のかということも当然必要だろうと思うんです。先ほど申しました外とのさまざまな

連携調整を行う、そして中でもさまざまな調整を行う。そういったことで、効果的な

鳥獣被害対策は何ぞやということを模索しながら、今後ともしっかりと対応する。ま

さに国見町の基幹産業は農業でございますので、鳥獣被害を軽減させるということは

非常に重要な課題、このように認識しておりますので、今後とも十分、議員とも連携

しながらぜひ対応していきたいと、このように考えておるところでございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 小林聖治君。 

１番（小林聖治君） 私は、国見町議会議員として町政のチェックはもとより、町民の

方々のどんな小さな願いも町政に反映させるべく活動してまいります。 

   以上、私の質問を終わります。 

◇          ◇          ◇ 

◇休議の宣告 

議長（東海林一樹君） 午後１時まで休憩いたします。 

（午前１１時４７分） 

◇          ◇          ◇ 

◇再開の宣告 
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議長（東海林一樹君） 再開いたします。 

（午後１時００分） 

◇          ◇          ◇ 

議長（東海林一樹君） 午前に引き続き一般質問を続けます。 

   次に、１０番浅野富男君。 

（１０番浅野富男君 登壇） 

１０番（浅野富男君） 令和元年第３回定例会にあたりまして、一般質問を行います。 

   商店街の衰退が進んでおります。このような状況は本町に限られたことではなく、

全国で起きている事態でもあります。商店街にかわって大型店が出店をし、生活用品

などを供給しておりますけれども、このことによって町、すなわち自治体が発展をし

ているということは思えません。車社会の中にあって、その利便性については、これ

にこしたことはありませんけれども、地域経済が潤うということにはつながらないも

のと思っております。 

   本町内でも商店街は１軒、また１軒と店を閉める状態となっております。その要因

にはいろいろあるものと思いますけれども、この状況をどうするのかというのが課題

であります。少子化、高齢化という時代の中では仕方のないこととしていいのでしょ

うか。 

   この質問は、本年の第２回議会定例会で渡辺議員が質問しておりますけれども、後

継者不足に絞って質問をしております。このことも店じまいの一つの要因であること

に間違いはないと承知はしておりますけれども、この状況について、町としての調査

も必要なことではないでしょうか。 

   商店が減少していることの実態調査は行っているのでしょうか。また、その結果に

ついてはどのようになっているのでしょうか。 

議長（東海林一樹君） まちづくり交流課長。 

まちづくり交流課長（武田正裕君） １０番浅野富男議員のご質問にお答えいたします。 

   商店街におけます各商店の経営状況等につきましては、その経営指導などを担う町

商工会事務局において調査をし、把握しているところでございます。 

   商工会が行う調査は、財務状況のアンケート調査のほか、事務局職員が出向いて各

商店が抱える課題など、直接聞き取りを行っているということで、その概要につきま

しては、町へも情報提供されてございます。やはり後継者不足や、空き店舗への不安

を抱える商店の増加、そして廃業を余儀なくされた商店、さらに健康問題での休業な

ど、さまざまな課題が浮き彫りになっているとのことでございました。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 浅野富男君。 

１０番（浅野富男君） 商工会でこの実態調査を行っているということでありますが、こ

れは町としては行わなくてもいいことにつながるのでしょうか。それとも、商店街の

調査で十分な状況の把握ができるという観点から、町では行わないということなので

しょうか。その辺についてはいかがなのでしょうか。 



 

‐44‐ 

 

議長（東海林一樹君） まちづくり交流課長。 

まちづくり交流課長（武田正裕君） 町で調査を行っていないのかというご質問でござい

ますが、一義的には直接商工業者に対して経営の相談、指導を行う商工会において調

査を実施し、把握すべきものと考えてございます。 

   町商工会では、国の法律であります小規模事業者支援法に基づきまして、小規模事

業者の経営基盤の確立と、持続的な経営に導くために、経営発達支援計画の認定を受

けて実施をしているところでありますが、この計画の中でも地域経済動向調査を実施

することとしておりまして、先ほど答弁したような聞き取り調査などを実施している

ところでございます。 

   町としては調査を行っておりませんが、商工会と密接に連携して状況を把握してお

りますので、問題はないものと考えてございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 浅野富男君。 

１０番（浅野富男君） そうしますと、商工会から提供されているこの調査の結果という

ことについて、把握をしているとのことですけれども、その中で、その商店主などが

今後についてどのような展望を持っているかということについては、その商工会から

の情報の提供でわかるものなのでしょうか。 

議長（東海林一樹君） まちづくり交流課長。 

まちづくり交流課長（武田正裕君） お答えいたします。 

   商店主の方の今後の展望につきまして、町商工会事務局が行いました個別の聞き取

りの概要によりますと、商店主の方は、それぞれ営業の背景にあるものは違いますの

で、一概に申し上げることはできませんが、やはり後継者がいる方といない方で大き

な違いがあるということでございました。 

   後継者がいない方の特徴的なケースといたしましては、家族経営の商店で、子ども

はいるものの遠くに就職して戻ってこないので、自分も高齢のため、自分の代で営業

を終えたいと考えている方が複数いるということでございました。空店舗にしないた

めには、第三者への経営譲渡なども考えられますが、そこまで踏み込む方がいないと

いうことでございます。 

   また、後継者がいる商店主につきましては、前向きな方が多く、後継者自身が販路

拡大のために、新技術の導入や新たな分野へ進出する事業者もいらっしゃるとのこと

でありました。 

   ただ、そのような中でも、健康問題で休業する商店もあると報告を受けているとこ

ろでございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 浅野富男君。 

１０番（浅野富男君） この中で大きな問題として取り上げられるのは、前回の定例会で

も議論された、後継者の問題が最も大事な問題なのかなと浮上してくるところではな

いかと思います。 



 

‐45‐ 

 

   この問題については答弁にもありましたとおり、非常に難しい課題だと思っており

ます。だからこそ本腰を入れた取り組みとしていく必要があるのではないかと考えて

おります。個人、あるいは家族営業の形態をとっていらっしゃる商店は量販店、そし

て大型店舗の競争には勝てないものと考えております。自然の淘汰に任せるようなこ

とでは、商店は消えてしまうのではないか、そのように思えるところであります。 

   町としても、この事業の継続などについてと商店の活性化については、当然のこと

ながら、町も望んでいることと思いますが、このような方たちに対して、どのような

形で、この要望に沿った支援が必要になってくるのでしょうか。その辺の分析につい

てはいかがでしょうか。 

議長（東海林一樹君） 町長。 

町長（太田久雄君） それでは、この件につきまして、私のほうからご答弁をさせていた

だきたいと思います。 

   まず商店街の活性化に向けた町としての対応につきましては、これは先ほど議員が

おっしゃいましたように、６月定例会で渡辺議員のほうからご質問いただいたとおり

でございます。町全体、地域経済の活性化を図る観点で、そのツールとして、ご承知

のように一作年５月に道の駅を整備させていただいて、それを核にしながら、今いろ

いろと全体の活性化は動いておるところでございます。 

   そういった中で、この道の駅を活用した、活性化をどう図るんだと、いわゆる大き

な商店街ができましたよと、距離が非常に遠い部分ですと、なかなかこれは難しいと

ころがありますが、うちの道の駅については、まさに商店街と表裏でございます。で

すから、そことのコラボ連携をどうするか、私は非常に重要な課題かなと思っており

ます。こういったことを含めて、当然その商店街も含めた活性化について検討してい

く必要性があるかなということで、いろいろと前回もご提案を申し上げたということ

でございます。 

   実は、商店街の商店主におきましても、非常に多くの利益を上げている方々が、い

らっしゃいます。かなりの数、実はいらっしゃいます。と同時に、商工会主体で今度

は夕暮れマルシェを立ち上げられたということです。そのことも商店主の方々、割と

今前向きに、その取り組みを始めていらっしゃいます。私ほとんどマルシェやるとき

に顔を出していますけれども、いろいろ話をさせていただきます。そういう動きが非

常に出てきておる。そこは組織的にちょっと変わったということもあるのだろうと思

いますけれども、非常にいい動きだなと私思っています。商店街が少しずつ動いてい

るということは、実はうれしく思っているという状況でございます。 

   また、商店主の意向に沿った支援というお話でございますけれども、これについて

は、先ほど課長が答弁したように、まずは一義的にはその商店街の課題とかいろいろ

ございます。そういったものは商工会の役員、それから事務局等々把握しながら、こ

れは一義的には対応すべきだろうとは思います。ただ、町としてもしっかりと、これ

は情報の共有、後継者不足とか、あるいは空き店舗とかいろいろございますので、そ

ういった情報の共有をしながら、しっかり前に向けて対応していくこと、これは欠か
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せないことだろうと思います。そういったことで、実はこれ商工会長ともいろいろ打

ち合わせをやっておりまして、１０月をめどに商工会役員と町幹部との懇談会を設置

することにしてございます。 

   その中で、実はいろいろと課題を共有して、また解決策は何だというようなことも

含めて、その中で十分模索しながら、ぜひ前に進めていきたいなということで、町と

商工会での連携した懇談会、組織体みたいなものを作りながら、ぜひ前に進めていき

たいと、考えておるところでございます。 

   とにかく、商店街の活性化、まさにこれは地域経済の活性化にも十分つながるもの

でありますので、そこがベースでございますから、今後とも商工会と十分コラボ連携

しながら、しっかりと前向きに課題、そして支援策等々について検討し考えておると

ころでございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 浅野富男君。 

１０番（浅野富男君） 確かにいろいろな利益を上げている方々もいらっしゃいます。ま

ずこの商店街を作っていくといいますか、冒頭にも申し上げましたけれども、この店

舗がなくなっていくという状況、これについて先ほども言いましたけれども、淘汰に

任せるということになれば当然負けますので、これはなくなっていく状況になるわけ

でありますので、そのあたりにもう一歩踏み込んだ形での考え方といいますか、お聞

かせいただければなと思います。 

議長（東海林一樹君） 町長。 

町長（太田久雄君） これはいろいろ難しい問題だろうと思いますけれども、まず先ほど

申しましたように、商工会との懇談会といいますか、それを立ち上げてしっかり対応

していくということ、これはまずベースとしてあると思っております。 

   同時に、私はポイント的な部分が３つあるなと思っています。 

   まず１つは、国、県、つまり国ですと中小企業庁、それで日本商工会議所、県です

と、県といわゆる商工会連合会等々で、さまざまな補助事業がいっぱいあるんですね。

ですから、そういった補助事業的な部分を、しっかりと後継者不足、空き店舗等々あ

りましたら、そういった中での対応というのができるものが結構あるんです。改修事

業もあるし、いろいろな事業がとにかく網羅されております。これは、国が、中小企

業庁がベースになりまして、いろいろな支援がありますので、そういった情報という

ものをお互いに共有して、それをいかに商店主の方に伝達をして、そして経営的な部

分でどう先につなげるかということ、これがまず一つ私はあるのではないのかなと思

っています。 

   それからもう一つは、実は町から商工会のほうに４５０万円ほどの運営支援をして

おります。その運営支援については、商工会のほうでいろいろとやられているわけで

ございますけれども、その運営支援のあり方、何にどうするのかという運営支援のあ

り方などの細部の中身の検討なども、この懇談会の中で、ぜひしていきたいと思って

います。なあなあで使っているのではなくて、こういうところに、こういう形で使っ
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て、こういうふうにしていきたいよということであれば、町としてしっかり支援をす

るというような青写真をしっかり出してもらうというところも、ぜひ今、商工会長こ

こに居らっしゃいますが、そういったことも含めて、ぜひ懇談をしてまいりたいと思

っております。あとは先ほど申し上げました道の駅です。 

   とにかく多くの人が来ておりますので、組合になったり、６次化をやったり、ある

いは会員ポイント、いわゆる道の駅に来て、ポイントカードを持っていって商店街に

行けば１割引きにしますよみたいな、そういった会員ポイント制度とか、これいろい

ろやっています。霊山町でも、あとは米沢市等々でやっていますので、そういったこ

とを導入するとか。いろいろな課題がありますので、大きく３つのくくりあたりをベ

ースにして、懇談をしながらしっかりと前に進めていくような、流れをぜひ作ってい

ければなと、このように思っております。 

   確かに議員おっしゃるように空き店舗がある、後継者不足であるということでござ

います。そういったことに歯止めをかけるべく、制度的な部分で十分共有しながら、

しっかりと取り入れて、そしてぜひ前に進めていくと、そういった流れをしっかりと

作っていく必要があると思っております。そんなことで十分意を配しながら、今後と

も対応してまいりたいなと、このように考えております。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 浅野富男君。 

１０番（浅野富男君） これから商工会との懇談、ぜひしていきたいというふうなことで

あります。以前は商工会との懇談、町と議会とやっていたような気はするのですけれ

ども、今回またそういうことができるようになるのかなと思いますので、このあたり

については、ぜひ突っ込んだ、お互いに忌憚のない意見を交わしまして、ぜひこの商

店街の活性化につながるような議論をしていただきたいと思います。 

   そこで、本町でもある店舗におきましては、９月いっぱいで店を閉める計画がある

と聞きました。その理由についてなのですけれども、消防法との関係から、店の改修

のほうが必要とのことであります。しかし、その費用を捻出することが難しいことか

ら閉店をするとのことであります。こういったことが現実にあるわけですけれども、

本町では介護保険住宅改修費支給事業など、本町でも幾つかの制度があります。地域

経済を回すということにおきましては、この住宅改修費用を補助する事業などは、貴

重な政策とも言われております。事業承継のために店舗の改修に使える補助制度とい

った商店への支援制度もあって良いのではないかと考えております。 

   先ほど町長から若干答弁がありましたけれども、ぜひこのあたりで、もうちょっと

詳しいお話、それから町の考え方、これに対する町の考え方を聞かせていただければ

と思います。 

議長（東海林一樹君） まちづくり交流課長。 

まちづくり交流課長（武田正裕君） お答えいたします。 

   商店の事業承継に向けた店舗改修の補助金の制度についてのお質しでございますが、

町の直接の制度はございませんが、日本商工会議所におきましては、小規模事業者持
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続化補助金として、事業費の３分の２で５０万円を限度とする補助制度、また、県の

商工会連合会におきましても、今年度からふくしま小規模企業者等いきいき支援事業

が創設をされまして、事業費の３分の２で３０万円を限度とした補助制度がございま

す。 

   いずれの制度も、商工会の経営指導員の支援を受けて、経営計画を立てている方に

対して、その経営計画に基づく販路開拓の取り組みにあたりまして、必要な備品やチ

ラシ印刷、新商品の開発の経費などとともに、店舗改装の経費も補助対象となってい

るもので、商工会が申請の窓口になっているものでございます。 

   なお、町独自の支援制度につきましては、先ほど町長が答弁しましたような、今後

開催予定の商工会役員との懇談会での協議を踏まえまして、また、商工会の補助金の

見直しなども含め、検討してまいりたいと考えているところでございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 浅野富男君。 

１０番（浅野富男君） いろいろ補助金があると、まず使ってくださいというふうなお話

ですけれども、それぞれ国のほうの制度と、それから県のほうの制度で３分の２ずつ

の負担というふうなことになって、その残りについて町でも何らかの補助はできない

ものかと、この提案をしたいところなのですが、そのあたりではいかがでしょうか。 

議長（東海林一樹君） まちづくり交流課長。 

まちづくり交流課長（武田正裕君） お答えいたします。 

   町長答弁したとおり、課題を抱える商店、商工業者の方がどのような支援を求めて

いるのかを、まずは商工会として整理をしていただき、町としましても近隣市町の制

度について調査研究をしながら、今後予定します懇談会の中でも、その財源も含めて

協議、検討をしてまいりたいと考えているところでございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 浅野富男君。 

１０番（浅野富男君） ぜひそういったことが実現していただけるよう希望するものであ

りますけれども、本当にこの商店がなくなるということについて、今やらなければ、

本当になくなるのではないかと心配するところで、町といたしましても、ぜひこのあ

たりにスポットの光が当たるといったようなことで、今後取り組んでいただきたいと

いうことを申し上げまして、質問を終わります。 

議長（東海林一樹君） 最後に、２番佐藤 孝君。 

（２番佐藤 孝君 登壇） 

２番（佐藤 孝君） 通告に従いまして、２点について質問いたします。 

   全国で臨時職員、あるいは非常勤と言われる地方公務員が約６５万人いらっしゃい

ます。公務員全体の２３％程度を占めていると、このように言われております。その

主な職種、ご案内だと思いますが事務補助員、大体１０万人、保育所の保育士６万人

等々、任用根拠別には特別非常勤２２万、一般非常勤１７万、臨時的任用が２６万、

こういう数字であります。 
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   このように、臨時非常勤の職員が広く存在するのは、いわゆる正規職員の定数条例

の厳格化、あるいは厳しい今回の財政事情で必要な人員をなかなか確保できない、そ

の一つの工夫として、今申し上げたような方々が採用されてきたわけであります。 

   問題になっているのは、採用時の適用根拠法令、これが曖昧である。まして、それ

に伴って、低水準の賃金労働条件で採用されてきたケースが継続をしているわけであ

ります。 

   そして今回、いわゆる長時間労働の慣習を是正するなどとした、いわゆる働き方改

革や、正規、非正規の不合理な待遇の差を解消し目指した同一労働同一賃金の考え方

から、一昨年、２０１７年５月に地方公務員法と地方自治法の改正がなされたわけで

あります。それで今回、会計年度任用職員制度が来年の４月１日から導入、施行され

るようになりました。 

   そこで、町の職員採用形態、ことしの４月１日現在、いわゆる任期付を含めた正規

職員、それから非正規職員と言われる地方公務員法の２２条、それから３条３項３号

の特別非常勤職員、特別職員、これらの人数をお答え願いたいと思います。 

   また、比較として、震災後ですと、どうも事業の展開等で比較するのがなかなか難

しいと思いまして、２００９年、いわゆる１０年前と比較してどういう変化になって

いるか、お答えください。 

議長（東海林一樹君） 総務課長。 

総務課長（引地 真君） ２番佐藤 孝議員のご質問にお答えいたします。 

   本年４月２日現在でございますが、町職員が１０５人、任期付職員が１３人、地公

法の第２２条臨時職員が２３人、同じく３条３項３号嘱託員が８７人、計２２８人で

ございます。 

   また、１０年前と比較した増減をお答えいたしますが、町職員では３人増となって

おります。任期付職員については１３人の皆増、臨時職員は４人増、嘱託員は１７人

増と、計３７人の増でございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 佐藤 孝君。 

２番（佐藤 孝君） ４月１日現在は、任期付職員１３名を含めた、いわゆる正規職員が

１１８名、それから嘱託の方が８７名、臨時的任用の方が２３名の１１０名おります。

１０年前と比較して、正規１６、非正規２１ということの数字が、今、答弁がござい

ました。 

   行政ニーズの多様化、それから事務の専門家、分散化、震災以降については予測し

がたい業務の増大など、さまざまな要因がありまして、一概には言えませんが、非正

規職員と正規職員が全く同じような人数形態になっている。ある意味、私から言えば、

これ異常な状態だと、このように認識をするわけでありますが、町としてこの状態を

正常なものと捉えているのか、あるいはそうでないのか、お答え願いたいと思います。 

議長（東海林一樹君） 副町長。 

副町長（佐藤弘利君） お答えをいたします。 
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   震災と原発事故からの復旧・復興につきましては、待ったなしの対応が求められた

ところでありまして、そのような厳しい状況の中でも住民サービスの低下を招かない

よう、臨時職員あるいは嘱託職員で補充をし、対応をしてきたところであります。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 佐藤 孝君。 

２番（佐藤 孝君） 町の職員定数条例１２１名です。現在３名派遣されておりますが、

定数は同じなのですが、実際に役所の中で働いている方は、ここにいる方よりも３名

少ない状態ですね。 

   それで、この定数が３名あいていると、今１１８名です。なぜ定数を充足しないの

か。そして、定数を充足しないで、いわゆる非正規職員を増加させている背景、それ

と当面の職員採用計画を改めてお示しをいただきたいと思います。 

議長（東海林一樹君） 副町長。 

副町長（佐藤弘利君） ８年半前に東日本大震災がございました。その当時は、行政改革

の真っただ中でありまして、職員の人件費等の縮減等々含めて、町の将来をどうする

かというようなことで議論を深めていた時期でございます。その折に、ああいった大

きな災害がございました。それで、先ほども答弁させていただきましたように臨時職

員、あるいは嘱託職員、今すぐに採用できる、補充できるということもありまして、

即座の対応を図ってきたというような状況でございます。 

   それから、今後の採用ということでございますけれども、これにつきましては、こ

れまで同様、退職者補充を基本に採用してまいりたいと考えております。 

   なお、組織の維持、後継者育成の観点から、退職者がいない、あるいは少ない年に

おいても、できれば複数人を採用したいと考えているところであります。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 佐藤 孝君。 

２番（佐藤 孝君） 今回の地公法と地方自治法の改正の趣旨は、副町長ご案内のとおり、

不安定雇用職員の労働条件を改めるということはもちろんでありますが、１年更新な

どの、いわゆる臨時職員の将来的な不安を解消するものを目指してあることに、この

意義があるわけであります。 

   もう一度聞きます。定数を満たすための計画をお示しください。 

議長（東海林一樹君） 副町長。 

副町長（佐藤弘利君） 定数１２１名でありますが、３名の開きがございます。佐藤議員

におかれましても監査委員ということで重責になっていただいておりまして、経常収

支比率、平成３０年度の比率が８８．６％という状況でございます。 

   ご存じのように、非常に窮屈な財政状況になりつつあるということでありまして、

今後、会計年度職員が導入となりますと、もう９０％というようなことになるのかな

と、そういった状況、さらには今後の震災復興の状況等々見比べて、慎重に対応して

まいりたいというふうに考えます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 
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議長（東海林一樹君） 佐藤 孝君。 

２番（佐藤 孝君） どうも納得できない答弁で残念であります。 

   財政状況だけで、そういう定数補充をしないというのは、極めて私からすればずれ

ていると、こう指摘せざるを得ません。腰を据えて仕事をして、住民サービスを向上

させることがとても重要で、基本というべきでありますから、そういう意味では非正

規職員は、こういう言葉を使ったら大変申し訳ないのですが、あくまで臨時的要素、

あるいは季節的に業務量が変化することへの対応だと、私はこのように認識をしてい

るものであります。 

   基本は正規職員、任期付も含めてでありますが、配置をするのが、私当然の町とし

ての責務だと思いますが、改めて町長の見解をお伺いしたいと思います。 

議長（東海林一樹君） 町長。 

町長（太田久雄君） それでは、私のほうから答弁をさせていただきたいと思います。 

   実は、私が町長に就任しましたのは平成２４年１１月ですね、就任をさせていただ

きました。そのときは、非常に大震災復旧の真っただ中ということでございまして、

かなりの業務量がまだ残っておった状況がございます。とにかくその業務を推進しよ

うというこということで、次年度から数多くの予算編成をさせていただいております。

７６億円、１３０億円、１１２億円、そして９２億円という通常予算の２倍から３倍

の予算を編成し、いろいろとやってまいりました。 

   そこに必要だったのは、人と時間でありました。まず人をどうするんだということ

になりますと、これは機動的に対応でき得る嘱託職員、それから臨時職員、あとは任

期付職員もその流れの中での採用ということで、ここまできておるところでございま

して、何とかここまで職員含め、この国見町をここまで対応してきたと思っておりま

す。 

   町民の皆様方からは、とにかく頑張っていただいたと、あるいは職員の意識改革が

なされたというようなことも、数多く聞いてきておるところでございますし、さらに

は議会の皆様方からのさまざまなご支援、ご協力もいただきながら、現在の国見町が

あるかなと、このように思っております。 

   お質しのその職員の採用等々の件についてでございますけれども、基本的には、こ

れまで機動的に対応できるような職員の採用ということで、当然ここまでやってまい

りました。今後は、やはり私、２つあるんだろうなと思っておりまして、１つは、私

ども町民福祉の向上、つまり町民目線で業務をしっかり推進していかなければならな

い、そういうことが１つあるんだろうと思います。 

   それと同時に職員の負担の軽減、どうするんだという議論も当然出てくるだろうと、

このように考えております。そういった観点から、現在、副町長座長での組織を見直

す、定数といいますか職員の数も含めて、いろいろ現在検討しておるという状況がご

ざいます。さらには今後の震災復興の状況、こういったものを十分見きわめながら、

今後の定数管理について、しっかり対応していく必要性があると思っております。 

   議員お質しの１２１名の定数ということでございますので、今後は、先ほど申しま
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した、いろいろな観点からお互いにウイン・ウインになる関係、町民福祉、そして職

員の負担軽減、そういったことも十分踏まえながら、しっかりとこれは検討しながら

対応してきたいと、このように考えておるところでございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 佐藤 孝君。 

２番（佐藤 孝君） いみじくも副町長、町長ともお話しされましたが、定数管理、やっ

ぱり退職者の人数もありますから、やめた方を一遍にその分埋めるとか、あるいは逆

にゼロだからゼロだということでないのは、私もわかります。やっぱり１０年スパン

ぐらいで職員の定数管理はしっかりとやっていただきたいし、この件については、引

き続き議会の中で発言をさせていただきたいと思います。 

   いずれにしても、いろいろな考え方があるわけであります。定数１２１名の職員で、

本来は役場の職員が回るというのが、これ原理原則なわけです。ただ、そういっても、

行政動く生き物でありますから、そうはいきません。 

   現在２２８名の正規、非正規の職員がいないと行政がうまく回らないと、町民サー

ビスの低下につながると、これはもう今明確になっているところであります。 

   そこで、超過勤務もかなり増えている現状がありまして、議会の場でも、大分長年

この問題が取り上げられてきたのは承知をしております。震災前、これ先ほどと同じ

平成２０年度の実績が７,１１１時間、１,８８６万円です。昨年度が２万６,０９８

時間で６,６２５万円、これは水道事業を除いた数字というように、私は総務当局か

ら伺っております。約３．６倍という、こういう水準がここ数年継続をしている。平

成３０年度は、これ単純に割りますと、正規職員一人当たり２２１時間ですね、１年

間で、平均ですよ。これ非正規職員を加えて２２８名で割っても、１人１１４時間で

す。到底ちょっと理解不能な数字だと、私は受け止めております。 

   参考までに、総務課長お伺いしますが、昨年度、平成３０年度で１カ月１００時間

を超えている職員は何人いらっしゃいますか。１００時間を超えた延べ月数もあわせ

てお答えをいただきたいと思います。 

   もう一つ、最も多い超過勤務を行った職員は、年間何百時間なのかお答えいただき

たいと思います。 

議長（東海林一樹君） 総務課長。 

総務課長（引地 真君） お答えいたします。 

   平成３０年度において１００時間を超えた職員の数でございますが、延べ人数で

１８人でございます。実人員で申し上げますと７人でございます。 

   そして、また最大の超過勤務時間、こちらが１,０４１時間でございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 佐藤 孝君。 

２番（佐藤 孝君） 今、総務課長が答弁されたのが実態であります。何でこんな時間に

なってしまうのか、先ほどの震災への対応ということはわかるんですが、それにして

も余りにも膨大な数字と指摘せざるを得ません。職員の体調が極めて心配になるもの
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であります。 

   そこで、厚生労働省が示しております超過勤務の過労死ライン、当然、当局の皆さ

ん知っていると思いますが、これもはるかに超えている現状にあります。事故が起こ

ってからでは遅いわけでありますから、人間の尊厳にかかわる事態であります。町と

しては、そういう意味ではちょっと認識が、余りに遅いのではないかと、申し訳ない

のですが指摘せざるを得ません。 

   総務課長に改めてお尋ねします。 

   超過勤務の過労死ライン、平成１３年１２月に、これは脳疾患と心臓疾患、それか

ら平成２３年１１月には、いわゆるメンタルに関する厚生労働省の労働基準局長通達

が出ていると思いますが、今お答えいただきたいのは、平成１３年１２月の脳疾患と

心臓疾患に関する認定基準、通達、これ簡潔にお答えいただきたいと思います。 

議長（東海林一樹君） 総務課長。 

総務課長（引地 真君） お答えいたします。 

   平成１３年１２月に出されました労働基準局長の通達でございますが、こちらで申

し上げますと、発症前１カ月おおむね１００時間、または発症前２カ月間ないし６カ

月間にわたって、１カ月当たりおおむね８０時間を超える時間外労働という数字が記

載されております。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 佐藤 孝君。 

２番（佐藤 孝君） 単純に計算しても、先ほど答弁の１,０４１時間の職員がいらっし

ゃいますが、これ１２で割っても８０時間超えています。当然、濃淡ありますから、

１００時間ではなくて、多分２００時間に近いような数字、ちょっと私そこまでわか

りませんが、だと思います。 

   どう考えても、国が過労死ラインとして示しているラインをはるかに超えた実態が

国見町で起こっているということは、これ否めない事実であります。超過勤務の実態

について、町長は先般の会議でも、監査の先週の町長のご挨拶でも、常々頭の痛い話

だと、こういうことをおっしゃっておりますが、実は頭が痛いのは、ぎりぎりの状態

で仕事をしている職員のほうなのです。職員は町長の指示と命令で仕事をしているわ

けです。職員の命、健康、そしてその家族を預かる最高責任者として、この異常な事

態をどういう形で改善するのか、あるいは方策をお持ちなのか、町長にお尋ねしま

す。 

議長（東海林一樹君） 町長。 

町長（太田久雄君） これは、先ほどもご答弁申し上げましたように、ここまで大震災の

さまざまな事業の推進、あるいは元気活力事業等々、いろいろな形でここまで推進を

してきたということ、これは議員も十分ご承知かと、このように思っております。そ

の流れの中では、当然先ほど来申し上げておりますように、臨時職員とかあるいは嘱

託職員の採用等々によって、少しでも職員の業務の軽減を図るということ、さらには、

元気活力事業等々いろいろやってまいりましたけれども、そういった事業の削減、そ
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ういったことも図るべく、鋭意ここまで対応してきているという状況かなと思ってお

ります。 

   と同時に、やはり先ほどこれ申し上げました。町として、当然私自身もであります

けれども、議員の皆様方も、あるいは職員もそうでありますけれども、当然町民の目

線、町民福祉の向上をどうするんだという議論ですね。そこをやっぱりしっかりとポ

イントを当てながら、業務をやっていくということ、これがベースとして私あると思

っているのです。 

   それと同時に、今議員お質しになりました、職員の健康管理どうするんだというこ

と、これは、私としてもしっかり、これは当然やらざるを得ないという状況かなとい

うように思っております。今後につきましては、先ほど申し上げました職員の管理の

問題、そして町民の目線、そういったものを十分ミックスしながら、どちらもうまく

動くような形で、しっかりと目配りしながら、今後ぜひ調整を前に進めていきたいと

思っております。 

   ただ今ご指摘の部分については、私も初めて知ったことで、１,０００時間超えて

いるということでありますので、それは異常な事態だったということで深謝申し上げ

たいと思います。今後そういったことの生じないように、これは町全体、副町長以下

でしっかりと管理しながら、ぜひこれは前に進めてまいりたいと、このように考えて

おるところでございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 佐藤 孝君。 

２番（佐藤 孝君） 驚きました。この実態知らないという、これはないのではないです

か、町長。この実態知らなかったというのは、それはないでしょう。 

議長（東海林一樹君） 町長。 

町長（太田久雄君） １,０００時間を超えているということ、１人の方がそこまでちょ

っと私も承知しなかったということであります。ただ、１カ月１００時間を超えてい

るという状況などの報告は受けていますけれども、そういったことがあったというこ

とは、今初めて承知しましたので、それは今申し上げたところであります。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 佐藤 孝君。 

２番（佐藤 孝君） 一朝一夕にこの問題を、一挙に超勤時間を減らすということは、な

かなかこれ難しいと、私も十分に承知をしております。 

   ただ、私がここで主張したいのは、町の方向性、町の基本的な考え方、これをしっ

かり持っていただかないと、町長がおっしゃるように町民福祉のサービスを低下させ

てはならない、これは誰もわかっているわけです。その上に立って今の職員、この厳

しい２２８名の職員が日夜仕事をして、これだけの残業をしていると、こうでないと

町が回らないということを改めて町長に認識をしていただきたいと、このように思い

ます。いずれにしても、改善するというこの言葉に終わらず、早急に改善方策を策定

して、実行することを強く求めたいと思っております。 
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   今までのことを言いかえれば、今の正規職員、非正規職員を含めた２２８名の職員

数でも、膨大な残業をしないと役場機能が回らないと、こういうことが明らかなわけ

であります。ただ、職員を増やせばいいのかということ、そんな単純なことではない

ことは、私も百も承知であります。やはり早急な対応、真剣な対応をしないと行政の

機能がいずれ麻痺していくと、このこともあわせて指摘をしていきたいと思います。 

   そこで、先ほど１,０４１時間の職員の話が出ましたから申し上げますが、実は、

震災に伴って、この担当の係は事業が縮小されました。そこで、そこの係を１名減ら

して、違うところに配置転換をしたわけです。ところが、震災からの復興が進んで業

務が実質上復活をした。ところが人は増えない。こういう無責任な状態を放置してい

るのが先ほどの現状だということを、ぜひ町長もう一度認識をしていただきたいと思

います。 

   そこで、前回の浅野議員も質問いたしましたが、現在、県に１名派遣をされており

ます。それから、道の駅にも２名派遣をされております。役場そのものが異常事態に

なっているときに派遣をするという、私は判断がなかなかつきません。この際、迷う

ことなくこの３名の派遣職員を役場に戻すことをぜひ検討をしていただきたいし、人

員配置の見直し、それから機構の抜本的な改革、後で申し上げますが、事業の聖域的

見直しの必要性もあろうかと思います。この点についての考えをお願いいたします。 

議長（東海林一樹君） 副町長。 

副町長（佐藤弘利君） お答えをいたします。 

   先ほど町長の説明の中にもありましたけれども、振り返ってみますと、平成２６年

度、当初予算１３０億円です。そういう中で、職員一丸になって復旧・復興にあたっ

てまいりました。そして、何とか光が見えるような状況になってまいりました。平成

３１年度当初予算、５６億９,０００万円であります。予算の上では、震災前に近づ

きつつありますけれども、このように事業量についても縮小傾向にはありますけれど

も、復興創生終了期間、来年度１年ございます。その中でまだまだやらなければなら

ないことがございます。 

   超過勤務につきましては、非常に高い状況でありますけれども、平成２８年度をピ

ークに年々減少しているところでところであります。今後も定数管理を踏まえて、人

員の配置等にしっかりと対応してまいりたいと考えているところであります。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

（「派遣職員はどうなる」の声あり） 

副町長（佐藤弘利君） その辺の部分も、どうしてこういう厳しい状況の中で県に派遣す

るのか、あるいはまちづくり会社のほうに派遣するのかという議論、当然ございます。 

   ただ、これからの国見町の継続的な維持発展を図っていくという見地に立ったとき

に、職員を育てる、人のつながりを作っていく、さらには行政も運営から経営へ。そ

ういう要素が求められる時代になってまいりました。そういう中で、生きた現場でそ

の経営を学んでくる、こういうことも大事かと思っています。 

   なお、今後の動向等しっかり見きわめながら、その辺の部分についても慎重に検討
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してまいりたいと考えております。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 佐藤 孝君。 

２番（佐藤 孝君） どうも納得できない答弁でありますが、今後これについて、改めて

議論させていただきたいと思います。 

   今回の先ほどの地方公務員法と地方自治法の法改正では、いわゆる非正規職員の取

り扱いを適用条項で今まで２２条とか何条とかと区分けしていたものから、勤務時間

によりますフルタイムとパート職員に大別をされております。 

   そして、この大きな変更点は、これまで制度としてなかったいわゆる非正規職員へ

の退職金の支給、これが７時間４５分勤務の方に、フルタイム職員に支給対象となっ

たことです。それから期末手当、かなり前は期末手当を支給していましたが、これは

パート職員も含めて支給対象になります。もっと細かく言えば、給与の格付も変わる

ということが条例の中身でも明らかになっております、今回出されている条例の中で

は、それらに伴う人件費総額がどの程度増額になるのか、その財源が地方交付税で保

障されるのか、総務課長お答えください。 

議長（東海林一樹君） 総務課長。 

総務課長（引地 真君） お答えいたします。 

   現在雇用しております臨時職員、嘱託員を、仮に全てフルタイムの会計年度任用職

員として採用した場合の試算でございますが、町は新たに約７,４００万円の負担増

が発生すると見込んでおります。町といたしましても、必要財源の確保については大

きな課題となりますことから、どのような地方財政措置がなされるのか、県に問い合

わせをしていたところでございます。そうしたところ、財政措置の具体的な内容につ

いては、未だ国から示されておりませんとの回答にとどまっているところでございま

す。 

   なお、７月３０日に福島県町村会が福島県選出の国会議員に、また８月２日には北

海道東北６県の町村会協議会が、さらには８月６日に全国町村会が、それぞれ総務省

財政局に対して、令和２年度の政府予算編成及び施策に関する要望として、「会計年

度任用職員制度導入における期末手当等の支給に係る町村の財政負担について、十分

な地方財政措置を講じること」とする要望活動を行っているところでございます。 

   いずれにいたしましても、会計年度任用職員の制度化に係る地方財政措置につきま

しては、引き続き国の動向を十分に注視してまいりたいと考えているところでござい

ます。 

   以上、答弁といたします。 

２番（佐藤 孝君） ７,４００万円の財源が必要となると、そういう答弁でございまし

た。この数字はあくまでもマックス、最大積算ということでありますから、そこまで

は増えないと私も考えております。ただ、それに近い大きな財源が必要になることは

間違いありません。ましてや、その地方交付税で保障される見通しが現時点で立って

いないということになれば、当然、最悪を想定しての財源の捻出が必要になってくる
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わけであります。 

   町で、そのための対応として、これからの自治体サービスと組織等検討委員会を立

ち上げて、事業等の見直しも進めていると承知をしておりますが、現在どこまで進ん

でいるのか、その進捗状況をお答えいただきたいと思います。 

議長（東海林一樹君） 副町長。 

副町長（佐藤弘利君） お答えをいたします。 

   国見町これからの自治体サービス組織検討委員会、これにつきましては、副町長、

私を委員長、そして教育長を副委員長、委員は全管理職ということで、全庁的な体制

で開催をしております。５月から既に８回を開催しているところでありまして、会計

年度任用職員の採用について議論するにいたしましても、機構の検討をするにいたし

ましても、今後の業務量がどうなのだということを把握することが基本でありますの

で、そこの部分に重点を置いて検討をしているところであります。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 佐藤 孝君。 

２番（佐藤 孝君） 当然、１つの問題だけではなくて、広範囲にわたっての議論がされ

ているものと認識をしております。具体的なことは私もよくわかりませんので、これ

以上は申し上げませんが、一般論で言えば、財源の捻出は３つしかないと、私は思っ

ています。１つは、人件費総額を変えないで再配分を行う。つまり、正規職員の人件

費を非正規職員分に回すというのが１つ。それから、もう一つは非正規職員の人員を

削減すること。３つ目は、町が今進めようとしている事業の見直し、いわゆる事業の

縮小、整理等も、というのが、これ３つがあると思っています。 

   それ以外にもあるのであれば、教えていただきたいと思いますが、人件費総額を変

えないで正規職員分を非正規職員に回すというのは、これは今回の法改正の趣旨から

あり得ない選択ですから、これは多分、町としても考えていないと思っています。 

   それから、２つ目の人員削減、これは繁忙のために採用している非正規職員を減ら

せば、残されている正規職員と非正規職員に負担がかかり過ぎますから、これまで以

上の、いわゆる残業が増えると、こういうことになれば、現実的な対応とはいえない。 

   そうしますと、私がさっき３つ目に申し上げた事業の見直しが、当然現実的な対応

として浮上するわけであります。住民生活に直接影響が出る事業は避けることとなる

と思いますが、改めて事業見直しを進めているとなれば、どのような事業を、この見

直し対象といいますか、削減、整理、統合の対象になっているのか、現時点で結構で

すから、お答え願いたいと思います。 

議長（東海林一樹君） 副町長。 

副町長（佐藤弘利君） お答えをいたします。 

   検討委員会、先ほど申し上げましたように８回開催をしております。それでは今後

の業務、どうなるんだというようなことで協議をしているわけでありますけれども、

いずれも住民福祉の向上、さらには住み良い町を作る上では大切なものばかりで、な

かなか見直しの対象ということには至らないような状況でございます。 
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   ただ、先ほど来申し上げておりますように、復興創生の最終年度、これが来年でご

ざいますので、これに合わせて取り組んでいる事業等もございます。そういうことで、

来年度いっぱいは、まだまだ事業量ございますけれども、令和２年以降については減

少してくるのかなと。そして、さらに復興創生に向けた復興特別交付税、こういった

ものをベースにいろいろイベントとか開催しておりますけれども、こういうものにつ

きましても、そういった状況等を見ながら対応していきたいと考えているところです。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 佐藤 孝君。 

２番（佐藤 孝君） 繰り返し、もう一回だけ質問させていただきますが、今の話を聞い

ていると、事業の見直しは、基本的に今年度はやらないと。やるとすれば、令和３年

ということですか、令和３年から、その本格的見直しのスタートをするという、私そ

う今聞こえたんですが、それでよろしいのかというのが１つです。 

   それから、最後に副町長おっしゃったこと、ちょっとよくわからなかったので、も

う一回最後のところだけお願いします。 

議長（東海林一樹君） 副町長。 

副町長（佐藤弘利君） 先ほど答弁いたしましたように、復興創生期間、これが来年度ま

ででございます。そういったことで、その期間の中でいろいろやらなくてはいけない

事業があるということで、一遍には来年度、業務量の減少ということは、見込むのは

難しい。ただ、人員の配置等、超過勤務の状況等におきまして、課の中、あるいは人

によって非常にでこぼこがあるわけでありますので、その辺については定員管理を踏

まえるとともに、人員配置等を十分に検討いたしまして、そういったでこぼこがない

ようにしたいと思っているところであります。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 佐藤 孝君。 

２番（佐藤 孝君） 総体の事業が減らないということになれば、先ほど言った２２８名

であれだけの残業をしないと役場はまわっていないわけですよね。その状態が基本的

に続くということですよ。１人平均で百何十時間、一般職員、正規職員だけでいえば

年間２２０時間です。その状態が放置されるという、私今の答弁であって、非常に残

念です。先ほどあれだけ私が言っても、まだ認識していただけないのかなと思って残

念に思っています。いずれにしても、このことを繰り返しても、ここで決着つきませ

んので、まだまだ質問、先ほどの検討委員会、まだ終わってないと認識をしておりま

すので、これからでも事業の見直しをしっかりして頂きたいです。ただ、それが間に

合うか、間に合わないかは別次元の話ですからね。そのことをより明確にしていただ

きたいこのように思っているところであります。 

   そこで、大きな懸念材料として、この財源捻出の際に、これまで７時間４５分で働

いていた方がいらっしゃいますが、この方を７時間３０分までの、いわゆるパートに

切りかえて、フルタイム職員が支給される退職金の支給から外す、こういうテクニッ

クも一部では、ささやかれております。これも本末転倒の対応で、まさかそのような
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ことは選択をしないと思っております。 

   フルタイムかパートタイムの判断は、あくまでも業務内容によってしなければなら

ないと思いますが、その基準が今どこにあるのか、総務課長お答えください。 

議長（東海林一樹君） 総務課長。 

総務課長（引地 真君） お答えいたします。 

   会計年度任用職員の採用、あるいはフルタイムかパートタイムかの判断につきまし

ては、議員お質しのとおり、経費的なことだけで判断すべきではないと考えておりま

す。その会計年度任用職員を配置することが、町民の福祉向上を図る上で必要な業務

か否か、またはその業務の内容に基づいて判断すべきものと考えております。 

   喫緊に対処しなければならない業務は何か、今後必要とされる業務は何か、そのた

めに正規職員は何人必要か、これを補助する会計年度任用職員は何人必要かという町

民福祉の向上のために真に必要な業務に、真に必要な正規職員または会計年度任用職

員を充てるという基本に立って、判断すべきものと考えております。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 佐藤 孝君。 

２番（佐藤 孝君） もう一つ、これも一般論で申し上げますが、これまで非正規職員が

担ってきた業務を民間に委託するという選択も当然あります。これは法律を読んでも

らえばわかるように、本来あってはならないことであります。 

   ただ、先ほど副町長の答弁で、来年度、令和２年度については、基本的に事業の見

直しは復興期間があるので、これは基本的に考えていないという答弁がございました。

これも当然、選択肢はないと、こういう理解でよろしいですか。 

議長（東海林一樹君） 総務課長。 

総務課長（引地 真君） お答えいたします。 

   １つ前のご質問で答弁をしましたとおり、まずはその業務を外部委託することが町

民の福祉向上を図る上で、適切か否かで判断をすべきかと思っております。 

   ただし、民間委託にした場合について、直接雇用よりも割高になる傾向がございま

す。そういったこともございますので、慎重を期すべきものと考えております。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 佐藤 孝君。 

２番（佐藤 孝君） そのように安易に人を切ったり、あるいは業務を民間に移譲するよ

うなことは、ぜひ避けていただきたいと思います。あくまで客観的な見直しを進めて

いただくと、このことを重ねてお願いしたいと思います。 

   今議会で条例案が提案をされております。具体的な問題については、条例ではなく

て規則で定めるようになると思います。来年の４月が施行日でありますから、誰がど

う考えても１２月議会までに詳細を固めていかないと、来年４月採用の会計年度職員

の公募に影響が出てきます。もちろん、来年度の予算編成にも大きな影響が出ること

は、これ明白であります。早目に対応しないと、いわゆる有能な職員がほかの自治体

へ、条件が良ければ外へ流れること、ほかの自治体や、あるいは企業に流出をする、
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こういうことが懸念をされるところであります。 

   具体的な会計年度任用職員の、いわゆる勤務条件が、具体的にここで、規則で決ま

ってくるわけだと思いますが、当然関係する職員との協議、合意、これが必要になる

分野も多いと思います。規則に定める内容等、１２月議会がリミットだとすれば、そ

の間の流れについてお答えください。 

議長（東海林一樹君） 総務課長。 

総務課長（引地 真君） お答えいたします。 

   今定例会に提出いたしました会計年度任用職員制度導入に関する条例内容につきま

しては、組織等検討委員会での議論とあわせ、町職員労働組合との事前協議、合意形

成を行っているところでございます。 

   また、今後制定いたします規則の内容につきましても同様、町職員労働組合等との

継続協議、合意形成を図ってまいりたいと考えているところでございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 佐藤 孝君。 

２番（佐藤 孝君） １２月まで間に合うという理解をいたしました。 

   実は、この問題は２年前からわかっていたことです。当然、役場の総務当局は、十

分にその対応をこれまでしてきたと、私は思っております。 

   この時間的余裕を考えれば、労働組合と町当局との、いわゆる協議、合意がないま

まにこの制度がスタートをすることがあってはならないし、これまでの時間的なこと

を考えれば、あるはずもないと私は思っております。交渉の窓口である副町長のご見

解を伺いたいと思います。 

議長（東海林一樹君） 副町長。 

副町長（佐藤弘利君） お答えいたします。 

   十分に組合のほうとも協議をして、おくれないように、さらには見切り発車等しな

いように進めてまいりたいと考えております。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 佐藤 孝君。 

２番（佐藤 孝君） 見切り発車しないということでよろしいですか。 

議長（東海林一樹君） 副町長。 

副町長（佐藤弘利君） 答弁したとおりです。 

議長（東海林一樹君） 佐藤 孝君。 

２番（佐藤 孝君） 改めて申し上げますが、今回の法改正は、非正規職員という不安定

雇用労働者の勤務条件を改善することが、今回の制度導入の最大の目的、背景であり

ます。安倍政権の働き方改革の柱の一つでもあるわけです。職員政策大転換期である

ことを理解をして、住民サービスを担う職員が誇りを持って、安心して仕事ができる

環境を作ると、そういう意味で、町長の決意をお答えいただきたいと思います。 

議長（東海林一樹君） 町長。 

町長（太田久雄君） 私のほうからお答え申し上げたいと思いますけれども、会計年度職
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員の条例化につきましては、今議会でご提案申し上げているということでございます。

また、細部の内容等については、副町長座長の検討委員会の中で、いろいろと検討し

ているということになってございます。 

   私、ポイント的な部分、３つあるかなと、このように思っておりまして、１つは、

先ほど議員は当たり前だとおっしゃいましたけれども、やはり住民福祉の向上、いわ

ゆる行政機能が低下しないにはどうするんだという議論ですね。これがやっぱりベー

スに、私はあるんだろうなと１つ思っております。 

   それから、もう一つは財源の問題ですよね。財源をどうするかと、プラスアルファ

になりますので、そこをどう捻出するか。それは、国、県等々で今、協議を進めてい

ますので、そういった部分について、どういう形で確保しながら前に進めるかという

ことがあるんだろうなと思っております。 

   また、採用する職員の方に対して、いろいろ待遇とか、あるいは手当の問題がいろ

いろ出てきますので、そういった部分が不利にならないようにどうするんだというこ

とですね、その辺が重要な課題なのかなと思っております。今後、副町長座長の中で

検討しておりますし、また組合との協議などもございますので、これはお互いにウイ

ン・ウインになるような環境をどう築くか、そしてどうこの制度を前に進めるかとい

うことが、非常に私は重要な課題かなと思っております。いろいろと関係者からご意

見等を伺いながら、今議員からもいろいろ話を伺いましたので、そういったことを十

分踏まえながら、しっかりと前に進めてまいりたいと、このように考えているところ

でございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 佐藤 孝君。 

２番（佐藤 孝君） いずれにしても、今、町に住んでおられる町民福祉向上のため、そ

して、町民の小さな願いや切実な思いを実現する行政でなければならないわけであり

ます。そのため地に足が着いた政策の展開と行政運営の円滑化を求めるとともに、職

員の働き方に大きく関係する今回の条例制定でありますので、労使合意を前提に会計

年度任用職員の立場に立つ条件整備を強く申し上げておきたいと思います。 

   残り時間があと１０分になってしまいましたので、通告をしました次の質問であり

ましたが、途中で終わるようになってしまうということは明確であります。 

   したがって、１２月以降の議会で改めて通告をし、質問をさせていただきたいと思

います。答弁のため資料作成いただきました阿部課長はじめ、関係職員の皆様に心か

らおわびを申し上げて、私の質問を終わります。 

議長（東海林一樹君） これで、一般質問を終わります。 

◇          ◇          ◇ 

◇散会の宣告 

議長（東海林一樹君） 以上で本日の日程は全部終了いたしました。 

   明日５日は、午前１０時から本会議を開きます。 

   これで本日の会議を閉じます。 
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   長時間にわたりご苦労さまでした。 

（午後２時１３分） 

 



 
 
 

第  ３  日 
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◇開議の宣告 

議長（東海林一樹君） おはようございます。 

   暑い方は上着を脱いで臨まれても結構ですので、よろしくお願いします。 

   ただいまの出席議員は全員であります。定足数に達しておりますので、直ちに本日

の会議を開きます。 

（午前１０時００分） 

◇          ◇          ◇ 

議長（東海林一樹君） 本日の議事日程は、あらかじめお手許に配付したとおりでありま

す。 

◇          ◇          ◇ 

◇報告第７号 健全化判断比率の報告について 

議長（東海林一樹君） 日程第１、報告第７号「健全化判断比率の報告について」の件を

議題といたします。 

   本報告について説明を求めます。総務課長。 

総務課長（引地 真君） 報告第７号、健全化判断比率の報告についてをご説明いたしま

す。 

（以下議案書により説明） 

議長（東海林一樹君） 本報告は、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第

１項の規定により、報告のみにいたします。 

◇          ◇          ◇ 

◇報告第８号 資金不足比率の報告について 

議長（東海林一樹君） 日程第２、報告第８号「資金不足比率の報告について」の件を議

題といたします。 

   本報告について説明を求めます。総務課長。 

総務課長（引地 真君） 報告第８号、資金不足比率の報告についてをご説明いたします。 

（以下議案書により説明） 

議長（東海林一樹君） 本報告は、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第２２条第

１項の規定により、報告のみといたします。 

◇          ◇          ◇ 

◇報告第９号 専決処分の報告を求めることについて 

議長（東海林一樹君） 日程第３、報告第９号「専決処分の報告を求めることについて」

の件を議題といたします。 

   本報告について説明を求めます。総務課長。 

総務課長（引地 真君） 報告第９号、専決処分の報告についてをご説明いたします。 

（以下議案書により説明） 

議長（東海林一樹君） この報告は、議会の委任による専決処分につき、報告のみにいた

します。 

◇          ◇          ◇ 
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◇報告第１０号 専決処分の報告を求めることについて 

議長（東海林一樹君） 日程第４、報告第１０号「専決処分の報告を求めることについて」

の件を議題といたします。 

   本報告について説明を求めます。総務課長。 

総務課長（引地 真君） 報告第１０号、専決処分の報告についてをご説明いたします。 

（以下議案書により説明） 

議長（東海林一樹君） この報告は、議会の委任による専決処分につき、報告のみにいた

します。 

◇          ◇          ◇ 

◇議案第４７号 国見町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例 

議長（東海林一樹君） 日程第５、議案第４７号「国見町会計年度任用職員の給与及び費

用弁償に関する条例」の件を議題といたします。 

   本議案について説明を求めます。総務課長。 

総務課長（引地 真君） 議案第４７号、国見町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に

関する条例についてをご説明いたします。 

（以下議案書により説明） 

議長（東海林一樹君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 討論なしと認めます。 

   これから議案第４７号の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

   本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（東海林一樹君） 起立全員です。 

   したがって、議案第４７号は原案のとおり可決されました。 

◇          ◇          ◇ 

◇議案第４８号 国見町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条 

        例 

議長（東海林一樹君） 日程第６、議案第４８号「国見町印鑑の登録及び証明に関する条

例の一部を改正する条例」の件を議題といたします。 

   本議案について説明を求めます。税務住民課長。 

税務住民課長（吉田義勝君） 議案第４８号、国見町印鑑の登録及び証明に関する条例の

一部を改正する条例についてご説明申し上げます。 

（以下議案書により説明） 

議長（東海林一樹君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 
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議長（東海林一樹君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 討論なしと認めます。 

   これから議案第４８号の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

   本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（東海林一樹君） 起立全員です。 

   したがって、議案第４８号は原案のとおり可決されました。 

◇          ◇          ◇ 

◇議案第４９号 災害弔慰金の支給等に関する条例及び東日本大震災に係る災 

        害援護資金の貸付けの特例に関する条例の一部を改正する条 

        例 

議長（東海林一樹君） 日程第７、議案第４９号「災害弔慰金の支給等に関する条例及び

東日本大震災に係る災害援護資金の貸付けの特例に関する条例の一部を改正する条例」

の件を議題といたします。 

   本議案について説明を求めます。保健福祉課長。 

保健福祉課長（菊地弘美君） 議案第４９号の説明をする前に、字句の訂正をお願いいた

します。議案第４９号の表題のところです。「災害弔意金の」とあります「弔意金」

の「意」の字が「慰める」という字になります。ご訂正をよろしくお願いをいたしま

す。 

   それでは、説明をさせていただきます。 

   議案第４９号、災害弔慰金の支給等に関する条例及び東日本大震災に係る災害援護

資金の貸付けの特例に関する条例の一部を改正する条例についてご説明を申し上げま

す。 

（以下議案書により説明） 

議長（東海林一樹君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 討論なしと認めます。 

   これから議案第４９号の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

   本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（東海林一樹君） 起立全員です。 

   したがって、議案第４９号は原案のとおり可決されました。 

◇          ◇          ◇ 
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◇議案第５０号 国見町下水道条例の一部を改正する条例について 

議長（東海林一樹君） 日程第８、議案第５０号「国見町下水道条例の一部を改正する条

例について」の件を議題といたします。 

   本議案について説明を求めます。上下水道課長。 

上下水道課長（宍戸浩寿君） 議案第５０号、国見町下水道条例の一部を改正する条例に

ついてご説明申し上げます。 

（以下議案書により説明） 

議長（東海林一樹君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

   浅野富男君。 

１０番（浅野富男君） 議案第５０号について討論を行います。 

   ５０号については、ただいま説明がありましたとおり、消費税の増税に伴って行わ

れる改定であります。この税率が上がることによりまして、町民への負担増となるこ

と、また、このことにより景気の悪化を招くなどが懸念されていることにより、反対

をするものです。 

   以上です。 

議長（東海林一樹君） ほかに討論はありませんか。 

   佐藤定男君。 

６番（佐藤定男君） この議案に賛成の立場で申し上げます。 

   消費税の増に伴う改定でありまして、既に来月から施行されると。消費税アップで

す、これはもう確定の事実であります。反対という意見もアップにはありますけれど

も、行政上、それに対応して事務の手続を進めるというのは当然のことでありまして、

私は賛成いたします。 

   以上です。 

議長（東海林一樹君） これから議案第５０号の採決を行います。この採決は起立によっ

て行います。 

   本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立を願います。 

（起立多数） 

議長（東海林一樹君） 起立多数です。 

   したがって、議案第５０号は原案のとおり可決されました。 

◇          ◇          ◇ 

◇議案第５１号 国見町立幼稚園の保育料に関する条例の一部を改正する条例 

議長（東海林一樹君） 日程第９、議案第５１号「国見町立幼稚園の保育料に関する条例

の一部を改正する条例」の件を議題といたします。 

   本議案について説明を求めます。幼児教育課長。 

幼児教育課長（東海林八重子君） 議案第５１号、国見町立幼稚園の保育料に関する条例
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の一部を改正する条例についてご説明を申し上げます。 

（以下議案書により説明） 

議長（東海林一樹君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 討論なしと認めます。 

   これから議案第５１号の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

   本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（東海林一樹君） 起立全員です。 

   したがって、議案第５１号は原案のとおり可決されました。 

◇          ◇          ◇ 

◇議案第５２号 国見町立幼稚園預かり保育条例の一部を改正する条例 

議長（東海林一樹君） 日程第１０、議案第５２号「国見町立幼稚園預かり保育条例の一

部を改正する条例」の件を議題といたします。 

   本議案について説明を求めます。幼児教育課長。 

幼児教育課長（東海林八重子君） 議案第５２号、国見町立幼稚園預かり保育条例の一部

を改正する条例についてご説明申し上げます。 

（以下議案書により説明） 

議長（東海林一樹君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

   浅野富男君。 

１０番（浅野富男君） 幼児教育課長にお尋ねいたします。 

   ただいまの説明の中での預かり保育料ですけれども、これまでは月額ということで

非課税世帯それぞれ課税割合に分かれまして、月額というふうなことになっていまし

たけれども、今回の改正で日額４５０円ということになるということでした。この

４５０円についての根拠とはどういったものがあるのでしょうか。 

議長（東海林一樹君） 幼児教育課長。 

幼児教育課長（東海林八重子君） お答えします。 

   今回の改正によりまして、上限日額を国のほうで定めておられまして、その金額に

合わせたものでございます。 

議長（東海林一樹君） 浅野富男君。 

１０番（浅野富男君） もう一点お尋ねしたいと思います。 

   １万１３００円を超えるまでに利用されている方というのは、現時点で何人ぐらい

になるんでしょうか。 

議長（東海林一樹君） 幼児教育課長。 

幼児教育課長（東海林八重子君） お答えします。 
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   現在確認しましたところ、土曜日も含めて毎日利用されている方は１名と聞いてお

ります。 

議長（東海林一樹君） ほかに質疑ありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 討論なしと認めます。 

   これから議案第５２号の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

   本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（東海林一樹君） 起立全員です。 

   したがって、議案第５２号は原案のとおり可決されました。 

◇          ◇          ◇ 

◇議案第５３号 国見町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に 

        関する基準を定める条例の一部を改正する条例 

議長（東海林一樹君） 日程第１１、議案第５３号「国見町特定教育・保育施設及び特定

地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例」の件を議題

といたします。 

   本議案について説明を求めます。幼児教育課長。 

幼児教育課長（東海林八重子君） 議案第５３号、国見町特定教育・保育施設及び特定地

域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例についてご説明

を申し上げます。 

（以下議案書により説明） 

議長（東海林一樹君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

   浅野富男君。 

１０番（浅野富男君） 幼児教育課長に質問いたします。 

   今回の子ども・子育て支援法が１０月から施行されまして、無償ということに制度

が改まるわけですけれども、この中で副食費だけがこの無償の対象から外されるとい

うのが今回の法律の改正かなと思います。本当にこの子育て支援として考えるもので

あれば、副食費を外すのではなく全て無償とすべきと考えるところであります。その

上でこの制度を適用した場合、各自治体のこれまでの制度とのかかわりでいろいろ自

治体によって保護者側からすると、この対応といいますか、負担率が副食費の分とし

て新たな負担になるところ、あるいは変わらないところ、いろいろ出てくるものと思

っております。 

   それで、本町については、保護者の負担の割合はどのようになるんでしょうか。 

議長（東海林一樹君） 幼児教育課長。 

幼児教育課長（東海林八重子君） 今回の無償化につきまして、幼稚園の場合、給食費が
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主食、副食含めまして２６１円でございます。そのうち副食費の部分が先ほど条例の

ほうで説明いたしましたとおり、一定の所得要件未満の方、あとは第３子以降の方が

免除になる部分が、副食費を２１６円が免除になります。この場合、本来、利用料は

全員無償になりますので、それに加えて該当する免除対象の方はその副食費の分も負

担は軽減になると考えております。 

議長（東海林一樹君） ほかに質疑ありませんか。 

   佐藤 孝君。 

２番（佐藤 孝君） 幼児教育課長にお尋ねします。 

   現在の対象者、今と、それから今回の制度導入によって、免除になる人数、それか

ら免除にならない人数、免除にならない方の今後３月までの負担する総額を教えてく

ださい。 

議長（東海林一樹君） 幼児教育課長。 

幼児教育課長（東海林八重子君） お答えします。 

   現在、くにみ幼稚園には１３８名の園児がおります。その中で１０月以降、免除対

象者となる予定の方が、児童が５０人、免除対象外となる方が８８人になります。 

   今後その免除になる方の金額は、１０月以降で約８８万９０００円、免除にならな

い方、今後納めていただく部分が、収入として入ってくる分が約２０４万円となる予

定でございます。 

議長（東海林一樹君） ほかに質疑ありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 討論なしと認めます。 

   これから議案第５３号の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

   本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立を願います。 

（起立多数） 

議長（東海林一樹君） 起立多数です。 

   したがって、議案第５３号は原案のとおり可決されました。 

◇          ◇          ◇ 

◇議案第５４号 国見町水道条例の一部を改正する条例 

議長（東海林一樹君） 日程第１２、議案第５４号「国見町水道条例の一部を改正する条

例」の件を議題といたします。 

   本議案について説明を求めます。上下水道課長。 

上下水道課長（宍戸浩寿君） 議案第５４号、国見町水道条例の一部を改正する条例につ

いてご説明申し上げます。 

（以下議案書により説明） 

議長（東海林一樹君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 
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（「質疑なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 討論なしと認めます。 

   これから議案第５４号の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

   本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立を願います。 

（起立多数） 

議長（東海林一樹君） 起立多数です。 

   したがって、議案第５４号は原案のとおり可決されました。 

◇          ◇          ◇ 

◇議案第５５号 国見町水道料金増徴条例の一部を改正する条例 

議長（東海林一樹君） 日程第１３、議案第５５号「国見町水道料金増徴条例の一部を改

正する条例」の件を議題といたします。 

   本議案について説明を求めます。上下水道課長。 

上下水道課長（宍戸浩寿君） 議案第５５号、国見町水道料金増徴条例の一部を改正する

条例についてご説明申し上げます。 

（以下議案書により説明） 

議長（東海林一樹君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 討論なしと認めます。 

   これから議案第５５号の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

   本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立を願います。 

（起立多数） 

議長（東海林一樹君） 起立多数です。 

   したがって、議案第５５号は原案のとおり可決されました。 

◇          ◇          ◇ 

◇議案第５６号 令和元年度国見町一般会計補正予算（第２号） 

議長（東海林一樹君） 日程第１４、議案第５６号「令和元年度国見町一般会計補正予算

（第２号）」の件を議題といたします。 

   本議案について説明を求めます。総務課長。 

総務課長（引地 真君） 議案第５６号、令和元年度国見町一般会計補正予算（第２号）

についてご説明をいたします。 

（以下議案書により説明） 

議長（東海林一樹君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 
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   ７番渡辺勝弘君。 

７番（渡辺勝弘君） 環境防災課長にお聞きいたします。 

   先ほどの説明でも総務課長から一般会計補正予算の説明を聞きましたけれども、

９款の消防費、２目の原発災害対策費における補正増の１億１１３０万円ですけれど

も、それは仮置き場における回収ということなんですが、その中身について、もっと

詳細に教えていただければと思います。 

議長（東海林一樹君） 環境防災課長。 

環境防災課長（村上幸平君） ７番渡辺勝弘議員の質問にお答えいたします。 

   お質しの補正増の内容でございますが、まず１３節委託料につきましては、中間貯

蔵施設へ除去土壌の輸送が完了しました森江野方部１号、大枝方部１号の遮水シート

などの残置物撤去に係る運搬費と処分費用を補正増としたいものでございます。これ

につきましては、当初、原状回復工事にあわせて処分する予定でございましたが、県

内各地の仮置き場の原状回復工事が進む中で、残置物の処分受け入れがそれを制限す

るような処分場ができてきている状況にございますので、前倒しで実施したいとする

ものでございます。 

   続きまして、工事費の補正増につきましては、藤田方部１号の原状回復工事と、あ

と藤田方部３号、小坂方部２号の仮置き場の土砂運搬等によりまして発生します、仮

囲いのパネルと遮蔽土のうなどの仮設物の産廃処分料が、当初見込んでいた単価と比

較しましてかなり高騰したという事情がございましたので、その費用として補正増と

したいとするものでございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） ほかに質疑ありませんか。 

   渡辺勝弘君。 

７番（渡辺勝弘君） 続けて、環境防災課長にお聞きしますけれども、これはあくまでも

原状回復というか、震災前の形に戻すということが目的の仕事です。今言われた箇所

は１カ所、２カ所かわかりませんけれども、そうなってくると、残りの仮置き場の状

態がまだあると思うんですけれども、それは将来に向けてはどういう予定でやってい

くのかお尋ねしたいと思います。 

議長（東海林一樹君） 環境防災課長。 

環境防災課長（村上幸平君） お答えいたします。 

   今後の予定等々でございますけれども、現在仮置き場１１カ所ございます。そのう

ち５カ所が中間貯蔵施設で管理をしているところでございますので、基本的には輸送

が完了しました仮置き場につきましては、国と県と協議しながら、逐次、原状回復工

事に着手してまいりたいと考えているところでございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） ほかに質疑ありませんか。 

   浅野富男君。 

１０番（浅野富男君） 農業振興費の中で福島大学食農学類施設整備負担金ということで
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今回出費することになっておりますけれども、この負担金として求められる理由は何

か教えて頂きたいと思います。 

議長（東海林一樹君） 産業振興課長。 

産業振興課長（蓬田英右君） 浅野議員のご質問にお答えをいたします。 

   福島大学、今年度から食農学類、新設されました。以前より施設の整備が平成

３０年より進められておりまして、それに対する負担金ということになってございま

す。これにつきましては、以前、福島市に学類を誘致するということで期成同盟会が

組織されております。その期成同盟会に対しまして、福島大学のほうから建設費の整

備負担金、それを要請されていたという経過になってございます。その後、その負担

金につきましては、期成同盟会を構成する自治体に行政機関に対しての要請というこ

とになっておりまして、これまで福島市、伊達市、川俣町、飯舘村のほうでは既に負

担を決定いたしまして、負担するということになってございます。 

   それで、町といたしましても、そのような状況にありまして、町の基幹産業であり

ます農業振興や活性化に向けて、食農学類が持つ知識や技術等を活用、また調査研究

等の成果の還元を受けるために食農学類との連携協力関係の構築は欠かせないという

ことを考えており、協定も締結をしております。それで、周辺市町村の財政支援の状

況なども踏まえまして、また町の農業振興に向けて総合的な判断のもと、今回財政支

援について補正予算として計上したものでございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） ほかに質疑ありませんか。 

   八島博正君。 

１１番（八島博正君） ただいまの１０番浅野議員の質問に関連して質問をいたします。 

   この負担金、福島市、伊達市をはじめ４市町村ですが、どういう事業でどのぐらい

の総額で、この国見町の１,５１４万円はこの金額の算定基準、人口とか何かあるん

でしょうけれども、どのようになっているんでしょうか。この事業に対してもう一度

詳しく説明願います。 

議長（東海林一樹君） 産業振興課長。 

産業振興課長（蓬田英右君） 八島議員のご質問にお答えいたします。 

   この負担金につきましては、先ほども答弁いたしましたとおり、食農学類棟、建物

ですね、その建設の整備負担金ということになってございます。それで、全体的な金

額のお話と負担割合ということでございますが、施設の整備費総額につきましては、

１７億１２００万円と算定されております。そのうち期成同盟会の会員、行政機関だ

けでありません。ＪＡふくしま未来も入っておりまして、ＪＡふくしま未来のほうで

は、そのうち１億円を負担するというような経過になっております。残り１６億

１２００万円のうち、福島市に食農学類が設置された場合、福島市に及ぼす経済波及

効果、これは９割あるというようなとうほう地域総合研究所の報告書、それがありま

すので、それに基づきまして期成同盟会の会員であります福島市が１６億１２００万

円の９割、１４億５０８０万円を負担しまして、残り１億６１２０万円を期成同盟会
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のほかの６市町村ありますが、６市町村で負担するというような案が示されておりま

して、そのうち先ほど言いました４つの市町村については負担を決めて実行している

ということであります。その福島市を除く６市町村の負担額１億６１２０万円の約

１割を均等割ということで、残り約９割を議員お質しのとおり、銀行按分割として算

出した金額となっております。その算定方式に基づきまして、国見町に対する財政支

援要請額につきましては１,５１４万円というような額となっております。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 八島博正君。 

１１番（八島博正君） この財政は国見町の自主財源から支出するんでしょうか。それと

も、交付金なり、あるいは県の補助金なりで対応してもらえるんでしょうか。 

議長（東海林一樹君） 産業振興課長。 

産業振興課長（蓬田英右君） お答えいたします。 

   この負担金の財源につきましては、国見町復興基金からの繰り入れということで賄

っていきたいというふうに考えてございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） ほかに質疑ありませんか。 

   松浦和子君。 

３番（松浦和子君） 幼児教育課長にお伺いいたします。 

   １３ページ、２款民生費、２項児童福祉費、３目児童健全育成費、１３節委託料

６０６万２０００円の委託料についてお伺いいたします。 

議長（東海林一樹君） 幼児教育課長。 

幼児教育課長（東海林八重子君） お答えいたします。 

   こちらの委託料は、１つが環境整備、こちらは預かり保育の砂場の入れかえとして

５万円、システム改修事業は、幼児教育無償化に伴うシステム改修費でございます。

当初予算におきまして、まだこちらの事業、詳細が決まっていなかったということも

あり、当初出せる範囲での予算の確保ということで、当初予算では１０５万

６０００円計上しておりましたが、今回改修内容の詳細が具体的に決まったというこ

とで、今回その差額分６０１万２０００円を補正として計上させていただきました。

こちらの経費につきましては、歳入のほう、８ページになりますが、１４款国庫支出

金、第２項民生費国庫補助金の中で幼児教育無償化システム改修事業補助金というこ

とで国庫補助で入ってくる予定となっております。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） ほかにございませんか。 

   松浦常雄君。 

８番（松浦常雄君） １４ページの林業費、１３節委託料とありますが、このふくしま森

林再生事業で行うのは、どこの場所でどのような種類の樹木をどのくらい植えるのか

ということを伺いたいと思います。 

議長（東海林一樹君） 産業振興課長。 
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産業振興課長（蓬田英右君） 松浦議員のご質問にお答えをいたします。 

   今回の補正予算で計上させていただいておりますのは、今年度当初の事業計画であ

りますと、石母田地区１８林班の森林整備、これにつきましては間伐、植栽等になっ

ております。あと、大木戸地区２１、２２林班の森林整備、これにつきましては、や

はり間伐、あと植栽等となっております。そのほか内谷地区、石母田地区で下刈りの

事業を進めております。これらにつきましては既に事業業務を発注しているところで

あります。今回の補正につきましては、石母田地区１８林班の森林整備で松くい被害

木の伐採などに伴います作業道の整備延長の増と、それに伴いまして、土場、伐採し

たものを置く場所です。その設置面積の増ということでお願いしております。また、

植栽苗の成長促進のための下刈りの追加となります。あと、大木戸地区２１、２２林

班の森林整備では、現場の地形に応じた作業道の整備ということで作業道の延長が増

となるものであります。また、次年度事業の前倒しといたしまして、大木戸地区２１、

２２林班森林整備のうち、やはり作業道の整備と土場の設置を進めたいとすることで

今回補正予算を計上させていただきました。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） ほかにございませんか。 

   佐藤 孝君。 

２番（佐藤 孝君） 教育次長にお尋ねします。中学校の防火シャッターの工事の関係で

す。 

   これは消防当局から行政指導があって、今回工事をすると、そういう説明を受けて

おりますが、これは、過去といいますか、昨年まではこういう指摘はなかったという

理解でよろしいのか。 

   もう一点は、漏れ伝わってきている話は、単なる老朽化による今回の工事ではない

という話も聞いておりますので、可能な範囲で結構ですので、この原因についてもお

答えいただきたいと思います。 

議長（東海林一樹君） 教育次長。 

教育次長（澁谷康弘君） 佐藤議員のご質問にお答えをいたしたいと思います。 

   今回の補正でお願いしております県北中学校の防火シャッターの件でございます。

こちらにつきましては、いわゆる建築基準法の検査が今年度から始まったものでござ

います。昨年度まではいわゆる消防法に基づく検査はございますが、建築基準法に基

づく検査はございませんでした。それが新たに今、発生したということでございます。

このことにより、この検査項目が増えまして、新たに指摘をされたということでござ

います。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） ほかに質疑ありませんか。 

   松浦和子君。 

３番（松浦和子君） 教育次長にお伺いいたします。 

   ２０ページ、１０款教育費、６項保健体育費、３目学校給食費、１５節工事請負費
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４９４万４０００円、修繕工事費となっておりますが、先ほど総務課長より調理場の

工事等、多分そういうお話だったと思いますが、そのことについて詳しくお伺いいた

します。 

議長（東海林一樹君） 教育次長。 

教育次長（澁谷康弘君） 松浦和子議員のご質問にお答えをいたします。 

   今回お願いをいたしました工事請負費４９４万４０００円でございますが、給食セ

ンターの施設修繕工事ということの記載でございます。具体的な内容は、調理機器類

の更新工事でございます。細かく申し上げますと、さいの目切り器、冷凍庫、プレハ

ブ冷凍庫ユニット、さらにはドライピーラーなどの機器類でございます。冷凍庫関係

につきましては、フロンガスの規制の関係で今後修理が不可能ということとなります。

さらにはさいの目切り器やドライピーラーにつきましても、既に給食センター設置当

時からの機器でございまして、大変な老朽化と衛生基準上、もう基準を満たしていな

いということもございまして、この際、交換工事を行いたいとするものでございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） ほかに質疑ありませんか。 

   村上 一君。 

５番（村上 一君） １４ページの第６款農林水産業費の農業振興費の実り豊かなふくし

まの産地整備事業となっているんですけれども、その内容を伺いたいと思います。 

議長（東海林一樹君） 産業振興課長。 

産業振興課長（蓬田英右君） 村上議員のご質問にお答えいたします。 

   実り豊かなふくしまの産地整備事業ということで、今回１２０万円の補正増をお願

いしておりますが、これにつきましては県の補助事業でありまして、園芸産地拡大支

援の補助事業ということで、対象作物についてはモモということになります。この補

助事業につきましては、事業者は農業者の組織する団体で、交付されるものでありま

す。農業機械につきましては、スピードスプレーヤの購入となっております。これに

つきましては、県の補助が３分の１でありまして、同額を歳入のほうに計上して町を

経由して交付するというような事業になってございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） ほかに質疑ありませんか。 

   渡辺勝弘君。 

７番（渡辺勝弘君） 産業振興課長にお尋ねいたします。 

   １４ページの先ほど浅野議員あるいは八島議員から言われました福島大学の食農学

の負担金ということで、その金額に関しては別に割合を全て聞きましたから良いんで

すけれども、これはあくまでも施設に対する負担金ということに書いてあるんですけ

れども、今後この学校と国見町との関係がある程度構築できたのかなと思いますが、

その負担することによって、町がこの大学とどういうようなかかわりというか、どう

いうことが今後発展することができるんでしょうか。ただ、負担をすることだけで終

わることになってしまうのですか。伺います。 
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議長（東海林一樹君） 産業振興課長。 

産業振興課長（蓬田英右君） 渡辺議員のご質問にお答えいたします。 

   先ほども答弁の中ではお話をさせていただいておりますが、８月に福島大学食農学

類との連携協力協定締結をさせていただいております。その中で大学側からいろいろ

町としても支援なりを受けられると。その中でも国見町としましては、町の基幹産業、

農業でありますので、先ほども申し上げましたとおり、農業の振興、活性化に向けま

して、食農学類が持つ知識や技術等の活用、調査研究等の成果と還元を受けられるも

のと考えておりますし、協定の中でもそのような項目を明記しているところでありま

す。また、新しい学部が創設されたということで、当然、国見町からも子どもさん方、

進学することも想定されます。それらの皆さんが大学で育成されて、少なからず町に

も貢献されるものというふうにも考えているところでございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） ほかに質問ございませんか。 

   八島博正君。 

１１番（八島博正君） 総務課長にお尋ねします。 

   今回の補正予算を見ますと、人件費、特に給料のマイナスが多いです。総務課は

１００万円ですけれども、商工関係では３００万円、教育関係も３００万円減、その

ほか土木で２８０万円、農林関係でも１００万円減正、総務課もそうですけれども、

この人件費、いわゆる職員の給料、このマイナスのこの今回の補正は、３月の予算か

らまだ９カ月なんですけれども、その間に人員の削減とか人事異動があったとは聞き

ませんけれども、３月の予算に査定した人件費よりもこれほど今回この減額しなけれ

ばならなかった理由は何なんでしょうか。その原因についてお尋ねします。 

議長（東海林一樹君） 総務課長。 

総務課長（引地 真君） 八島議員のご質問にお答えいたします。 

   給料がなぜこんなに補正減なのかというお話でございますけれども、まず今年度の

当初予算を編成する際の人件費につきましては、本年の１月１日現在をまず基準とし

ております。そのときの減員、そこに配置をされている職員、そしてその職員に対し

て支払われる給料といったものを基準にして算出をいたしますので、４月の定期人事

異動等あるいはその退職者、定年退職者があった場合には、それ以降のその変動があ

るということでご理解をいただきたいと思います。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） ほかに質問ございませんか。 

   八島博正君。 

１１番（八島博正君） それでは、次の質問に移ります。 

   例年のとおり、今定例会の補正予算でも、このページ数は２２ページにあります。

いわゆる超過勤務手当３８９７万９０００円の増額が見込まれております。その大き

なものとしては、総務課関係で一般管理費の中で１,１５０万円というのが一番多い

んですけれども、全体的に例年のことながら、この予算編成上で９月に計上する、毎
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年これ指摘はしてきましたけれども、人件費の削減の中で削減できるのは超過勤務だ

けなんですよ、実は。なるべく少なくしてほしいという要望はしておるんですけれど

も、そこで質問をいたします。 

   これは担当課長のほうが良いのか、総務課長がすぐお答えできれば、それでも結構

ですけれども、１４ページ、１５ページ、第６款の農林水産業費では、超過勤務手当

５６０万円、それから商工費に関しては、超過勤務手当が４５０万円増額というか、

今回計上されている。この２つの超過勤務手当の内容、わかりましたらお願いします。

その中でこの２つは特出している内容の中にいわゆる農林水産業費の中にはビジネス

訓練施設関係の超過勤務、それから商工費の中では４５０万円の中に道の駅関係の超

過勤務が含まれているのかどうか、その内容について質問いたします。各課長でも結

構ですし、総務課長でも結構です。 

議長（東海林一樹君） 総務課長。 

総務課長（引地 真君） お答えいたします。 

   農林水産業費の５６０万円、商工費の４５０万円の超過勤務のその内容でございま

すね。こちらにつきましては、まずは農林水産業費におきましては、当然、ビジネス

訓練所の業務についての部分も入ってまいりますし、あとはそれぞれ放射能対策とし

ての風評被害対策としてのＰＲ支援事業、そういったところもございます。 

   また、商工費の４５０万円に関しては、まずはそのまちづくり会社、道の駅との関

連も当然ございますけれども、それ以外の業務についての補正増といったものもござ

います。それぞれ必要額を今回計上したということでご理解をいただきたいと思いま

す。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 八島博正君。 

１１番（八島博正君） ただいまの質問の中で、実はきのう、２番議員の一般質問の中に

も出てきて、関連なんですけれども、町民の感情とすれば、この町の職員がビジネス

訓練学校関係ができたからといって、そこに働く職員のいわゆる勤務体制、あるいは

また道の駅の中で働く職員の勤務体制、それは当然、道の駅もそうですし、別な職員

もいるわけです、町の正規な職員でなくても。そこに差が出てくるような勤務体制と

いうのはやっぱり考えなくてはいけないと思うんで、その善処方々、運営について、

町民から批判の出ないような形で運営していただきたいと思います。この職員の勤務

関係について質問いたします。 

議長（東海林一樹君） 副町長。 

副町長（佐藤弘利君） １１番八島議員にちょっと質問の内容を確認させていただきたい

んですが、町の職員と差が出るというのは具体的にどういうことでしょうか。申し訳

ありません。お願いいたします。 

議長（東海林一樹君） 八島博正君。 

１１番（八島博正君） 道の駅は町からの負担金等々の支出を含めて、６月の決算におい

て黒字にようやくなったと。実際は赤字でございます。にもかかわらず、そこで働く
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職員の給与関係で、町の職員は１００％ボーナス出ます。赤字体制であって、ボーナ

ス出るというのはどうなんだというのが町民から出てくる素朴な質問でございますし、

私もそう思う。ところが、あの中で働いている人たちは少ないボーナス幾らか出てく

るという、いわゆる給与体制に差が出てきています。よって、これから考える場合に

は、町の職員がその中で執行するなり担当するなりになった職員と、そこで働くいわ

ゆるパートタイムの人ですし、役場で一応給料払っている職員との差が出ないように

この待遇をしてほしいと思うんですけれども、おわかりでしょうか。 

議長（東海林一樹君） 副町長。 

副町長（佐藤弘利君） お答えをいたします。 

   道の駅に派遣しております職員につきましては、研修派遣ということで町のほうで

派遣しておりますので、町の職員に沿った中での給与を支給しているというようなこ

とであります。まちづくり会社につきましては、これは別会社でありますので、そち

らの給与体系で払っていることであります。ただ、そういった声も実は私も聞いてお

りますので、できるだけその道の駅で働いている方についてもボーナスを支給できる

ような形で現在努力していると聞いておりますし、現に今年につきましては、満額で

ないにせよ支給しているというような状況だと聞いているところであります。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） ほかにございませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 討論なしと認めます。 

   これから議案第５６号の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

   本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（東海林一樹君） 起立全員です。 

   したがって、議案第５６号は原案のとおり可決されました。 

◇          ◇          ◇ 

◇休議の宣告 

議長（東海林一樹君） １１時３５分まで休議いたします。 

（午前１１時２５分） 

◇再開の宣告 

議長（東海林一樹君） 再開いたします。 

（午前１１時３５分） 

◇          ◇          ◇ 

◇議案第５７号 令和元年度国見町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号） 

議長（東海林一樹君） 日程第１５、議案第５７号「令和元年度国見町公共下水道事業特
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別会計補正予算（第１号）」の件を議題といたします。 

   本議案について説明を求めます。上下水道課長。 

上下水道課長（宍戸浩寿君） 議案第５７号、令和元年度国見町公共下水道事業特別会計

補正予算（第１号）についてご説明を申し上げます。 

（以下議案書により説明） 

議長（東海林一樹君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

   佐藤定男君。 

６番（佐藤定男君） 公債費で補正が５５万６０００円の減ということで、ただいまの説

明ですと、利率の見直しということでございましたけれども、これは借りかえとか何

かをしたために生ずる利率の変更なんでしょうか。 

議長（東海林一樹君） 上下水道課長。 

上下水道課長（宍戸浩寿君） お答えいたします。 

   平成２０年度の借り入れ分の１０年度の見直しがありまして、それに伴います元金

の増ということになります。 

   以上、お答えしました。 

議長（東海林一樹君） ほかに質疑ございませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 討論なしと認めます。 

   これから議案第５７号の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

   本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（東海林一樹君） 起立全員です。 

   したがって、議案第５７号は原案のとおり可決されました。 

◇          ◇          ◇ 

◇議案第５８号 令和元年度国見町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 

議長（東海林一樹君） 日程第１６、議案第５８号「令和元年度国見町国民健康保険特別

会計補正予算（第２号）」の件を議題といたします。 

   本議案について説明を求めます。保健福祉課長。 

保健福祉課長（菊地弘美君） 議案第５８号、令和元年度国見町国民健康保険特別会計補

正予算（第２号）についてご説明を申し上げます。 

（以下議案書により説明） 

議長（東海林一樹君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 
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（「討論なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 討論なしと認めます。 

   これから議案第５８号の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

   本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（東海林一樹君） 起立全員です。 

   したがって、議案第５８号は原案のとおり可決されました。 

◇          ◇          ◇ 

◇議案第５９号 令和元年度国見町介護保険特別会計補正予算（第１号） 

議長（東海林一樹君） 日程第１７、議案第５９号「令和元年度国見町介護保険特別会計

補正予算（第１号）」の件を議題といたします。 

   本議案について説明を求めます。保健福祉課長。 

保健福祉課長（菊地弘美君） 議案第５９号、令和元年度国見町介護保険特別会計補正予

算（第１号）についてご説明を申し上げます。 

（以下議案書により説明） 

議長（東海林一樹君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 討論なしと認めます。 

   これから議案第５９号の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

   本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（東海林一樹君） 起立全員です。 

   したがって、議案第５９号は原案のとおり可決されました。 

◇          ◇          ◇ 

◇散会の宣告 

議長（東海林一樹君） 以上で本日の日程は全部終了いたしました。 

   なお、午後１時半から広報常任委員会を委員会室で開催しますのでご参集願います。 

   ９月１２日は午前９時より議会運営委員会、午前９時１５分より全員協議会をそれ

ぞれ委員会室で開催いたしますのでご参集願います。 

   午前１０時から本会議を開きます。 

   これで本日の会議を閉じます。 

   ご苦労さまでした。 

（午前１１時４６分） 
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◇開議の宣告 

議長（東海林一樹君） おはようございます。暑い方は上着を脱いで臨まれても結構です。 

   ただいまの出席議員は全員であります。定足数に達しておりますので、直ちに本日

の会議を開きます。 

（午前１０時００分） 

◇          ◇          ◇ 

議長（東海林一樹君） 本日の議事日程は、あらかじめお手許に配付したとおりでありま

す。 

◇          ◇          ◇ 

◇認定第１号 平成３０年度国見町一般会計歳入歳出決算認定について 

議長（東海林一樹君） 日程第１、認定第１号「平成３０年度国見町一般会計歳入歳出決

算認定について」の件を議題といたします。 

   本認定については、町長提案理由の説明に際し、平成３０年度個別の主要施策の成

果として資料が配付されておりますので、質疑に先立ちましての説明は省略いたしま

す。 

   おはかりいたします。 

   本認定に限り、歳入と歳出を区分し、歳入については全般に、歳出については款の

順序に従って一問一答方式により質疑を行い、最後に全般的な質疑にいたしたいと思

います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 異議なしと認めます。 

   なお、質疑にあたっては、議席番号、質疑事項のページ及び答弁者を告げて、１件

ずつ質問されますようお願いいたします。 

   それでは、はじめに、歳入について質疑を行います。 

   歳入については、第１款の町税から第２０款町債までであります。質疑ありません

か。 

   佐藤 孝君。 

２番（佐藤 孝君） 町税７ページ、個人町民税について税務課長にお尋ねをします。 

   冒頭、自主財源の確保に向けて、日夜ご尽力、ご奮闘されております税務課をはじ

めとした全ての職員の皆様に敬意を表したいと思います。その努力が報われまして、

ご案内のように県内でもトップクラスの収納率につながっているということでありま

す。本当にご苦労さまでございます。 

   そこで、７ページの個人町民税でありますが、収入済額が３億５３２４万円、平成

２４年度と比較をして、どのような推移になっているかお答えください。 

議長（東海林一樹君） 税務住民課長。 

税務住民課長（吉田義勝君） ２番佐藤孝議員のご質問にお答えいたします。 

   個人町民税の収入済額ということで、平成３０年度については決算書の中で現年課

税分及び滞納繰越分合わせて３億５３２４万１３７５円ということに対して、平成
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２４年度はどうだということでございます。申し訳ございませんが、ちょっと今数字

を持っているのが現年課税分のほうでご勘弁いただきたいと思います。 

   平成３０年度の現年課税分については、３億５１３６万９５１２円に対しまして、

平成２４年度の決算ベースの個人町民税の現年課税分につきましては、３億

１４０２万１４２７円となっております。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） ほかにございませんか。 

   税務住民課長。 

税務住民課長（吉田義勝君） 申し訳ございません、平成２９年度でしたね、平成２９年

度の個人町民税現年課税分の収入済額です。３億６１０７万４９６７円となっており

ます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 佐藤 孝君。 

２番（佐藤 孝君） 今の現年課税分で約１,０００万円、これ滞納繰越分含めると、提

出されている資料ですと９６０万円の減ということになっています。これは、人口減

少に伴う総額の減少だと説明を受け、私もそのように理解をしております。総額も大

事でありますが、納税義務者、これ１人当たりの額も極めて重要な数値になります。 

   そこで、１人当たりの収入済額を、平成２９年度、そして平成３０年度、それぞれ

お答えをいただきたい、あわせて納税義務者数もお知らせをいただきたいと思います。 

議長（東海林一樹君） 税務住民課長。 

税務住民課長（吉田義勝君） お答えいたします。 

   平成２９年度並びに平成３０年の納税義務者１人当たりの収入済額並びに納税義務

者数というご質問でございます。 

   それでは、平成３０年度の決算ベースでいきますと、納税義務者については

４,６０７人、その納税義務者１人当たりの収入済額が７万６２６９円となります。

さらに、平成２９年度の決算ベースで納税義務者数が４,７１９人、そして納税義務

者１人当たりの収入済額が７万６５１５円となります。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 佐藤 孝君。 

２番（佐藤 孝君） 平成２９年度が１人当たり７万６５１５円、平成３０年度が７万

６２６９円、これ見てわかるように減っているわけですね。したがって、総額とかは

もちろん人口減少で減っています。納税義務者に対する１人当たりの額も減っていま

す。これ納税できる方が減ってしまったのか、それとも所得の減少による、減少なの

か私わかりませんが、いずれにしても総額、１人当たりも減少していると、こういう

現状が今、数字のとおり明らかになっているわけです。 

   そこで個人住民税、今さら私が申し上げるまでもありませんが、町民の所得水準、

あるいはその動向を見る上では、極めて大事なファクターだと思っております。その

観点では、深刻に受け止めなければならない数字ではないのか、こう認識をしており
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ますが、この事実をどのように捉えているか。これは税務課長ではなくて町長ですか、

副町長ですか、お願いします。 

議長（東海林一樹君） 副町長。 

副町長（佐藤弘利君） 平成２９年度に比して減っているというようなこと、このような

事実をどう捉えるかというようなことでありますけれども、今ご存じのように、道の

駅を中心にいろいろな施策を展開しておるわけであります。例えば道の駅に限って申

し上げますと、雇用の創出は、町内の雇用者もかなりおりまして、雇用創出が図られ

ています。さらには、出荷者の中身を見ますと、女性の方ですとか、あるいは高齢者

の方も多いというようなことで、なかなか課税に至るまでといいますか、非課税の方

が多いのかなというような感じはしております。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 町長。 

町長（太田久雄君） 佐藤議員のご質問にお答え申し上げますけれども、平成２９年から

平成３０年にかけて住民税が減っているということ、これはまさに議員おっしゃると

おり、我々深刻に受け止めるということが必要なのかなと思っております。 

   原因としましては、やはり復興特需、今まで復興事業をどんどん進めてまいりまし

て、平成２８年度の法人いわゆる町民税、それが最大でございました。その後平成

２９年度、これは従業員になりますけれども、従業員の収入に基づく増という形で、

平成２９年度がここまで住民税の最大になっておるという状況です。復興がどんどん

進んで事業があったということで、これは減少なのかなというふうに捉えておりまし

て、あと一方で、これも議員もお話しされましたように、いわゆる課税される客体が

どんどん減ってきているということですね、納税義務者が減ってきているという状況

であります。これはまさに高齢化現象の中での対応であったということでございます。 

   やっぱりこれらについてどうするか、これはしっかりとこれから対応していく必要

性があるかなというふうに思っております。まずはやっぱりポスト復興事業をどうす

るんだという議論です。これは、前々回議会で八島議員にもご質問いただきましたけ

れども、まさに公共事業をどうするんだという議論ですよね。復興事業がどんどんな

くなっているよと、そして事業所も大変になっているよと、そして当然その従業員も

大変になっているよと、当然税も少なくなるよという現象が生じますので、ですから

その辺のポスト復興事業をどうするんだという議論、これが私非常に重要な部分なの

かなと、考えております。 

   それから、やっぱりなるべく皆さんが健康で長生きする。つまり、なるべく人口減

にならないで、納税者、客体になっていただいて、どんどん進められることが必要と

いうことでございます。少子高齢化の中での高齢者の健康づくりというのですかね、

その辺今いろいろとやっていますけれども、その辺を進めて流れを作っていくという

ことですね。その辺がやはり重要なことなのかなというふうに、いわゆる税だけ捉え

ての場合ですよ、今議員の質問の税だけ捉えた場合は、やっぱりその辺が、一番今大

きな課題なのかなと考えております。 
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   ただ、今副町長、道の駅のことを申し上げましたけれども、道の駅はほとんど非課

税の方が多いんですよね。いわゆる所得納税されておらない方々がほとんどなので、

この税の中には、住民税の中にほとんどカウントされていないので、そのことの議論

は、ちょっとここですべきではないのかなというふうに思っています。この住民税の

中で議論するのは、ポスト復興事業をどうするんだと、あとは健康づくりをどうする

んだということを踏まえて、しっかりと町政を前に進めていくということだろうと思

いますので、そういった意識を持って、税の確保がまさにいわゆる町の活性化につな

がるということでもあります。そういうことを十分意識をしながら、当然、今度独自

の総合計画が令和３年度からできますので、そういったものに向けながら、しっかり

と調整し、この税の確保もでき得るような、どういった体制づくりができるのか、こ

ういったことも含めて、今後鋭意検討していく必要があるかなと、このように思って

おります。 

   以上、私からの答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 佐藤 孝君。 

   同じ内容の質問については、３回までといたしますが、もう一度だけ許可いたしま

す。 

２番（佐藤 孝君） これまでさまざまな町長、あるいは副町長のご挨拶等を聞いている

と、道の駅を中心としたまちづくりが、経済効果が非常に大きいと、これ私、何度も

聞いております。ただ、少なくても平成２９年度、平成３０年度の数字を純粋に比較

しただけでも減っているという事実があるわけです。 

   したがって、町長が今おっしゃいましたが、さまざまな政策のバランスを考えてい

ただかないと、どうも軸足が違うほうに向いているのではないかと、置いてあるので

はないかと、そういう思いがあるものですから、あえて今日質問させていただきまし

た。 

   以上です。 

議長（東海林一樹君） ほかに質疑ありませんか。 

（発言する者なし） 

議長（東海林一樹君） 質疑がないようでありますので、歳入については質疑を終わりま

す。 

   続いて、歳出について質疑を行います。 

   はじめに、１款議会費について、質疑ありませんか。２６ページから２７ページで

す。 

   質疑ありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） なければ、次に２款総務費について、質疑ありませんか。２７ペ

ージから４２ページです。 

   質疑ありませんか。 

   佐藤 孝君。 
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２番（佐藤 孝君） ３５ページのホイスコーレ事業です。３５ページの委託料の下から

３段目、これ教育長にお尋ねをします。人材育成、あるいは幼児から高齢者までのい

わゆる生涯学習、あるいは生きがいづくりについて関連をしますので、お聞きをいた

します。 

   主要施策の成果にもありますように、次代を担う子どもたちがすくすくと、伸び伸

びと成長するような、さまざまな事業が続けられておることも承知をしておりますし、

若者対策、あるいは繰り返しになりますが、現役を退いた方々、高齢者の生きがい対

策を含めて、教育委員会が主体的にこれは進めておるわけであります。 

   企画情報課が取り組んでおりますホイスコーレ事業も地域づくり、あるいは若者の

学びとして、今非常に重要な政策の一つになっております。ある意味人材育成、人間

形成ということだと思うのですが、この事業に対して、教育委員会としてどのような

思い、あるいは方針で臨んでおられるのか、お伺いしたいと思います。 

議長（東海林一樹君） 教育長。 

教育長（岡崎忠昭君） お答えをさせていただきます。 

   ホイスコーレ事業についての教育委員会のスタンスといいますか、そういうことに

ついてのお質しでありますけれども、ホイスコーレの目的が若者を地域ぐるみで支援

し、町を担う人材づくりということであります。 

   今まで国見町の課題でありました高校生、大学生世代に向けてのいろいろな施策が、

ちょっと抜けているというところがありました。その部分を地域づくりにも関連させ

て、企画情報課でホイスコーレ事業として行っているものです。教育委員会で実施し

ております地域学校協働事業にも通じるものがあるというふうに感じております。そ

ういう目的ですので、当然人材づくりということで、教育委員会も連携をして進めて

いるところです。 

   具体的な話で、いろいろなやり方があって、その成果を受けて、今年度は中学校の

授業の中で、ホイスコーレ事業の中のプロジェクト学習を実施したり、夏休みに、キ

ッズ防災という、これ環境防災課が主体になってやるところの部分ですけれども、そ

の部分で幼児教育課と生涯学習課のほうの少年わんぱく教室とか、そういうところも

参加させていただいたり実質的に連携を図りながら進めているところです。人づくり

という点で、今後も連携を深めながら進めていきたいと考えているところです。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 佐藤 孝君。 

２番（佐藤 孝君） どうも良く明確でないような、私、今聞いていたんですが、教育委

員会として、主体的にどう取り組むんだと私聞いているんです。ホイスコーレ事業は、

今企画情報課が主体的に取り組んでいます。これは補助の関係とか、地域づくりとい

うこともありますから、それはそれでいいんです。ただ、教育委員会が生涯学習の一

環としてどう捉えて、主体的にどうかかわりをするんですかと聞いているんです。そ

のことをもう一回お答えください。 

議長（東海林一樹君） 教育長。 
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教育長（岡崎忠昭君） お答えをさせていただきます。 

   先ほども答弁させていただきましたが、ホイスコーレ事業につきましては、今まで

企画情報課が主体的に取り組んでまいりました。生涯学習課、教育委員会のほうは、

連携を深めながら進めてきていたところです。 

   それで、ただいまの質問ですけれども、人づくりという視点で教育委員会が主体的

に進めていくということなのかということですけれども、ホイスコーレ事業そのもの

を、今後、教育委員会が主体的か企画情報課が主体となって進めていくかどうかとい

うことについては、検討を進めていくところであります。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） ほかに質疑ありませんか。 

   なければ、次に３款民生費について、質疑ありませんか。４２ページから５３ペー

ジです。 

   松浦和子君。 

３番（松浦和子君） 幼児教育課長にお伺いいたします。５２ページ、主要施策の概要

１２６ページ、こども木育広場つながるーむ運営事業の成果、３款民生費、２項児童

福祉費、３目児童健全育成費、１３節委託料、木育広場運営業務委託料についてお伺

いいたします。 

   国、県からの交付金をそれぞれ４２２万３０００円に、ふるさと振興基金からの繰

入金６９９万８０００円の計１５４４万４０００円の事業費となっております。国、

県からの交付金、それぞれ４２２万３０００円は、見通しとして何年度までの交付金

となるのか、お伺いいたします。 

議長（東海林一樹君） 幼児教育課長。 

幼児教育課長（東海林八重子君） ３番松浦和子議員のご質問にお答えいたします。 

   地域の子ども・子育て支援事業交付金は、平成２７年度から始まった事業でござい

まして、事業の期限につきましては、今のところ示されておりません。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 松浦和子君。 

３番（松浦和子君） 事業の成果として、町外者の利用が多いと記されております。つな

がるーむには幼児教育課で作成した「のびのび」などを置いて、国見の子育て支援を

はじめ、町を紹介したパンフレットなどを配置してＰＲしているのか。何がきっかけ

で住んでみたいということになるのかわかりません。１,５００万円も交付金と、あ

と町の貴重な財源のふるさと基金からの１,５００万円を出しているのですから、大

いに活用すべきと思いますが、お考えをお伺いいたします。 

議長（東海林一樹君） 幼児教育課長。 

幼児教育課長（東海林八重子君） お答えいたします。 

   現在、木育広場つながるーむの利用につきましては、町外の方の利用が大変多くな

っております。 

   ＰＲといたしましては、「のびのび」を、町内の子どものいる世帯や関係施設に配
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布、ポータルサイト、ホームページで事業内容をＰＲしているところでございます。 

   以上答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） よろしいですか。 

   ほかにございませんか。 

（発言する者なし） 

議長（東海林一樹君） なければ、次に４款衛生費について、質疑ありませんか。５３ペ

ージから５８ページです。 

   質疑ありませんか。 

（発言する者なし） 

議長（東海林一樹君） なければ、次に５款労働費について、質疑ありませんか。５８ペ

ージです。 

   質疑ありませんか。 

（発言する者なし） 

議長（東海林一樹君） なければ、次に６款農林水産業費について、質疑ありませんか。

５８ページから６６ページです。 

   浅野富男君。 

１０番（浅野富男君） 産業振興課長でいいかと思います。６１ページになります。 

   農業費の中の農業振興費ということで、いろいろなこの鳥獣対策について、有害鳥

獣対策のことについても、ここで事業を行ってきました。 

   そこで、いろいろ対策がとられる中で、本町ではイノシシ対策といたしまして、こ

の防護柵を設置いたしました。現在では、ほぼ終了している段階と思いますけれども、

その後もこのイノシシの出没が見られ、ほかの動物も来ているんですけれども、そう

いうふうな状況にあります。 

   そうした中で、せっかく設置した防護柵ですが、これを管理していく必要が出てき

ているのではないかなと思います。管理するに至りましても高齢者が多くなっている

という状況で、防護柵、山手のほうに設置をしてありますので、なかなか高齢者にと

っては大変な仕事、管理するのが容易でない状況と考えられるところでありますけれ

ども、このあたりについて、この防護柵設置したものに対して管理をどのような形で

考えているのでしょうか。 

議長（東海林一樹君） 産業振興課長。 

産業振興課長（蓬田英右君） 浅野議員のご質問にお答えいたします。 

   イノシシ対策としての侵入防護柵の設置につきましては、当然取り組むスタートに

つきましては、町内会などの地区の要望がありまして、資材を交付するというような

事業で取り組みを進めてきております。 

   それで、町内の山手、山際につきましては、全て設置が完了しております。その後、

いろいろ地元の方からも、浅野議員お質しのとおり、管理の部分で大変だというお話

も聞いております。あとは、修繕が必要な場合もあるということにつきましては、資

材の交付によりまして、対応を地元にお願いしている状況となっております。 
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   鳥獣被害対策は、防御だけではなく、やはり個体数の管理をする捕獲、放任果樹、

そういう餌になるようなものを放置しないというような対策も、総合的に必要になっ

てきていると考えております。 

   それで、今月に入ってからですが、各町内会長宛てに、イノシシ対策について新た

に集落環境診断、そういう調査を行って、地域と行政も一緒に対策を考えていきまし

ょうと、そういう意向調査を始めたところでございます。それによりまして、各地域

それぞれ状況違うかもしれませんが、その中で各地域の皆さんとご相談しながら対応

していきたいと考えております。確かに、高齢化で対応できないということも十分承

知をしておりますが、協働で取り組みを進めていきたいというふうに考えているとこ

ろでございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 浅野富男君。 

１０番（浅野富男君） その中で、同じく農業振興費の中では、南奥羽鳥獣防止広域対策

協議会負担金ということで、出していることになっていますけれども、この協議会の

中では、今言ったような問題については協議されているのでしょうか。それとも、全

く別な協議をされているということなのでしょうか。 

議長（東海林一樹君） 産業振興課長。 

産業振興課長（蓬田英右君） お答えいたします。 

   南奥羽鳥獣害防止広域対策協議会という組織でございますが、これにつきましては、

奥羽山脈を活動区域とする、主に猿対策について協議をする組織となっております。

福島県、宮城県、山形県内の市町村、ＪＡなどが構成員となって組織されている団体

でありまして、その中では主に猿対策の情報共有とか、個体数の適切な管理まではい

かないと思いますが、そういった情報共有等を行っている組織となっております。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 浅野富男君。 

１０番（浅野富男君） 確かに猿対策も必要なことでありますけれども、イノシシも、や

はり広域的な対策が必要なのではないかと思っています。ですので、イノシシ対策に

ついて協議するような場所は、今のところそういうのはないということなのでしょうか。 

議長（東海林一樹君） 産業振興課長。 

産業振興課長（蓬田英右君） お答えいたします。 

   イノシシ対策の広域的な組織というようなお話でありますが、現在は福島市、桑折

町、国見町で、対策の協議まではいかないのですが、情報共有ということで勉強会な

どを進めているところでございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） ほかにございませんか。 

（発言する者なし） 

議長（東海林一樹君） なければ、７款商工費について、質疑ありませんか。 

   なお、質疑の際にはページ数と答弁者を告げて質問をお願いいたします。 
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   商工費については、６７ページから７０ページです。 

   質疑ありませんか。 

   ７番渡辺勝弘君。 

７番（渡辺勝弘君） これはまちづくり交流課長にお聞きします。ページ数は６８ページ

になります。 

   ６８ページの中で観光費、６節の委託料の中に観光力づくり事業という８０万

７２３５円という数字が上がっておりますけれども、その中で主要の施策から見ます

と、案内ガイド育成の周遊観光の成果ということになっております。その中で、今後

の観光づくり、環境づくりで強力な高まりが期待されるということになっております

けれども、昨年と比べまして、約２３０万円ほどの減額になっております。このよう

に成果が上がっているという状態で入っているにもかかわらず減額になっている理由

はどこにあるのでしょうか。 

議長（東海林一樹君） まちづくり交流課長。 

まちづくり交流課長（武田正裕君） 渡辺議員のご質問にお答えいたします。 

   観光費の委託料の中の観光力づくり事業の内容につきまして、これにつきましては、

観光案内ガイドの育成事業ということで取り組んだものでございまして、その前年度、

平成２９年度からの減額の理由というお質しでございますが、平成２９年度におけま

す観光力づくり支援事業の補助金を活用した事業としましては、案内ガイド養成の事

業のほかに、周遊ツアーの開催、それから周遊マップの作成という部分を平成２９年

度で行ってございました。これが平成３０年度におきましては、周遊ツアーにつきま

しては、風評対策支援事業の補助金のほうに移行してございまして、さらに周遊マッ

プ作成については終了したということで、減額となったものでございます。 

   なお、この案内ガイド養成部分につきましては、平成２９年度の決算からは増額と

なっているところでございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 渡辺勝弘君。 

７番（渡辺勝弘君） 今、課長からありましたように、同額の予算を組んでいたというこ

とで、下がった理由はわかりました。 

   今後、やはり今までの周遊と同じように、ここから見ていますと、年に３回ほどの

参加をして、延べ３７名の方がやっていますということの成果が出てます。その

３７名の方が、今後も、令和元年も続けてやっていけるようにするためには、今後、

案内ガイドに対しても、中身をちょっと重視しなければならない。つまり、こちらに

来る方というのは日本人だけではなく、外国人にも対応できるようなガイド制を考え

ていかなければならないと考えるのですけれども、その点について、今後どういう考

えをしていますでしょうか。お伺いします。 

議長（東海林一樹君） まちづくり交流課長。 

まちづくり交流課長（武田正裕君） お答えいたします。 

   まずは、案内ガイドの育成の取り組みついてですけれども、これについては、平成
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２９年度から３年間の取り組みとしまして、一応令和元年度、今年度までを区切りと

して養成講座を開催してございます。今年度につきましてはこれからになりますが、

毎年テーマを定めてレベルアップするように、専門業者に講座の設計、運営を委託し

て取り組んできたところでございます。 

   最終的には周遊ツアーのガイドとして対応できるようにしていきたいと思います。

さらに外国人、インバウンドにつきましても、今まずは国内といいますか、道の駅に、

いらした方を中心としたガイドとして、まずは対応していくということで考えている

ところでございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） ほかにありませんか。 

（発言する者なし） 

議長（東海林一樹君） なければ、次に８款土木費について、質疑ありませんか。７０ペ

ージから７６ページです。 

   渡辺勝弘君。 

７番（渡辺勝弘君） 建設課長にお尋ねいたします。ページ数は７５ページになります。 

   住宅費における報償費ということで、その中に町営住宅の管理人ということになり

ますけれども、きのう議案調査の中で聞きましたところ、町営住宅のほうに関しては、

環境防災課が修理等を行うことになっておりますけれども、これ町営住宅の中に一つ、

町営住宅ではなくて集会所か、集会所の修理が環境防災課で修理を行うということに

なるのですけれども、このまず町営住宅という、ここの管理人ということは、公営住

宅、前の雇用促進団地のことを言っているのかどうか、まずそこをお聞きしたい。 

議長（東海林一樹君） 建設課長。 

建設課長（羽根洋一君） 渡辺議員の質問にお答えさせていただきます。 

   ここで言う町営住宅の管理人につきましては、それぞれの各住宅、北古舘、南古舘、

宮前等、約１７棟持っておりますけれども、それぞれに管理人をお願いしております。

特に、板橋、滝山等につきましては、共益費に係る計算も含めながら、住民のご用係

というような形の役割を担いまして、それで勤務いただいて、それに対しての報酬、

謝礼ということで配付したものがこちらの金額になっております。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 渡辺勝弘君。 

７番（渡辺勝弘君） その管理人はそういうふうになっておりますけれども、各町内会、

特に先ほど申しました雇用促進団地の集会所の中身について、このように環境防災課

と分かれているということですけれども、支払いが、そういうことに関して、なぜ分

かれているのか。つまり、支払いは建設課で払うと、片方は環境防災課で支払いをす

るということに分かれている根拠はどこなのでしょうか、お伺いしたいと思います。 

議長（東海林一樹君） 建設課長。 

建設課長（羽根洋一君） 渡辺議員のご指摘についてですけれども、実は集会所というふ

うな話でのご指摘でございますが、これは定住促進住宅に附帯しております集会施設
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のことのご指摘だと類推してお聞かせいただきました。 

   これにつきましては、集会施設として環境防災課で取り組むという施設ではなく、

定住促進住宅が町に、平成２１年に引き渡しとなりましたけれども、そのとき附帯施

設として、住民のための集会施設ということで、同じく引き継いだものでございます

ので、それにつきましては建設課の中で、定住促進の一体の施設として管理しており、

その中での電気水道の使用料等については一部支払っているというのが内容でござい

ます。その辺は普通の集会所ではなくて、あくまでも入居住民の集会施設というとこ

ろでの位置づけであるということでの建設課での措置ということでございますので、

その辺を１点、示させていただきたいと思います。 

議長（東海林一樹君） 渡辺勝弘君。 

７番（渡辺勝弘君） 最後に、その点についてお伺いします。実はその集会所に限っても、

公用の住宅に入っている方でなく、いろいろな町内会がそこを利用しているというこ

とで、いろいろな問題がときどきあるということは、お話を聞いております。つまり、

各町内会に集会所があればいいのですが、各町内会にない場合には、そこを利用して

いきいきサロンを開催している町内会もございます。 

   いろいろな町内会がそこを利用しているということはわかります。と同時に、やは

り片方では一生懸命そういうものを使いなさい、片方では使っていいのか、管理の状

態がわからないということになっておりますので、その辺で町の指定管理というのは、

どのようになっているのか、その点について最後にお聞きしたいと思います。 

議長（東海林一樹君） 建設課長。 

建設課長（羽根洋一君） 議員ご指摘のことでございますけれども、定住促進住宅に付随

する集会施設につきましては、あくまでも入居住民の集会施設ということで引き継い

でおり、建設課におきましては、そのような形で位置づけているところでございます。

近年、町民のほうの利便、さらには町事業の関係もありまして、そこを使用したいと

いう動きがございました。 

   これにつきまして、建設課におきましては、それらについては容認せざるを得ない

というふうなところで見ていたところでございます。ただし、その後、いろいろ使用

料の関係、それから附属備品等についての要求を利用団体等からも寄せられましたけ

れども、それにつきましては、町としてきちんとした位置づけができていないための

対処できないとしてきたところです。もし整理、あれば、行政財産として利用者の方

にお貸しすることも可能ですが、逆に使用に係る部分についてはご負担いただくこと

が必要で、その調整をとっていただかないと、なかなか先に進みませんねということ

でした。つきましては、利用団体においても負担の関係等、十分に進まないというこ

とで、現在は入居者の使用施設の一部を使用しているという形で位置づけているとい

うことでございます。 

   その辺、利用については、条例上も含めてきちんと位置づけしながら、利用団体等

の調整がつき、さらには定住促進住宅の住民の方のご了解がいただける部分において

は、今後の協議においては位置づけて、きちんとした形での貸与関係を明確にしてい
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くということを検討したいと思います。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） ほかにありませんか。 

（発言する者なし） 

議長（東海林一樹君） なければ、次に９款消防費について、７６ページから８１ページ

です。質疑ありませんか。 

   佐藤定男君。 

６番（佐藤定男君） 決算書ではなく、個別の主要施策で環境防災課長にお聞きします。

４２ページです。 

   福島再生加速化交付金事業、自家用消費野菜等放射能検査についてであります。こ

の事業について、放射能検査ということで、できれば昨年は数字つかんでいるかと思

うんですが、できれば３年間、平成２８年度、平成２９年度、平成３０年度におきま

して検査の持ち込み件数、そして、それに伴います結果で異常値とか基準値を超えた

件数をお聞きしたいと思います。 

議長（東海林一樹君） 環境防災課長。 

環境防災課長（村上幸平君） ６番佐藤定男議員の質問にお答えいたします。 

   まず件数でございますが、持ち込まれた食品の件数でございますが、平成２８年度

につきましては３３６件でございます。平成２９年度につきましては９０件でござい

ます。平成３０年度につきましては７１件となっているところでございます。それに

伴いまして、異常値につきましては、平成２８年度につきましては１００ベクレルを

超える数値でございますが、２件ほどございました。続きまして、平成２９年度でご

ざいますが、３件ほどございました。平成３０年度につきましては１件ございました。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） ほかにありませんか。 

（発言する者なし） 

議長（東海林一樹君） なければ、次に１０款教育費について、質疑ありませんか。

８１ページから１０２ページです。質疑ありませんか。 

   松浦常雄君。 

８番（松浦常雄君） ８５ページの真ん中あたりからちょっと下がったところで、送迎委

託業務２９４３万６３７０円とありますが、これは前年度決算額よりも６１万

９０００円減っています。その理由。それから、このスクールバスを利用している児

童数の変化といいますか、平成３０年度と今年度で、各地区それぞれどれくらいの利

用している児童がいるのか、その数字をお聞かせいただきたいと思います。学校教育

課長お願いします。 

議長（東海林一樹君） 教育次長。 

教育次長（澁谷康弘君） 松浦常雄議員のご質問にお答えいたします。 

   まず、スクールバスの送迎業務の委託料の減少でありますが、平成３０年度につき

ましては、夏休みや春の登校日の関係の運行については中止をしたためその分委託料
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の減少につながったものでございます。 

   さらに、各地区の利用している児童数の動きということでございますが、申し上げ

ます。まず平成３０年度でございます。小坂地区は３２名、森江野地区は３４名、大

木戸地区は３６名、大枝地区は２５名、計１２７名でございます。次に、今年度でご

ざいますが、平成３１年度は小坂地区が２６名、森江野地区は４０名、大木戸地区は

３７名、大枝地区は２２名、計１２５名でございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） ほかにございませんか。 

   村上 一君。 

５番（村上 一君） 今の案件なのですけれども、平成２４年にスクールバスの運行事業

が開始されて、現在児童数が減少しているというようなことで、確かにこれは見直し

しなければならない時期ではないのかなと思うのですけれども、その見直しも、やは

り運行のルートを変えるとか、あとバスの本数を減らすとかというような考えはない

のでしょうか。伺いたいと思います。 

議長（東海林一樹君） 教育次長。 

教育次長（澁谷康弘君） ５番村上一議員のご質問にお答えをいたします。 

   平成３０年度は、長期継続契約のうちの２年目でございました。それで、平成

３１年度、令和元年度につきましては、その３年目、いわゆる契約で言いますと満了

する時期でございまして、その時期にあわせて、スクールバスの運行のための計画の

見直しをする時期であると思っております。 

   議員お質しのとおり、児童数は減少はしておりますが、停留所を減少させるとか、

バスの本数を減らす、そのような状況には、今はないものと思っております。 

   ただ、今後減っていくのは間違いないところでございますので、昨今の子どもをめ

ぐる事件、事故など、それから子どもたちの体力向上の部分など、そういったところ

を十分勘案しながら新たな運行のルートづくり、計画づくりを進めてまいりたいと思

っております。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） ほかにありませんか。 

   浅野富男君。 

１０番（浅野富男君） スクールバスについてなのですけれども、教育長でいいかなとい

うふうに思います。 

   この事業、先ほどから皆さん発言されているように、平成２４年から始まりまして、

スクールバスを運行することになりました。そして、ここにきて数年がたったわけで

すけれども、いろいろな要望が寄せられております。まず１つは、停留所の決め方な

のですよね。ここにあったらいいなというふうなこと、つまりもっと合理的な利便性

を考えたような形で、この停留所を決めていただくことはできないのかというのが、

まず１つでありますので、まず最初にそこだけお聞きしたいと思います。 

議長（東海林一樹君） 教育長。 
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教育長（岡崎忠昭君） 浅野議員のお質しにお答えをさせていただきます。 

   平成２４年度からスクールバスの運行をしているわけですけれども、現在の停留所

の決め方ですけれども、平成２４年度の統合にあたりまして、各地区の要望をお聞き

して、さらにまたバスのルートですので、安全な停留所というようなことなどを勘案

して、かなり会合を重ねて決めたという状況でございます。 

   ただいま次長のほうからも答弁がありましたけれども、現在のところ児童の全体の

数は減っており、スクールバス利用人数も徐々に減っているのは間違いないのですけ

れども、停留所でゼロ人になるというところは出ていません。今のところは、この停

留所で進めていきたいと思っていますが、これも先ほど次長が答弁したとおりなので

すけれども、いろいろな事件があって、安全性などいろいろな課題が出てきておりま

すので、今年度、これから検討会議を進める運びになっております。その中でいろい

ろと検討していきたいと思っております。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 浅野富男君。 

１０番（浅野富男君） 会合によって決めるというふうなことですので、それぞれ保護者

の方から意見が出てくるものと思いまして、そんなことを勘案しながら決めるんだろ

うと思います。 

   それで、あともう一つなのですけれども、当初このスクールバスを走らせたのは、

当時の藤田小学校以外の児童、いわゆる小坂、森江野、大枝、大木戸、この遠隔地に

ついて、機械的に当てはめた運行ルートだったというふうに思います。 

   ただ、ここに来まして藤田小学校の管内でも、かなり遠いところ、あるいは過疎と

いいますか、へんぴなところを通る児童もいるというふうなことで、こういったこの

機械的な考え方ではなくて、どういった考え方がいいことなのかわからないですけれ

ども、そういった児童への対応も必要なのではないかというふうな意見が寄せられて

おりますので、これについてはどのようなお考えでしょうか。 

議長（東海林一樹君） 教育長。 

教育長（岡崎忠昭君） お答えをさせていただきます。 

   先ほども答弁させていただきましたけれども、スクールバスについては、まずルー

トとか停留所につきましては、地区の皆さん方、ＰＴＡの方々を入れて検討させてい

ただきました。それで、来年度からまた新しい契約を結ばなくてはなりませんので、

検討の会をこれから進めるのですけれども、いろいろな状況が変わってきている。そ

の中の大きなものが、子どもの安全・安心にかかわる事案とかが出てきておりますの

で、そういうことも踏まえて、検討委員会の中で十分に検討してまいりたいと思って

おります。 

   それから、機械的に決めてきたわけではないのですけれども、統合のときの話し合

いで、やっぱり藤田小学校の学区以外をスクールバスで運行するというふうな話し合

いがありましたので、そのままずっと続けてきているわけです。本当に児童数も少な

くなって、１人で歩いて帰る距離が長いという子どもも出てきておりますので、そう
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いう案件も考慮しながら検討してまいりたいなというふうに思っているところです。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） ほかにありませんか。 

   佐藤 孝君。 

２番（佐藤 孝君） 生涯学習課長にお尋ねをします。 

   １０１ページに上野台運動公園のグラウンドと、それからグリーンアリーナの暗幕

工事の工事請負費が載っております。現在、生涯学習課で管理をしている体育施設で、

例えば１００万円以上、要するに大きな金額を必要とする、修繕を必要とする施設が

あるかお聞かせください。 

議長（東海林一樹君） 生涯学習課長。 

生涯学習課長（安藤充輝君） お答えいたします。 

   現在、私どものほうで持っております修繕が必要な箇所につきましては、さきに補

正予算でご議決いただいたものについて予算確保できましたので、対応することとな

っておりますが、今後、一例を挙げますと、照明設備、水銀灯の生産中止に伴います

ＬＥＤの対応など、かなりの規模のものが将来的に発生する見込みでございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 佐藤 孝君。 

２番（佐藤 孝君） 上野台のプールでありますが、平成２９年度に水が変色した。これ

８月８日です。８月９日に、平成２９年、保健所から立ち入りが入ると。その後、

２４日まで開放を中止した。それで翌年さまざまな経過があって、平成３０年度は

３月２７日にプールの水をもう一回調査をする。結果、さびの流入が確認されたので、

５月２８日にスポーツ推進委員の皆さんに経過を説明して、７月１０日の広報で平成

３０年度の使用を中止とした。今年度、私のところには資料はありませんから、多分

やっていないと思うんです。７月１９日の広報で突然、今年度も開放を中止すると、

こういうことです。 

   今、課長のほうの説明では、このプールの件、これ非常に大きな金額と聞いていま

すが、一切今、答弁されませんでした。それで、２つ聞きます。 

   スポーツ推進委員への説明をなぜしなかったのか。していれば申し訳ないです。 

   それから、見積額が幾らなのか教えてください。 

議長（東海林一樹君） 生涯学習課長。 

生涯学習課長（安藤充輝君） お答えいたします。 

   プールの修繕工事の分に関してでございますが、当時、ポンプの修繕の見積もりは

取ったと聞いておりますが、ポンプだけでなく、配管にも恐らく錆が混入していて、

かなり大規模な修繕が必要であると見込まれておりましたことから、今年度も大きな

修繕工事を行うことが困難であったものですから、ちょっとまだプールの再開につい

て、具体的なお話をしていなかったというものでございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） ほかにございませんか。 
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（「議長、やったか、やっていないか答えてください」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 生涯学習課長。 

生涯学習課長（安藤充輝君） 見積もりはとっておりませんが、再取得価格で検討してお

ります。スポーツ推進員の皆さんへの説明はしておりません。 

議長（東海林一樹君） 佐藤 孝君。 

２番（佐藤 孝君） 多分、何千万円単位、４,０００万円とか３,０００万円とか、いろ

いろな話がありますが、相当な金額だということは承知をしております。ただ、正式

な見積もりをとっていないのにもかかわらず、どの段階で、そういう今課長がおっし

ゃったような判断をしているのか、私わかりませんが、しっかり見積もりをとって、

こういう金額だから今年度の予算措置はできないということを、しっかり説明しても

らわないと、町民の方、待っている方いらっしゃいますから。 

   その点について、今後見積もりをとると、そして、しかるべきところで検討してや

ることを教育長、約束してもらえますか。 

議長（東海林一樹君） 教育長。 

教育長（岡崎忠昭君） お答えをさせていただきます。 

   プールの件については、今、生涯学習課長が答弁をさせていただいたとおりです。

かなりの金額になるということでありましたので、今年度については、平成３０年度

に引き続いて休止したところであります。 

   説明等について不十分であったということについてはご指摘のとおりです。 

   今後についてですけれども、公共施設全般について検討することとしておりますの

で、計画を立てて、十分に検討して、議員のご指摘に応えていきたいと思います。 

議長（東海林一樹君） 佐藤 孝君。 

２番（佐藤 孝君） 見積もりの件はどうですか。 

議長（東海林一樹君） 教育長。 

教育長（岡崎忠昭君） 見積もりについてですけれども、まず調査費のほうからとってま

いりたいと思っております。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） ほかにありませんか。 

   渡辺勝弘君。 

７番（渡辺勝弘君） 学校教育課長にお尋ねいたします。ページ数は８２ページ。 

   旅費ということで、その中に入っていると思うんですけれども、まずその中に入っ

ているいじめ問題、主要の施策でいいますと、いじめ防止対策事業ということだと思

うんですけれども、その中でいじめ対策専門委員会を認定してやっているということ

なのですけれども、その専門委員会は１６名ということはお聞きしました。まずその

１６名の方々は、どのような方々が構成されているか、それをお聞きしたいと思いま

す。 

議長（東海林一樹君） 教育次長。 

教育次長（澁谷康弘君） 渡辺勝弘議員のご質問にお答えをいたします。 
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   まずこのいじめ問題についての組織の部分ですが、改めてちょっとご説明をさせて

いただきたいと思います。 

   条例に基づくいじめ問題対策連絡協議会というのが、まずございます。こちらは、

学校や教育委員会も当然ですが青少年育成団体、あと警察、その他の機関によって構

成をされているものでございまして、こちらが単独で１３名でございます。 

   それから、もう一つ、いじめ問題専門委員会という組織がございます。こちらは、

さらに専門的知見を持って、その解決にあたっていくというような委員会でございま

して、こちらに大学の先生ですとか、児童の専門相談員の方、さらにはスクールソー

シャルワーカーなども入って３名で組織をしております。 

   １６名と申し上げましたのは、合同委員会を開催した際には、この方々、合わせて

１６名で会議のほうは開催をしたところでございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 渡辺勝弘君。 

７番（渡辺勝弘君） そうしますと、今１６名ということを聞いたものですから、その

１６名の話で続けていきます。 

   その中で前年、その前の年は、そのいじめ問題に対していろいろな問題があったの

はゼロだったということだったんですけれども、この年に限っては４５件ほどあった。

つまり４５件はとんでもないというような話もありますけれども、やはりいじめに発

展する可能性がある小さなことでも出したための４５件ではないかなと思いますが、

その辺に対して、そのいじめ専門委員会の中では、その４５件の問題に対してどのよ

うな結果を出してきたのでしょうか。 

議長（東海林一樹君） 教育次長。 

教育次長（澁谷康弘君） お答えをいたします。 

   専門委員会の中での、その個別の案件についての議論はどうだったのかというご質

問だと思いますが、先ほど議員のほうから数字のご紹介がありました。平成３０年度

で４５件、ちなみに平成２９年度ですと５４件ほどの報告が上がっております。 

   これは、いわゆるいじめの定義が、かつては相手が深刻な苦痛を感じているとか、

そういうもろもろの定義がございましたが、平成２５年のいじめ防止対策推進法以降

の、いじめの定義といたしましては、一定の人的関係にあるほかの児童から心理的及

び物理的な影響を与える行為、インターネットなども含むような、そういった行為も

含めて心身の苦痛を感じている、いわゆるいじめた認識がなくても、相手方は心身の

苦痛を感じている、これがいじめであるというような認識となり、それに基づいて町

の条例、さらにはこのような組織ができたものであります。 

   それによって、深刻な事態になっていない、いわゆる学校で解決できましたという

ところも含めての件数が平成３０年度で４５件だったものでございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 渡辺勝弘君。 

７番（渡辺勝弘君） そうしますと、いろいろな問題で４５件があったということで、そ
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れが今後減るということはないと思うんです。ただ、これから増えていくとなると、

これからも出てくるスクールソーシャルワーカーの方もそこに入っているということ

なのですけれども、学校での問題、あるいは家庭での問題を救うソーシャルワーカー

でいろいろやっているとは思うんですけれども、このような問題だけではなく、いじ

めの問題に関しても、スクールソーシャルワーカーの方々がまざって、その問題を

１つでも減らすということが必要ではないかなと考えています。スクールソーシャル

ワーカーさんは、そういう場合は、どこの部分に入ってくるのか、そしてどのように

関連して、今後やっていくのかを教えていただきたいと思います。 

議長（東海林一樹君） 教育長。 

教育長（岡崎忠昭君） いじめについては、ただいま次長のほうから答弁させていただい

たとおりです。いじめについての捉えが変わってきておりまして、今までですと、深

刻に長く続いているものということでしたけれども、今の捉えは、例えばですけれど

も、学校で年に何回かアンケート調査をしたときに、あだ名で呼ばれたとか、貸して

と言ったのに貸してくれなかったとか、一緒に遊びたいと言ったんだけれどもまぜて

もらえなかったとかという、そういう軽微なものも含めて、まずいじめとして捉えて、

組織的に検討して解決していくというふうになっておりますので、まずいじめの件数

としては増えていることはご了解いただけたのかなというふうに思います。 

   深刻ないじめに発展しないようにということですけれども、スクールソーシャルワ

ーカーは、学校に行って、まず日常の活動をしておりますので、その中で直接的に解

決にかかわっております。それが１点目。 

   ２点目ですけれども、先ほど組織のところで話しました専門委員会というところに、

ソーシャルワーカーが一員として入っております。ですので、学校だけではなかなか

できない問題に対しても、その専門委員会として、例えば再調査をしたり、相談をし

たりというような立場で入ることになりますので、ソーシャルワーカーの働きは大き

なものでありますし、今後も活用していきたいなというふうに考えているところです。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） ほかにございませんか。 

   松浦和子君。 

３番（松浦和子君） 生涯学習課長にお伺いいたします。 

   ９１ページ、５項社会教育費、３節職員手当等、備考の超過勤務手当４６７万

２４４８円についてお伺いします。 

   生涯学習課は、土日の授業対応や平日の授業等の対応で、時間外勤務や休日出勤が

多いということから、以前、健康管理の面からも、勤務体制を通常勤務にこだわらな

いで考えていかなければならないとの考えを伺っておりました。そのことについて、

現在、検討しているのか、お伺いいたします。 

議長（東海林一樹君） 生涯学習課長。 

生涯学習課長（安藤充輝君） お答えいたします。 

   土日の勤務が多い公民館、生涯学習課の職員の状況についてのご質問でございます。 
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   今年度につきましては、業務については係同士の連携をしながら調整を図るなどの

工夫をしております。基本的には、土日の勤務につきましては、振替を取得すること

を原則としているところでございますが、具体的に休館日を増やすことについては、

今のところ町民サービスの低下、町民の利用状況もございますので、今のところ、具

体的に休館日を増やす検討はしていないところであります。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 松浦和子君。 

３番（松浦和子君） 生涯学習課長にお伺いします。 

   休館日を増やすことは考えていないという、今答弁をいただきました。しかし、職

員が少ない中での対応という、そういったところから考えてみますと、やはりいろい

ろな対応策を講じていかなければ、その職員の休日の確保、健康面の管理、そういっ

たさまざまなことに対応できないのではないかなというふうに考えます。 

   休館日については、今、第１月曜日、１回ですね。でも、これも私は、やってみな

ければわからないということもありますが、まずは町民の皆様の理解を得るために、

アンケートをとるということも一つの方法ではないかと思います。毎週休みというこ

とではなく、月に第１、第３月曜日とか、そういった休館日を設けて、やはりそうい

ったことが、職員の働き方改革として町民の皆様にも認めていただけるような、そう

いった対応が必要ではないのかなというふうに考えますが、いかがかお伺いいたしま

す。 

議長（東海林一樹君） 生涯学習課長。 

生涯学習課長（安藤充輝君） お答えいたします。 

   アンケートのご提案を頂戴いたしましたところですので、その方法なども検討して

まいるとともに、引き続き業務の割り振りや重複している事業の統廃合など、業務量

の工夫を図りまして、解決を図って、引き続き検討してまいりたいと考えております。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） ほかにございませんか。 

（発言する者なし） 

議長（東海林一樹君） なければ、次に１１款災害復旧費から１４款予備費について、

１０２ページから１０４ページです。質疑ありませんか。 

   質疑ありませんか。 

（発言する者なし） 

◇          ◇          ◇ 

◇休議の宣告 

議長（東海林一樹君） 質疑なければ、１１時２５分まで休議いたします。 

（午前１１時１５分） 

◇          ◇          ◇ 

◇再開の宣告 

議長（東海林一樹君） 再開いたします。 
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（午前１１時２５分） 

◇          ◇          ◇ 

議長（東海林一樹君） 認定第１号についての質疑を続けます。 

   最後に、歳入歳出の全体的な質疑に入りたいと思います。質疑ありませんか。 

   松浦和子君。 

３番（松浦和子君） 総務課長にお伺いいたします。 

   平成３０年度一般会計における主要な施策の成果の３８ページの人件費についてお

伺いいたします。 

   平成３０年度の人件費は１１億５３１１万６０００円で、前年対比６％、金額にし

て６４８０万９０００円の増とあります。令和２年４月１日から施行されます会計年

度任用職員の給与と費用弁償が加算されると、人件費は大変な金額になると思います。

そのためには、今からしっかりとした対応が求められると考えます。まずは、管理を

しっかりすることかなと思いますが、お考えをお伺いしたいと思います。 

議長（東海林一樹君） 総務課長。 

総務課長（引地 真君） 松浦議員のご質問にお答えいたします。 

   人件費、平成３０年度ではお示しをしたとおりの金額でございますが、ご質問の中

身を伺っておりますと、令和２年４月１日から施行される会計年度任用職員にかかわ

る費用増、人件費増のご心配と受け止めて、お答えをいたします。 

   一般質問の中でもご答弁をさせていただいておりましたけれども、会計年度任用職

員そのもの、これは今のこの行政運営の中では、なくてはならない人たちでもありま

す。それは、なぜかと申しますと、町民福祉の向上、ここが一番の根本でございます

ので、それが後退するような財政運営というのはあり得ないと思っております。逆に

抑えてしまったがゆえに町民福祉の向上が後退してしまうということはあり得ないか

らであります。 

   そういった観点に立ったときに、会計年度任用職員は、これまでに比べていろいろ

な手当等の保障や身分としての保障もございますし、給与的なところの保障もござい

ます。一方で、ある程度の保障がされるということは、義務も生じてまいります。勤

務時間も、業務の内容もある程度厳格化されると考えております。 

   ですから、町が支出をする経費に見合った業務もお願いをすると、しなければなら

ないというふうになってまいりますので、全体的な管理を会計年度任用職員のみなら

ず、我々職員の管理も含めてしっかりとやれるような規則の組み立てを、これからま

とめていきたいと考えております。そして、来年の４月１日を、きちんとした体制で

迎えたいと考えております。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） ほかにありませんか。 

   八島博正君。 

１１番（八島博正君） 住民税務課長にお尋ねします。 

   まず、ことしの決算報告書、監査委員からの報告書３ページに、町税の収入額、あ



 

‐105‐ 

 

るいは未済額が報告されておる。平成３０年度は税務課、いわゆる税務住民課の努力

によりまして、９９．１％とすばらしい成績をおさめております。これ、９０％とい

うのは、県内でも上位も上位、トップクラスかなと思って、本当にその努力には感謝

するところでございますけれども、この監査報告書にありますとおり、それでも未収

額が出ております。 

   それは決算書の収入の欄で出ていますので金額は申し上げませんけれども、そこで、

議案の審査会、勉強会のときに示された税務課からの徴税の債権管理の主な流れの

５ページに、上段に、町税の滞納整理に伴う催促状の送付件数が載っております。各

税ごとに住民税、固定資産税、軽自動車税、法人税等々載っていますけれども、この

催促状を出したのは平成３０年度だけなくて、その前からも納めていない人も含めて

いると思うので、合計２,５０６件になっていますけれども、これに相違ないでしょ

うか。わかれば、平成３０年度の件数をご答弁願いたいんですけれども、わからなか

ったら結構です。これに間違いないでしょうか。 

議長（東海林一樹君） 税務住民課長。 

税務住民課長（吉田義勝君） １１番八島議員のご質問にお答えいたします。 

   ご質問といたしましては、議案調査会の際に、税務住民課でお渡しした資料の５ペ

ージに、「平成３０年度町税の滞納整理に伴う業務実績」という表があります。その

中の数字のことということで、お答えしたいと思います。 

   今お話ありました一番上の督促状の送付件数につきましては、昨年度、各税目合わ

せて２,５０６件でありまして、その前、平成２９年度については２,６６２件という

ことでございますから、督促状の発送件数そのものは、ちょっと減っているというこ

とになります。 

   督促状ですから、それぞれの納期を終了して、２０日以内に出すものでありますの

で、それぞれの税目ごとに件数が出ているわけでございます。もう一つ、２段目にあ

って、今お話にもあったかと思うんですが、催告書です。これについては、現年分、

あるいは滞納分も含めて税目ごとの集計もなく出すものでありまして、昨年度は年

３回、７月、１１月、３月に合計６４４件の催告書を送付いたしました。これについ

て前年度、平成２９年度の催告書の送付件数は８２０件ということで、１８０件ほど

送付件数は減っているということでございます。 

   実際の送付件数、督促状並びに催告書の送付件数は、これに相違ございません。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 八島博正君。 

１１番（八島博正君） 合わせて税務の未収金の解消に努められたいという項目の項で監

査から指摘されていますので、この質問の最後に副町長にお尋ねしたいと思うんです

けれども、次に使用料の問題、住宅使用料と、今回載っているのは幼稚園の使用料の

未収金が載っております。幼稚園の場合は、額が１万４８５０円ですから少ないので

すけれども、この件数がわかればお願いしたい。 

   と同時に住宅使用料、住宅使用料とそれから駐車場の使用料があります。いわゆる
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何人借りて、何人納めないというか未収になっているのか、その件数がわかれば、こ

れは建設課長のほうからお伺いしたいと思います。まず建設課長からお願いします。 

議長（東海林一樹君） 建設課長。 

建設課長（羽根洋一君） お答え申し上げます。 

   住宅使用料でございますけれども、住宅の入居者数については、多少入退があるの

で、３月の数字ということで、この時点では２２６世帯が入居しております。その中

で滞納者の関係につきましては、計２４名というところでございます。 

   さらに、駐車場使用料についてでございますが、これにつきましても台数について

は前後するということでございますけれども、３月末で１７６区画ということで、う

ち滞納者については１６名、以上のような数値になっております。 

議長（東海林一樹君） 幼児教育課長。 

幼児教育課長（東海林八重子君） 八島議員のご質問にお答えいたします。 

   幼稚園使用料の、収入未済額１万４８５０円は、２名分の保育料になります。現在

こちらは納めていただいておりますので、未納はございません。 

議長（東海林一樹君） 八島博正君。 

１１番（八島博正君） そこで、副町長にお尋ねしたいと思います。 

   監査の指摘で、やはりこの未収金、一生懸命、徴収係、あるいは税務係、住民税務

課で努力しているのは認めるんですけれども、なおこういう形で報告書に記載されま

すと、やはりこの未収金の解消に努められたい。あるいは、また住宅使用料もそうで

ございます。前年よりも努力しているから、この収入率は上がっているんですけれど

も、なお使用料、あるいは税の公平、納める人の公平性を考えれば、何らかの対策は

必要と思うんですけれども、この監査の指摘に対して、どのように町では対応してい

るのか、これは副町長にお尋ねしたいと思います。 

議長（東海林一樹君） 副町長。 

副町長（佐藤弘利君） 八島議員の質問にお答えをいたします。 

   未収金のお質しでございますけれども、税とか使用料を納めた人と納めない人の不

平等があってはならないということ、これ当然でありまして、町におきましても債権

本部会議、これを開催しております。それで、本部長が私でありまして、さらにその

下には係長を中心といたします債権の管理委員会、これも設置して開催をしていると

ころであります。 

   毎年度２回、本部会議を開催しているところでありまして、中身でございますけれ

ども、税にいたしましても、使用料にいたしましても、同じような方が滞納というケ

ースが多いものですから、そこは各課連携をとって、できるだけ未収金を少なくする

というような方策をとっているところであります。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） ほかにありませんか。 

   佐藤定男君。 

６番（佐藤定男君） 環境防災課長にお尋ねをいたします。 
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   先ほど自家用消費野菜の放射能検査で質問いたしました。そして、ご回答いただい

て、続けて質問すれば良かったんですけれども、申し訳ありません。 

   お聞きした内容が、検査件数、平成２８年度が３３６件、平成２９年度９０件、平

成３０年度７１件。平成２９年度が平成２８年度に比べて大きく減少しております。

これは、原発災害から５年がたって落ちついたこともあろうかと思うんですが、その

辺の考えていらっしゃることがあればその点。 

   もう一つ、１００ベクレル以上が、平成２８年度が２件、平成２９年度が３件、平

成３０年度が１件という回答でございました。この１００ベクレル以上の件数なので

すけれども、中身については、日常生活上から発生したとみられる異常値なのでしょ

うか。その辺をお聞きします。 

議長（東海林一樹君） 環境防災課長。 

環境防災課長（村上幸平君） ６番佐藤定男議員のご質問にお答えいたします。 

   まず、その件数の減少の要因につきましては、やはり原発事故からもう８年経過し

まして、皆様の意識ですね、放射能に対する意識について変わってきているのかと思

います。そのような安全・安心というような担保ということで、件数が減っていると

いうような認識でいるところでございます。 

   ２つ目ですけれども、その種別、どういったものかといいますと、中身ですけれど

も、全てが山菜です。山林から採取されました山菜類が全てでございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） そのほかございませんか。 

   八島博正君。 

１１番（八島博正君） 今回の決算書を見まして、やはり気になるのが、超過勤務手当で

す。多いのは総務で１,９７６万円、これは全体的な問題も含まれますからしようが

ないのですけれども、特別にここ数年多くなっている。特に道の駅、あるいはこの災

害対策関係で国見の産品を宣伝するという関係で、各方面でモモや国見の生産物のＰ

Ｒをしているからという補正予算の説明の答弁でございましたけれども、農林水産課

が６８１万円です、ことしの決算書で。そして商工課、商工費の中では５９９万円、

６００万円に近い。 

   この残業の問題は、私が議員になってからずっと、公民館のいわゆる社協で、こと

しは４６７万円、保健体育で４３８万円、そしてこの２つと税務関係、税務課は３月

の申告がございますので、ことしは４５６万円ですけれども、この３つが大体超過勤

務の多い課になっておりましたけれども、どうも最近は、特に太田町長になってから

は、この農林水産課及び商工関係の、款で言えば６款から７款の残業が特出しており

ます。 

   やはりこれは、職員の健康の問題もあるというのですけれども、全体的な、例えば

２番佐藤議員の一般質問にもありましたとおり、職員の職場に対するこの勤務体制な

り何なりを考えた場合には、問題があるのではないかと思います。この件について副

町長、ぜひとも内部を検討して、これでいいのかどうか、内部の検討会を立ち上げて、
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残業代、いわゆる超過勤務手当を少なくする方法を考えてほしい、このように思いま

すけれども、意見をお聞きしたいと思います。 

   特にこの人件費は、やはり事務的経費の中でも大きなウエートを占めております。

その人件費の中で、決算議会では必ず申し上げてきたんですけれども、この残業手当

だけが努力によって少なくできる金額で、ほかのやつはもう決まった金額ですから、

これは削減することできません。ここに対して、やはり全力投球で対応してほしいと

思いますけれども、副町長いかがでしょうか。意見を聞きたいと思います。 

議長（東海林一樹君） 副町長。 

副町長（佐藤弘利君） １１番八島議員の質問にお答えをいたします。 

   この超過勤務のことにつきましては、一般質問の中で、２番佐藤議員のほうからも

質問をいただいたところでありますけれども、復旧・復興というような緊急を迫られ

る事態の中にありまして、超過勤務が非常に多くなっております。平成２８年度をピ

ークに、徐々に減っているというような状況ではございますけれども、まだまだ高い

状況でございまして、やはり超過勤務を減らすには、不可欠なのは事務事業を見直す、

あるいは整理をする、そういうことが不可欠になろうかと思います。機構改革等を進

めていくのにも、その辺のどんな事業があるのかということをきちっと把握すること

が基本になってくるのかと思います。 

   現在、国見町これからの自治体サービス等組織等検討委員会、これ、私委員長であ

りますけれども、その中でも、これからどんな業務が出てくるんだ、あるいは縮減、

あるいは見直しできる業務はないのかということに、一番重点を置いて進めていると

ころでありまして、その中で１つでも、２つでも見直しできるものはないかというこ

とで、すぐに取り組んで、超勤の縮減に努めていきたいと思いますし、やはり委員会

につきましても、佐藤議員の中で、抜本的な組織の見直しはどうなんだというような

質問もいただきました。やはりこれも、現在、会計年度任用職員、あるいはそういっ

た見直しを目標といいますか、重点を置いて検討委員会で進めているわけであります

けれども、さらにそういった機構改革とか、あるいは会計年度の対応についても、十

分にその辺の事務量を精査をして、１つでも２つでも見直しをしていきたいというふ

うな姿勢で臨んでいきたいと思います。 

   そして、その検討委員会も、今後１０月中に向けて会計年度職員の規則を詰め、さ

らには、その後については継続をして、そういった業務の見直し、さらには機構改革

に向けて進めていきたいというふうに思っているところであります。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 町長。 

町長（太田久雄君） 私のほうからも八島議員のご質問にお答えをさせていただきたいと

思います。 

   この質問については、八島議員ほうから何回か、今回で４回ぐらいですかね、いろ

いろとご質問をいただいているということでございまして、まさにおっしゃるとおり

でございます。私が就任したのは平成２０年１１月でありまして、その年度、そのと
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きの超過勤務が４,０００万円だったんですね。ところが、その次の年度からどんど

ん増えていきまして、平成２８年度が実は８,０００万円になっています。その後、

平成２９年度が７,０００万円、平成３０年度が６,５００万円、今年度もうちょっと

減らそうということで今やっています。 

   やはり、これも佐藤孝議員のほうにもちょっとご答弁させていただいた経過がござ

いますけれども、とにかくあのとき、就任した当時、とにかく震災復旧復興やらなく

てはいけない、ところがベースとしてほとんどできておらなかったケースが多いんで

す。除染の問題、県北浄化センターの問題はじめ、全く手つかずの状態でありました。

したがいまして、そういったさまざまの復興事業というものを、とにかく進めていか

なければならない。これは、私も職員も大変な状況の中で、当然スタートしたんで

す。 

   そこで必要だったのは、やっぱり人と、それから時間だったんですよ。その２つが

ないと回りません。これは皆さんも十分ご承知だと思うんですけれども、人と時間が

ないと、この中身はこなせないんです。そんなことで、人については、なるべくこれ

も佐藤議員のほうからお質しありましたように、実は嘱託職員、臨時職員等々、これ

国の全額の支援が得られるということでありますので、なるべく町の単費を出さない

ような方向でいきましょうやということで、そういったその職員をまずベースとして

確保しようということで、現在も３３名プラスになっていますけれども、それをまず

いろいろとやらせていただいて、そしてあと時間です。先ほど申しましたようなこと

で、最大倍になりまして、いろいろやってまいりました。 

   実は、議会の皆様方のさまざまなご支援をいただいて、職員が頑張って、私も何と

か苦労しながら今があるなという思いを、実は改めてしておるところでございます。 

   そういった中で、私の基本的な方針というのは、復興を進めましょうよと、それか

らもう一つは元気活力事業、とにかく心の元気も並行的にやりましょうよという思い

で、国、県の補助、１００％補助を含めて、いろいろと確保しながら、実はここまで

やってきております。結果としまして、職員にかなりの負担をかけてきたなという思

いが、重々、今、八島議員のご質問のとおりであろうかなと、このように思っており

ます。なるべく私が町長になったときの事業、実は５０近く私、立ち上げたんです、

いろいろ精査してみますと。例えばフードフェスタとか、あるいはふるさと祭とか、

あるいは元気まつりとか、東京くにみ会とか、いろいろな事業を立ち上げました。 

   現在、実はいろいろと今度、逆に縮小してきています。これも八島議員からいろい

ろご質問いただいて、縮小しています。例えば、縮小したのがフードフェスタとか、

それからふるさと祭とか、あるいは首都圏の周遊ツアーとか、あとは東京物産展とか、

いろいろな事業を廃止しました。あと、縮小的にも全国的なＰＲ事業とか、あとは東

京くにみ会は１年休止しようということで、ことしやっていますけれども、来年度ま

た再開する予定ですけれども、そういったこととか、いろいろな事業を縮小して、実

は現在、ちょっと見てきたら３分の２ぐらいまで減っていますね。何とかここまでそ

ういう状況になっておるということでございます。 



 

‐110‐ 

 

   ただ、それではやはり済まないのかなという部分もございまして、復興がどんどん

進んだ、心の元気も出てきたとなりますと、やはり今度は、まさに原点回帰、元に戻

るということでございます。もとに戻ったときにどうするんだという議論ですね。そ

れをしっかりやりながら前に進めていくということ、このことがベースかなというふ

うに思っております。実は今年度もいろいろと縮小、あるいは来年度においても、国、

県の補助を得られるものは、これは私やろうと思っていますけれども、復興創生期間

が来年度で切れます。ですから、そういったことを十分見据えながら、あとはちょう

ど令和３年度から第６次の長期総合計画がスタートするんです。 

   ですから、今年から来年度に向けて、いろいろ検討していきます。そういった中で、

いろいろ立ち上げた事業、そういったものは十分精査をして、必要性あるもの、いわ

ゆる国、県の補助得られるものは、なるべく私、残したいと思っています。それ以外

のものは、なるべく落とそうというようなことも意識しながら、これは対応して、こ

れは各課からのいろいろとサジェスチョンをもらって、私もいろいろと意見をして、

そしてそういった中でいろいろ検討しながら前に進めていくという形なのかなと思っ

ております。 

   いずれにいたしましても、確かに大変な状況の中でここまでやってきて、そしてま

た、今、大変な超過勤務の額もございますし、そういったものについては、時々私も

頭に入って、土日も私もいろいろと職員の激励をしたり、頑張っているつもりなんで

すが、なかなかやっぱりそういった時間が減らないということがございます。やはり

事業の縮小、スクラップ・ビルド、それから費用対効果、さらには行財政改革、こう

いったものを意識をしながら、令和３年度、そこに向けては、現在もいろいろ副町長、

座長でいろいろやっていただいています。組織の見直しとか、いろいろやっていただ

いておりますけれども、さらにやっぱりその辺をポイントにしながら、いわゆる復興

創生期間が切れる、そして第６次の総合計画が始まりますよというあたりを十分意識

をして、今から、今議員がお質ししたようなことも含めて、なるべく縮小できるよう

に、そして職員の負担軽減ができ得るように、これは鋭意、今後私自身も意を配して

対応してきたいなと、このように思っておるところでございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） ほかに質疑ありませんか。 

   佐藤 孝君。 

２番（佐藤 孝君） 先ほどの副町長の、八島議員の関連ですが、副町長の答弁ですと、

来年度の事務事業の見直しを行うというお話がされました。ところが、前回私の一般

質問では、復興創生期間が切れる平成２年度までは基本的にやらないんだと、これ私、

２回質問しました。それでもやらないというご答弁でした。 

   今、町長の最終的なまとめの答弁ありましたけれども、最後に令和３年から見直し

をするんだという答弁なんだね。前回、私の一般質問の答弁は、私再質問もして、来

年度の事務事業はやらないと、やらないとおっしゃったから、本当はもっと質問した

かったんですけれどもやりませんでした、残業の関係も含めて。 
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   どっちが本当なんですか、やるんですか、やらないんですか、事業見直し。 

議長（東海林一樹君） 副町長。 

副町長（佐藤弘利君） お答えをいたします。 

   佐藤議員の質問でありますけれども、一般質問の中で私にいただいた質問は、抜本

的な機構の見直しというような、大きなこのくくりの質問だったのかなというふうに

捉えまして、答弁させていただいたところでありますけれども、とにかく職員の健康

管理の面からも、超過勤務の状態を見た場合にも、先ほど答弁させていただきました

ように、小さいものについては、１つでも２つでも取り組んでいきたいという姿勢は

根底にございます。 

   ただ、質問いただきました大きな、抜本的なものについては、やはりそのタイミン

グを見てというようなことになるのかなということでありまして、先ほどお答えさせ

ていただきましたように、検討委員会につきましても、その辺に着眼を置いて、１つ

でも２つでも見直しできるものはないかというようなことで進めていきたいと思って

おります。 

   具体的に平成３１年度に向けて組織の見直しをやっております。これにつきまして

は住民課の一部、戸籍、税務の窓口の業務、これを合わせたほうが効率が上がる。さ

らには環境防災、防災と除染等の関連があるところ、これについてはそのほうがやり

やすいというようなことを、課長等の提言もございまして取り組んできたということ

もございまして、繰り返しにはなりますけれども、小さいものにつきましては、その

都度できるものから取り組んでまいりたいというふうに考えているところであります。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 佐藤 孝君。 

２番（佐藤 孝君） 全く理解できないですね。私が前回一般質問で質問したのは、来年

４月１日から導入される会計年度任用職員制度の導入によって、賄う金額が幾らなん

ですか、７,４００万円という答弁でした。それを捻出するためには、事務事業の見

直ししかありませんよと、その答弁が、佐藤副町長の答弁は、理念としては持ってい

るにしても、具体的には令和２年度までの復興創生期間の事業年度が終わるまではし

ないと、明言しているんですよ。全く違うじゃないですか、今の答弁と。だめだ、そ

んなの。 

議長（東海林一樹君） 副町長。 

副町長（佐藤弘利君） お答えを申します。 

   全く違うということではございません。さきの検討委員会の中でも、復興創生の復

興特交を、それをもらって現在も進めている事業等もたくさんございます。平成２年

で終わるというような事業も多いというようなことも検討委員会の中で話をしており

まして、前段の説明がなく結論の部分に行ったので、誤解を招いているかもわかりま

せんけれども、その抜本的な組織の見直し、そういうものについては、そういった復

興特交の切れるタイミング、さらには総合計画をあわせたタイミングでやっていきた

いという答弁でありまして、説明不足の部分もあったかとは思いますけれども、そん
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な中身でございますので、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 佐藤 孝君。 

２番（佐藤 孝君） 議事録見ればはっきりしますから、いい加減な答弁、やめていただ

きたいと。 

   それと、私は前回の一般質問で途中でやめてしまったのは、幾つか理由があるんで

すけれども、事務事業の見直ししかないわけですよ、来年度の会計年度任用職員を入

れるためには、お金がないんだから、それしかないんです。それやらないと言ったか

ら、話がおかしくなっちゃったんですよ。これやるべきなのね。やる上では私も考え

方ありますから、その場で議論したかったんですが、そうなっちゃったもんだから、

質問やめました。 

   もう一回聞きます。あと３回目だから、もう答弁しないでしょうから、どっちなの

ですか。事務事業の見直しをするのか、しないのか。するのであれば、私１２月、も

う一回やります、この質問。 

議長（東海林一樹君） 副町長。 

副町長（佐藤弘利君） 事務事業の見直しは、小さいものを含めると、それは常にやって

いくという姿勢に変わりはございません。現に、現在立ち上げております、国見町こ

れからの自治体サービス等組織等検討委員会、これの目指すところはそういうところ

でございますので、引き続き事務事業の見直しに向けて、検討を進めていきたいとい

うふうに考えておるところであります。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） ほかにありませんか。 

（発言する者なし） 

議長（東海林一樹君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

（発言する者なし） 

議長（東海林一樹君） 討論なしと認めます。 

   これから認定第１号の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

   本案は原案のとおり認定することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（東海林一樹君） 起立全員です。 

   したがって、認定第１号は原案のとおり認定することに決しました。 

◇          ◇          ◇ 

◇休議の宣告 

議長（東海林一樹君） 午後１時まで休議いたします。 

（午後０時０１分） 

◇          ◇          ◇ 

◇再開の宣告 

議長（東海林一樹君） 再開いたします。 
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（午後１時００分） 

◇          ◇          ◇ 

◇認定第２号 平成３０年度国見町大木戸財産区特別会計歳入歳出決算認定に 

       ついて 

議長（東海林一樹君） 日程第２、認定第２号「平成３０年度国見町大木戸財産区特別会

計歳入歳出決算認定について」の件を議題といたします。 

   本認定について説明を求めます。産業振興課長。 

産業振興課長（蓬田英右君） 認定第２号、平成３０年度国見町大木戸財産区特別会計歳

入歳出決算認定についてご説明申し上げます。 

（以下議案書により説明） 

議長（東海林一樹君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 討論なしと認めます。 

   これから認定第２号の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

   本案は原案のとおり認定することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（東海林一樹君） 起立全員です。 

   したがって、認定第２号は原案のとおり認定することに決しました。 

◇          ◇          ◇ 

◇認定第３号 平成３０年度国見町入山財産区特別会計歳入歳出決算認定につ 

       いて 

議長（東海林一樹君） 日程第３、認定第３号「平成３０年度国見町入山財産区特別会計

歳入歳出決算認定について」の件を議題といたします。 

   本認定について説明を求めます。産業振興課長。 

産業振興課長（蓬田英右君） 認定第３号、平成３０年度国見町入山財産区特別会計歳入

歳出決算認定についてご説明申し上げます。 

（以下議案書により説明） 

議長（東海林一樹君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 討論なしと認めます。 

   これから認定第３号の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

   本案は原案のとおり認定することに賛成の方は起立を願います。 
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（起立全員） 

議長（東海林一樹君） 起立全員です。 

   したがって、認定第３号は原案のとおり認定することに決しました。 

◇          ◇          ◇ 

◇認定第４号 平成３０年度国見町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定 

       について 

議長（東海林一樹君） 日程第４、認定第４号「平成３０年度国見町公共下水道事業特別

会計歳入歳出決算認定について」の件を議題といたします。 

   本認定について説明を求めます。上下水道課長。 

上下水道課長（宍戸浩寿君） 認定第４号、平成３０年度国見町公共下水道事業特別会計

歳入歳出決算認定についてご説明申し上げます。 

（以下議案書により説明） 

議長（東海林一樹君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

   八島博正君。 

１１番（八島博正君） 上下水道課長にお尋ねします。 

   今回の収入の中で６８万１７９２円の未済額があり、不納欠損に２万１６２８円を

計上するとあります。何件でこのぐらいの未済額になり、不納欠損は何件で２万

１０００円になったのか、その内容について質問いたします。 

議長（東海林一樹君） 上下水道課長。 

上下水道課長（宍戸浩寿君） お答えいたします。 

   まず、不納欠損でありますが、１件でございます。平成２３年、平成２４年の調定

部分に係ります不納欠損ということで、２万１６２８円となっております。平成

２５年度以降は誓約書をとりまして、計画的に納入をしていただいているところでご

ざいます。 

   続きまして、未収額、未納の分でありますが、６８万１７９２円の件数であります

が、４５名の方の未納であります。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 八島博正君。 

１１番（八島博正君） 上下水道課長にお尋ねします。 

   現在９月のきょうは１２ですけれども、この３月末で６８万１７９２円があったや

つが現在まで何件くらい、この収入済み額になっているのか、未済ではなくて、何件

かありますか。あったらお答え願いたいと思います。 

議長（東海林一樹君） 上下水道課長。 

上下水道課長（宍戸浩寿君） お答えいたします。 

   ８月末現在の未納額でよろしいでしょうか。未納額が４８万４３５６円となってい

るところでございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 八島博正君。 
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１１番（八島博正君） 監査の報告書の中でも指摘されまして、収納率は９９.１％で町

民税と同じくらいの収納率を誇っているんで努力は認めますけれども、なお、ゼロに

近い線で努力してほしいと同時に、できれば１件だけありましたが、不納欠損を出さ

ないような形での収納をお願いしたいと思います。いかがでしょうか。 

議長（東海林一樹君） 上下水道課長。 

上下水道課長（宍戸浩寿君） 八島議員ご指摘のとおり、未納対策については十二分に講

じていきたいと思います。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） そのほか質疑はありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 討論なしと認めます。 

   これから認定第４号の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

   本案は原案のとおり認定することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（東海林一樹君） 起立全員です。 

   したがって、認定第４号は原案のとおり認定することに決しました。 

◇          ◇          ◇ 

◇認定第５号 平成３０年度国見町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定 

       について 

議長（東海林一樹君） 日程第５、認定第５号「平成３０年度国見町後期高齢者医療特別

会計歳入歳出決算認定について」の件を議題といたします。 

   本認定について説明を求めます。保健福祉課長。 

保健福祉課長（菊地弘美君） 認定第５号、平成３０年度国見町後期高齢者医療特別会計

歳入歳出決算認定についてご説明を申し上げます。 

（以下議案書により説明） 

議長（東海林一樹君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 討論なしと認めます。 

   これから認定第５号の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

   本案は原案のとおり認定することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（東海林一樹君） 起立全員です。 
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   したがって、認定第５号は原案のとおり認定することに決しました。 

◇          ◇          ◇ 

◇認定第６号 平成３０年度国見町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定に 

       ついて 

議長（東海林一樹君） 日程第６、認定第６号「平成３０年度国見町国民健康保険特別会

計歳入歳出決算認定について」の件を議題といたします。 

   本認定について説明を求めます。保健福祉課長。 

保健福祉課長（菊地弘美君） 認定第６号、平成３０年度国見町国民健康保険特別会計歳

入歳出決算認定についてご説明を申し上げます。 

（以下議案書により説明） 

議長（東海林一樹君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

   八島博正君。 

１１番（八島博正君） 保健課長にお尋ねします。 

   先ほどの質問と同じでございます。監査意見の中に出ていましたとおり、未済額

１６２５万５８６０円は、前年比から比べますと１２８万３０円少なくなっておりま

すんで、その努力は認められると。しかし、ことしの１０月からの消費税の値上げも

考えますと、去年のこの実績にまたプラスになる可能性もありますんで、ぜひともこ

の不納欠損を出さないような形での努力をお願いしたいと思いますけれども、いかが

でしょうか。質問をいたします。 

議長（東海林一樹君） 保健福祉課長。 

保健福祉課長（菊地弘美君） お答えを申し上げます。 

   不納欠損を出さないようにとのお話でございますが、国民健康保険の特別会計、事

業そのものについては、保険料をいただいて、それで医療費等の経費をお支払いをす

るということで成り立ってございますので、まずは保険料を納めていただくというの

が基本でございます。 

   そのための部分につきましては、督促、さらには催告等も含めながら、税金でござ

いますので、税務課ともタイアップをさせていただいて取り組んでいるというところ

でございます。 

   ただ、一点、国民健康保険の場合については、医療を受けるという権利も当然ござ

いますので、その辺の部分を十分勘案をしながら対応をしていきたいと、そのように

考えているところでございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） ほかにございませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 討論なしと認めます。 
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   これから認定第６号の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

   本案は原案のとおり認定することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（東海林一樹君） 起立全員です。 

   したがって、認定第６号は原案のとおり認定することに決しました。 

◇          ◇          ◇ 

◇認定第７号 平成３０年度国見町介護保険特別会計歳入歳出決算認定につい 

       て 

議長（東海林一樹君） 日程第７、認定第７号「平成３０年度国見町介護保険特別会計歳

入歳出決算認定について」の件を議題といたします。 

   本認定について説明を求めます。保健福祉課長。 

保健福祉課長（菊地弘美君） 認定第７号、平成３０年度国見町介護保険特別会計歳入歳

出決算認定についてご説明を申し上げます。 

（以下議案書により説明） 

議長（東海林一樹君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

   八島博正君。 

１１番（八島博正君） 認定第７号についての質問、前の第６号と同じ質問で、監査意見

書に出ていますんで、この未済額とそれから不納欠損の解消に努めてほしいという意

見を尊重してほしいと思います。 

   そこで、町長にお尋ねします。 

   今回の議会、決算議会で議案の説明会がありまして、そのときに保健福祉課から報

告がありまして、現在、特別老人ホーム等々の施設に利用して入っている方が９２名、

介護老人保健施設に２２名、要介護医療施設に２名と、合計で１１６名の内容につい

て報告いただきました。 

   この内容を見ますと、国見町は国見の里、１つの施設でございますけれども、国見

町から行っている１１６人の施設は、全部で１９施設に分散しております。この恐ら

く施設は、ハッピー愛ランド１名から梁川病院２名までの１１６名の内容を見ますと、

この国見町にあればもっともっと国見町の地元で、何というか、施設が利用できると

いう体制だと思うんですけれども、現在では、国見の里では１１６名のうち３４名だ

けで、ほかの３分の２の方々は別な施設に行っています。 

   例を挙げますと、隣の桑折町には３つの施設がございます。あつかし荘、それから

コクーン、そしてオリーブの郷と。 

   町長にお尋ねします。これから団塊の世代の人たちが増えてくるということで、今、

見直し等々が盛んにいわれております、この社会保険制度等々も含めて、国見に増床、

あるいは新しく施設を増やすような時代が来るのではないかと、そういう取り組みを

そろそろ始めなくてはならないのではないかと、決算機会でございますんで、町長の

意見をお伺いしたいと思います。 

議長（東海林一樹君） 町長。 
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町長（太田久雄君） それでは、八島議員のご質問に私のほうからご答弁を申し上げさせ

ていただきたいと思います。 

   国見町に特別養護老人ホーム、プラスでの設置がどうかというようなお質しだろう

かなというふうに思います。 

   超高齢社会がどんどん進んでおりまして、国見町も６５歳以上の高齢化率が４０％、

私も来年前期高齢者になるというような状況などもございますし、とにかく高齢化が

どんどん進んでいるということが、これは否めない事実です。いわゆる率が高くなっ

ているということも非常にこれは重要な課題かなと思っております。 

   そういった中で、よく私申し上げるんですけれども、やはり高齢化の中でポイント

的な部分は２つあります。まずは健康づくりです。介護１から５ありますけれども、

まずはその健康づくりをどうするんだということです。そのことで、いろいろと今、

事業化をして鋭意、進めているということが一つあるんだろうなと思います。 

   また、あと介護に、どうしても人間というは当然、年を重ねます。年がいけば当然、

介護の時代が来ます。来たときにどうすんだという議論、まさに今、八島議員ご指摘

の介護であれば、当然、その居宅介護もあるし、あるいは入所介護もあるし、いろい

ろな介護のバリエーションに飛んだ今、いろんなのがございます。そういったものに

どのようにフィットさせながら流れを作っていくかという、その２つがやはりこの超

高齢社会の中で非常に重要な課題なのかと思っております。恐らく皆様方もそういっ

たご認識の中でいろいろと今、頭の中を整理されておると、このように思っておりま

す。 

   特に、最後にお質しの国見町には、実は国見の里、平成２５年に作りまして、そこ

は９０床、あと１０床がデイということで、あとプラスアルファでご案内のようにミ

ニ特養２９床、それからグループホーム、あれは１８床ということで、約１４０床

等々の施設には当然なっておるという状況ございます。 

   また、あつかし荘ですか、これは広域です。国見だけではありません。あつかし荘

ということで、去年ですか、増床をしまして、今７０床ということで、私どものエリ

アにはそんな状況になっておるかなというふうに思っております。 

   その介護の問題は、私ども小さい町、国見町でございます。ですから、なかなか国

見町のみでは完結できない部分がいろいろあるのかなという形でございます。そのあ

らわれがまさに今、八島議員ご指摘の国見の里にも三十数名ぐらいしか入っておらな

いよと、あとは十数カ所に分散していますよというとだろうと思うんです。 

   果たしてそれが望ましいかどうか、これはいろいろあるんだろうと思います。です

から、この辺については、今後私ども今、介護施設、介護のさまざまな事業計画を作

る協議会を持っております。その計画の改定が実は来年から入っていきまして、令和

３年度から改定版ができて、そこでスタートをするという状況になっております。 

   ですから、私どもとしましては、その中で今、八島議員がご指摘ありましたような

ことが、確かに果たしていいのかどうかということの議論、そしてまたプラスアルフ

ァの増設することの議論、そういったことも含めて、しっかりとその中で対応する。
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そして、八島議員のご指摘の中身について、ぜひ前に前に進めていくというような、

そんなことを、実は考えておるところでございます。 

   いずれにいたしましても、超高齢社会が進む中にありまして、介護の問題避けて通

れない重要な重要な課題でございます。その辺を十分意識をしながら、来年に向けて

いろいろと今、資料集め、あるいはその意見などをお伺いしながら、ぜひその計画の

中でその設置も含めた必要性の検討、町としての必要性の検討、そういったことを十

分踏まえて、ぜひ高齢化社会に向けた介護の問題をぜひ前に進めていきたいなとこの

ように考えておるところでございます。 

   いずれにいたしましても、超高齢社会どんどん来ますんで、十分意を配しながら、

今後とも町としてしっかりと対応してまいりたいと、このように考えておるところで

ございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） ほかに質疑ありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 討論なしと認めます。 

   これから認定第７号の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

   本案は原案のとおり認定することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（東海林一樹君） 起立全員です。 

   したがって、認定第７号は原案のとおり認定することに決しました。 

◇          ◇          ◇ 

◇認定第８号 平成３０年度国見町土地開発事業特別会計歳入歳出決算認定に 

       ついて 

議長（東海林一樹君） 日程第８、認定第８号「平成３０年度国見町土地開発事業特別会

計歳入歳出決算認定について」の件を議題といたします。 

   本認定について説明を求めます。企画情報課長。 

企画情報課長（阿部正一君） 認定第８号、平成３０年度国見町土地開発事業特別会計歳

入歳出決算認定についてご説明申し上げます。 

（以下議案書により説明） 

議長（東海林一樹君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 討論なしと認めます。 
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   これから認定第８号の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

   本案は原案のとおり認定することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（東海林一樹君） 起立全員です。 

   したがって、認定第８号は原案のとおり認定することに決しました。 

◇          ◇          ◇ 

◇認定第９号 平成３０年度国見町渇水対策施設特別会計歳入歳出決算認定に 

       ついて 

議長（東海林一樹君） 日程第９、認定第９号「平成３０年度国見町渇水対策施設特別会

計歳入歳出決算認定について」の件を議題といたします。 

   本認定について説明を求めます。上下水道課長。 

上下水道課長（宍戸浩寿君） 認定第９号、平成３０年度国見町渇水対策施設特別会計歳

入歳出決算認定についてご説明申し上げます。 

（以下議案書により説明） 

議長（東海林一樹君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 討論なしと認めます。 

   これから認定第９号の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

   本案は原案のとおり認定することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（東海林一樹君） 起立全員です。 

   したがって、認定第９号は原案のとおり認定することに決しました。 

◇          ◇          ◇ 

◇休議の宣告 

議長（東海林一樹君） ２時１０分まで休議いたします。 

（午後２時０１分） 

◇          ◇          ◇ 

◇再開の宣告 

議長（東海林一樹君） 再開いたします。 

（午後２時１０分） 

◇          ◇          ◇ 

◇認定第１０号 平成３０年度国見町水道事業会計決算認定について 

◇議案第６０号 平成３０年度国見町水道事業未処分利益剰余金の処分につい 

        て 

議長（東海林一樹君） おはかりいたします。 
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   日程第１０、認定第１０号及び日程第１１、議案第６０号は、企業会計の関連議案

につき一括議題とし、説明及び質疑、討論は一括して行い、その後の採決については

１件ずつ行いたいと思います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 異議なしと認めます。 

   したがって、認定第１０号及び議案第６０号を一括議題と決しました。 

   日程第１０、認定第１０号「平成３０年度国見町水道事業会計決算認定について」

及び日程第１１、議案第６０号「平成３０年度国見町水道事業未処分利益剰余金の処

分について」の件を議題といたします。 

   本議案について説明を求めます。上下水道課長。 

上下水道課長（宍戸浩寿君） 認定第１０号、平成３０年度国見町水道事業会計決算認定

についてご説明申し上げます。 

（以下議案書により説明） 

上下水道課長（宍戸浩寿君） 続きまして、議案第６０号、平成３０年度国見町水道事業

未処分利益剰余金の処分についてご説明を申し上げたいと思います。 

（以下議案書により説明） 

議長（東海林一樹君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

   佐藤 孝君。 

２番（佐藤 孝君） 上下水道課長にお尋ねします。 

   １１ページに有収率の記載がございます。前年、平成２９年度から０.６１ポイン

ト伸びているという数字です。参考までに５年前の有収率を教えていただきたいのと、

平成３０年度、今年度でも構いませんが、１立米の給水単価教えていただきたいと思

います。 

議長（東海林一樹君） 上下水道課長。 

上下水道課長（宍戸浩寿君） 佐藤孝議員の質問にお答えいたします。 

   ５年前の平成２５年度の有収率についてでありますが、７５.０５％でありました。

また、１立米あたりの給水単価、企業団から買っている給水単価でありますが、

３８円、１トン、１立米あたり３８円であります。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 佐藤 孝君。 

２番（佐藤 孝君） 過去５年の間、余りもう変化がないという数字でありました。 

   ご案内のように、有収率７７あるいは７５という数字でありますから、４分の１の

水が無駄になっている計算になります。この決算書の数量でいくと約３０万立米が、

簡単に言えば、どこに行ったかわからないと。 

   厚労省の統計、それから水道協会の資料を見てみると、全国平均の有収率が大体

９０％という数字がございます。これは平成２８年か平成２９年の数字だと思います。 

   その意味だと、国見については低いという実態があるわけであります。防火水槽と

かそれから公共用水とかで全部が全部漏水ではないんでしょうが、ほとんどが漏水で
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無駄になっているということになろうかと思います。 

   そこで課長にお聞きをしますが、有収率を高めるためにどんな漏水対策を行ってい

るかお答えください。 

議長（東海林一樹君） 上下水道課長。 

上下水道課長（宍戸浩寿君） それでは、お答えいたします。 

   町で行っております漏水対策についてのご質問ということでありますが、まず４点

についてちょっとご説明を申し上げたいと思います。 

   まず、１点目としまして、老朽管の更新であります。漏水箇所が多い場所を優先的

に布設がえ工事を計画的に実施しているところであります。 

   ２点目としまして、漏水の調査、漏水調査でございます。毎年専門の業者に委託し

まして、漏水調査を実施しているところであります。毎年５０件から６０件の漏水を

発見している実績であります。 

   ３点目でありますが、広報であります。広報活動であります。漏水発見にはやはり

町民のご協力が不可欠でございます。広報くにみ等におきまして、漏水発見のご協力、

宅地内の漏水の確認方法を随時お知らせしているところでございます。 

   また、８月に水道週間がありまして、それにあわせまして水道の大切さをＰＲする

ために街頭活動などを行っているところでございます。 

   さらに、昨年でありますが、水道のしおりというものを作成しまして、水道使用者、

利用者に対して全世帯に配布をしております。その中身は、水道料金をはじめ、修繕

区分や管理区分、手続の方法を記したものとなっております。 

   最後の４点目でございますが、住宅等を新築する方に対して、水道メーターを極力

道路の近いところに設置していただくなど、漏水の早期発見の観点からご協力をいた

だいているところでございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 佐藤 孝君。 

２番（佐藤 孝君） 今、４つお聞きしまして、最後のメーターの布設がえについては、

これは相当のお金が町として必要になるということから、当然、今の段階では現実的

な対応にはならないと思っています。 

   お金のかからないのが３番目におっしゃった広報だと思うんです。それで、毎回と

いいますか、広報で前年、平成２９年度からは、平成３０年度、そして今年度と少し

ずつ増えているのは私も承知をしております。 

   ただ、残念ながら、広報いろんな記事が載っていまして、当然、前のほうににぎや

かな派手な記事が載っていて、水道の問題はちょっとずっと後のほうで、はっきり言

えばどこにあるかわからないような記事なわけですよ。 

   技術的な話をするわけではありませんが、やっぱり年に何回かカラーでどんと出す

と、それから、まさかトップ記事というわけにはいかないと思いますが、その次にな

るぐらいに、例えば水週間の８月、ここに上水道と下水道の特集を組むとか、これは

特にお金も人手もかからないことで漏水のチェックを各利用者にお知らせをするとい
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う意味では、私はある程度意味があると思っています。 

   したがって、広報の今後のあり方を今どう考えているか、あわせてメーターの交換

の長期的な考え方を今持っていればお聞かせいただきたいと思います。 

議長（東海林一樹君） 上下水道課長。 

上下水道課長（宍戸浩寿君） それでは、お答えいたします。 

   今年度になってでありますが、広報くにみにおきまして、漏水発見のお知らせを既

に４月と５月と７月に３回ほど掲載をしております。さらに、今月号、９月号であり

ますが、漏水の修繕区分と管理区分を掲載したお知らせを掲載したところでございま

す。 

   議員ご指摘の点を踏まえまして、今後広報の仕方、工夫してまいりたいと考えてお

ります。 

   また、メーターの考えでありますが、メーターの位置を一概に全員道路側にという

ことは莫大な費用がかかりますので、ちょっと難しいということであります。そのメ

ーターを確認していただく、チェック、常にチェックしていただくようなことも広報

通してお知らせはしておりますので、そのようなことで今後も広報を強化していきた

いと思っております。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） そのほか質疑ありませんか。 

   八島博正君。 

１１番（八島博正君） ここに監査報告書がありまして、監査意見が出ていますんで、そ

れについて、それにしたがって質問をします。 

   監査委員には佐藤孝君の監査委員の名前も出ていますんで、今の指摘事項と相反す

る、質問とこの意見書の関係、ちょっと疑問に思って聞いておりました。 

   監査の指摘事項の中で、未収金の問題も出ております。 

   監査意見書、６ページの上の表の下にこれだけの未収金があるよということが出て

おります。 

   意見書の中では、未収金もそうだし、それから平成３０年度の決算では４２８万

３０００円赤字だけれども、過年度の積立金があったから最終的には１０４７万

８８０８円の繰り越し剰余が出ていると。 

   私が申し上げますのは、これから人口が国見町も減っています。ここ何年間は道の

駅ができましたので水の利用増えましたけれども、もうますますもって人口が減って

きますんで、水の需要が減る、それに大口に使う工場の進出がないというと、ますま

す窮屈になってきますので、ただいまの２番佐藤議員の質問にもあった有収率の問題

も含めて、やはり今後この水道会計はなかなか大変になっていきますので、その辺の

取り組みについて、課長の考えをお聞きしたいと思います。 

議長（東海林一樹君） 上下水道課長。 

上下水道課長（宍戸浩寿君） 八島議員の質問にお答えいたします。 

   議員ご指摘のとおりでございます。人口の減少に伴いまして、使用料収入がますま
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す減少して水道事業経営が厳しくなってきます。 

   さらに、老朽化した水道管の更新もあわせてやっていかなければならないというこ

ともあります。今後は、いろいろと更新をしていく、配水池の更新もありますが、い

ろいろと更新をしていかなければならないということがあります。 

   管を更新の際に管を縮小して経費を削減するとか、管を小さくするとか、あと施設

を統廃合、統合するというようなことも視野に入れながら、今後、国見町の水道の健

全経営に努めていきたいと考えているところでございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） ほかに質疑ありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 討論なしと認めます。 

   これから認定第１０号の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

   本案は原案のとおり認定することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（東海林一樹君） 起立全員です。 

   したがって、認定第１０号は原案のとおり認定することに決しました。 

   これから議案第６０号の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

   本案は原案のとおり処分することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（東海林一樹君） 起立全員です。 

   したがって、議案第６０号は原案のとおり処分することに決しました。 

◇          ◇          ◇ 

◇常任委員長報告（陳情第６号） 

議長（東海林一樹君） 日程第１２、常任委員長報告を行います。 

   総務文教常任委員会に付託されました陳情第６号の審査結果について、総務文教常

任委員長より報告を求めます。 

   総務文教常任委員長、３番松浦和子君。 

３番（松浦和子君） 令和元年９月議会定例会において、総務文教常任委員会に付託され

ました陳情１件の審査の報告をいたします。 

   本委員会は、去る９月３日、午後１時より委員会室において委員全員の出席のもと

で開催いたしました。この会議には、東海林幼児教育課長、職務として松浦議会事務

局長が出席しております。 

   陳情第６号の審査の結果を報告いたします。 

   陳情第６号は、「幼児教育・保育の無償化の実施に伴う陳情」であります。 

   陳情の趣旨は、保育料の一部として町が徴収している給食食材費の副食費は無償化
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の対象とならず、保護者負担として実費徴収することになりました。本来、給食は保

育から切り離すことができないものであり、無償化の対象とすべきです。 

   副食費の取り扱いについては、保護者の負担を軽減する観点から、保育の実施責任

を負う町に適切な対応を求めるという内容です。 

   陳情について、総務文教常任委員会で協議した際に、陳情第６号の趣旨に賛同し、

副食費の無料化の陳情を採択すべきという意見と、給食費の約半分を町で負担してき

た経緯もあり体制が整備されてからでも遅くはないということで全て無料化は時期尚

早との考えから不採択の意見もありました。 

   本委員会は、本陳情について賛成多数で採択と決しました。 

   以上、報告といたします。 

議長（東海林一樹君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 質疑なしと認めます。 

   これから陳情第６号の討論を行います。討論ありませんか。 

   佐藤定男君。 

６番（佐藤定男君） 私はこの陳情に反対の立場から意見を申し上げます。 

   本陳情は、給食費の副食費も無償化せよということでありますけれども、ご案内の

ように幼児教育の無償化が１０月から開始されます。保護者にとりましては、大きく

負担軽減が図られるものと考えます。 

   その上で、なお保護者の負担を減らすということは、この分の町の負担が増えると

いうことであります。少子高齢化、人口減少で町の財政状況はますます厳しくなって

いきます。食育の観点からもある程度の受益者負担は必要であると考えます。 

   以上です。 

議長（東海林一樹君） ほかに討論ありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） これから陳情第６号の採決を行います。この採決は起立によって

行います。 

   この陳情に対する委員長の報告は採択です。この陳情第６号を採択することに賛成

の方は起立を願います。 

（起立多数） 

議長（東海林一樹君） 起立多数です。 

   したがって、陳情第６号は採択と決しました。 

◇          ◇          ◇ 

◇休議の宣告 

議長（東海林一樹君） 議案の追加がありますので、暫時休議いたします。 

（午後２時３５分） 

◇          ◇          ◇ 

◇再開の宣告 
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議長（東海林一樹君） 再開いたします。 

（午後２時３７分） 

◇          ◇          ◇ 

◇追加日程の議決 

議長（東海林一樹君） ただいま配付いたしました追加日程表のとおり、５件の追加があ

りますので、これを本日の日程に追加し、直ちに議題といたしたいと思います。これ

にご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 異議なしと認めます。 

   したがって、この５件は直ちに議題とすることに決しました。 

◇          ◇          ◇ 

◇町長提案理由の説明 

議長（東海林一樹君） 書記に議案提出書を朗読させます。朗読。 

（書記 議案提出書を朗読） 

議長（東海林一樹君） 町長より提案理由の説明を求めます。町長。 

町長（太田久雄君） ただいま追加ご提案申し上げました議案についてご説明を申し上げ

ます。 

   同意第３号「教育委員会委員の任命につき同意を求めること」につきましては、赤

坂正行委員が令和元年９月３０日をもって任期満了となりますことから、後任候補と

して中村裕美君を適任と認め、任命したいため、議会の同意を求めようとするもので

ございます。 

   次に、諮問第１号「人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めること」につきま

しては、赤坂正弘委員が令和元年１２月３１日をもって任期満了となりますことから、

引き続き赤坂正弘君を適任と認め、候補者として推薦したいので議会の意見を求めよ

うとするものでございます。 

   慎重ご審議の上、速やかなるご同意などを賜りますようお願い申し上げ、提案理由

の説明とさせていただきます。よろしくお願いを申し上げます。 

◇          ◇          ◇ 

◇同意第３号 教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて 

議長（東海林一樹君） 日程第１３、同意第３号「教育委員会委員の任命につき同意を求

めることについて」の件を議題といたします。 

   書記に議案を朗読させます。朗読。 

（書記 同意第３号を朗読） 

議長（東海林一樹君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 質疑なしと認めます。 

   これから同意第３号の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

   本案はこれに同意することに賛成の方は起立を願います。 
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（起立全員） 

議長（東海林一樹君） 起立全員です。 

   したがって、同意第３号は原案に同意することに決しました。 

◇          ◇          ◇ 

◇諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 

議長（東海林一樹君） 日程第１４、諮問第１号「人権擁護委員候補者の推薦につき意見

を求めることについて」の件を議題といたします。 

   書記に議案を朗読させます。朗読。 

（書記 諮問第１号を朗読） 

議長（東海林一樹君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 質疑なしと認めます。 

   これから諮問第１号の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

   本案はこれを適任とすることに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（東海林一樹君） 起立全員です。 

   したがって、諮問第１号は適任とすることに決しました。 

◇          ◇          ◇ 

◇発議第４号 幼児教育・保育の無償化の実施を求める意見書 

議長（東海林一樹君） 日程第１５、発議第４号「幼児教育・保育の無償化の実施を求め

る意見書」の件を議題といたします。 

   書記に議案及び意見書を朗読させます。朗読。 

（書記 発議第４号及び意見書を朗読） 

議長（東海林一樹君） 提出者から提案理由の説明を求めます。３番松浦和子君。 

３番（松浦和子君） 提案理由の説明は、ただいま書記が朗読したとおりでございます。

速やかなる議決をよろしくお願いいたします。 

議長（東海林一樹君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を省略し、発議第４号の採決を行います。この採決は起立によって行

います。 

   本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立を願います。 

（起立多数） 

議長（東海林一樹君） 起立多数です。 

   したがって、発議第４号は原案のとおり可決いたしました。 

◇          ◇          ◇ 

◇議員の派遣について 

議長（東海林一樹君） 日程第１６、「議員の派遣について」の件を議題といたします。 
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   おはかりいたします。 

   本件はお手許に配付したとおり派遣することにしたいと思います。これにご異議あ

りませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 異議なしと認めます。 

   よって、本件はお手許に配付したとおり派遣することに決しました。 

◇          ◇          ◇ 

◇常任委員会の所管事務調査について 

議長（東海林一樹君） 日程第１７、「常任委員会の所管事務調査について」の件を議題

といたします。 

   本定例会までに総務文教、産業建設、広報の各常任委員長より、私宛てに閉会中の

調査について、それぞれ実施したい旨の申し出がありました。 

   おはかりいたします。 

   各常任委員長の申し出のとおり、閉会中の調査を実施することにご異議ありません

か。 

（「異議なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 異議なしと認めます。 

   したがって、閉会中の調査は実施することに決しました。 

◇          ◇          ◇ 

◇町長挨拶 

議長（東海林一樹君） 以上で、本定例会に付議されました議案の審議は全部終了いたし

ました。 

   町長より挨拶があります。町長。 

町長（太田久雄君） 令和元年第３回国見町議会定例会の閉会にあたりまして、一言ご挨

拶を申し上げます。 

   ご提案申し上げました議案につきましては、慎重ご審議と格別のご理解を賜り、全

議案につきまして原案のとおりご議決を賜り、まことにありがとうございました。 

   また、議案審議の過程におきまして、議員の皆様方からいただいたご意見などを十

分踏まえまして、今後の町政執行にあたってまいりたい、このように考えております。 

   なお、議員の皆様方におかれましては、時節柄、お体には十分ご留意の上、今後と

も復興、町政の進展、町民福祉の向上のためにお力添えを賜りますよう心からお願い

申し上げまして、閉会のご挨拶とさせていただきます。ありがとうございました。 

◇          ◇          ◇ 

◇閉議及び閉会の宣告 

議長（東海林一樹君） これをもって、本日の会議を閉じます。 

   令和元年第３回国見町議会定例会を閉会いたします。 

   長時間にわたりご苦労さまでした。 

   なお、午後３時１０分より産業建設常任委員会を委員会室にて開催いたします。総
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務文教常任委員会を中会議室北側で開催いたしますので、３時１０分に集合していた

だきますようにお願いいたします。 

   これで本日の会議を閉じます。 

   ご苦労さまでございました。 

（午後２時５７分） 
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